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I. 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園の基本情報 

 

１ 法人の概要 

 

（１） 事業内容 

１） 沖縄科学技術大学院大学を設置し、これを運営すること。 

２） 学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康に関する相談その他の援助

を行うこと。 

３） 学園以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その

他の学園以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

４） 沖縄科学技術大学院大学における研究の成果を普及し、及びその活用を

促進すること。 

５） 科学技術に関する研究集会の開催その他の研究者の交流を促進するため

の業務を行うこと。 

 

（２） 所在地 

メインキャンパス 沖縄県国頭郡恩納村字谷茶 1919-1 

シーサイドハウス 沖縄県国頭郡恩納村字恩納 7542 

 

（３） 教員及び職員の数（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

教員： 51 人  

職員（研究員含む）： 705 人 

 

（４） 沿革 

平成 23 年 11 月  学校法人沖縄科学技術大学院大学学園設立 

 

（５） 設立に係る根拠法 

沖縄科学技術大学院大学学園法（平成 21 年法律第 76 号） 

 

（６） 主管省庁名 

内閣府、文部科学省 
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（７） 組織図（平成 28 年 3 月 31 日現在） 
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２ 役員の状況（平成 28年 3月 31日現在） 

 

定数：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 5 条第 1 項、第 7 条、第 19 条

第 2 項の定めるところによる。 

任期：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園寄附行為第 9 条第 1 項及び第 24 条第 1 項

の定めるところによる。 

 

（１） 役員・監事 

役職 氏名 任期 主要経歴 

理事長・

学長 

 

ジョナサン・ 

ドーファン 

 

2011年 

11月 1日  

～ 

2018年 

8 月 31日 

（重任・2

期目） 

1976年 カリフォルニア大学アーバイン校（米国）博士号

（素粒子物理学） 

1989年 スタンフォード大学（米国）スタンフォード線形

加速器センター教授 

1994年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器

センターアソシエイト・ディレクター 

1999年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器

センター所長 

スタンフォード大学エグゼクティブ・キャビネッ

ト・メンバー 

2007年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器

センター名誉所長 

スタンフォード大学学長スペシャルアシスタン

ト 

2009年 ワイツマン科学研究所（イスラエル）科学アドバ

イザリー・コミッティ共同議長 

オックスフォード大学（英国） ジョン・アダム

ズ加速器科学研究所アドバイザリー・ボード・メ

ンバー 

米国物理学会広報部門パネルメンバー副議長 

2010年 独立行政法人沖縄科学技術大学院大学学園設立

委員 

独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 

（大学院大学学長予定者） 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

沖縄科学技術大学院大学学長 

副理事 ロバート・ 2015年 1975年 ハーバード大学（米国）博士号（化学） 
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長・首席

副学長

（沖縄の

自立的発

展担当）） 

バックマン 4 月 1 日 

～ 

2017年 

9 月 30日 

（再任） 

1979年 

 

ハーバード大学医学部アシスタント・プロフェッ

サー（神経生物学） 

1985年 同 アソシエイト・プロフェッサー（神経生物学） 

1990年 

 

ハーバード大学医学部神経科学専攻（博士課程）

専攻長（ディレクター） 

1995年 NINDS 基礎神経科学・発達障害部門ディレクタ

ー 

1999年 NINDS アソシエイト・ディレクター（技術開発

担当） 

2005年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機 研

究及び研修に関する特別学長顧問 

2007年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構理事 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園プロボー

スト及び副理事長 

2014年 同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当） 

2015年 

4 月 

同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当）及びプ

ロボースト（臨時）及び副理事長 

監事 

 

相馬 清貴 2013年 

6 月 26日 

～ 

2017年 

10月 31日 

（重任・2

期目） 

1985年 総務庁入庁 

2007年 総務省人事・恩給局恩給企画課長 

2010年 総務省大臣官房政策評価広報課長 

2012年 内閣府公益認定等委員会事務局総務課長 

2013年 

6 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園監事 

監事 

 

當眞 嗣吉 2014年 

6 月 9 日 

～ 

2017年 

10月 31日 

（重任・2

期目） 

1971年 琉球電力公社入社 

1999年 沖縄電力㈱取締役火力部長 

2001年 沖縄電力㈱代表取締役副社長 

2003年 沖縄電力㈱代表取締役社長 

2005年 ㈶沖縄マリンレジャーセイフティービューロー

代表理事 

2006年 沖縄セルラー電話㈱監査役 

2007年 沖縄電力㈱代表取締役会長 

沖縄経済同友会代表幹事 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

2013年 沖縄経済同友会特別幹事 

沖縄電力㈱取締役相談役 
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九州経済連合会顧問 

2014年 

6 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園監事 

 

（２） 理事  

氏名 任期 主要経歴 

トーステン・ 

ヴィーゼル 

2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

1954年 カロリンスカ研究所（スウェーデン）医学士 

1968年 ハーバード大学医学部（米国）神経生物学部教授 

1973年 同 神経生物学部長 

1981年 ノーベル生理学 

1991年 米国神経科学学会会長 

ロックフェラー大学（米国）学長 

1999年 ロックフェラー大学名誉学長 

2000年 ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム事

務局長 

2003年 イスラエル－パレスチナ・サイエンス機構（IPSO）国

際科学会議議長 

2005年 アメリカ国家科学賞 

独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員共

同議長 

2009年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員共同議長 

旭日大綬章受章 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事会議長 

スウェーデン脳科学財団諮問委員 

2013年 カロリンスカ研究所神経科学プログラム国際諮問委員

会議長 

中国科学院ナショナルサイエンスレビュー諮問委員 

有馬 朗人 2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

 

1958年 東京大学大学院博士号（理学） 

1971年 ニューヨーク州立大学ストニーブルク校（米国）教授 

1975年 東京大学理学部教授 

1989年 東京大学総長 

1993年 理化学研究所理事長 

1998年 参議院議員 

文部大臣 

1999年 科学技術庁長官兼務 
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2000年 財団法人日本科学技術振興財団会長 

2005年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2006年 学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

2009年 ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム評

議員会会長 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2010年 公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事会副議長 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

安仁屋 洋子 2014年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日 

1980年 鹿児島大学博士号（医学部） 

1981年 日本薬理学会評議員 

1983年 ロチェスター大学メディカルセンター ポストドクト

ラルフェロー 

1986年 琉球大学医学部准教授 

1990年 琉球大学医学部保健学科教授 

1994年 日本薬物動態学会評議員 

1996年 日本毒性学会評議員 

2001年 琉球大学産学官連携推進機構長 

琉球大学評議員 

2002年 琉球大学医学部保健学科長 

2003年 琉球大学大学院医学研究科教授 

2007年 琉球大学医学部保健学科教授 

2011年 琉球大学名誉教授 

2013年 沖縄科学技術振興センター理事 

2014年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

ロバート・ 

バックマン 

（副理事長/  

首席副学長（沖縄の

自立的発展担当） 

2015年 

4 月 1 日 

～ 

2018年 

3 月 31日

** 

1975年 ハーバード大学（米国）博士号（化学） 

1979年 

 

ハーバード大学医学部アシスタント・プロフェッサー

（神経生物学） 

1985年 同 アソシエイト・プロフェッサー（神経生物学） 

1990年 

 

ハーバード大学医学部神経科学専攻（博士課程）専攻長

（ディレクター） 

1995年 NINDS 基礎神経科学・発達障害部門ディレクター 

1999年 NINDS アソシエイト・ディレクター（技術開発担当） 

2005年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機 研究及び
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研修に関する特別学長顧問 

2007年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構理事 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園プロボースト及

び副理事長 

2014年 同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当） 

2015年 

4 月 

同 首席副学長（沖縄の自立的発展担当）及びプロボー

スト（臨時）及び副理事長 

カーティス・ 

カラン 

2014年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日 

1964年 プリンストン大学（米国）博士号（物理学） 

1968年 JASON スタディグループメンバー 

1969年 プリンストン高等研究所長期メンバー 

1972年 プリンストン大学物理学部教授 

1974年 アメリカ物理学会フェロー 

1986年 プリンストン大学ユージン・ヒギンス・プロフェッサー 

アメリカ芸術科学アカデミーメンバー 

1989年 米国科学アカデミー会員 

1990年 JASON スタディグループ運営委員会委員長 

1995年 プリンストン大学ジェームス・Ｓ・マクドネル物理学デ

ィスティングイッシュトプロフェッサー 

1998年 プリンストン大学物理学部長 

2004年 ディラック賞（国際理論物理学センター） 

2005年 プリンストン大学理論物理学センターディレクター 

2008年 アメリカ物理学会会長・副会長 

プリンストン大学物理学部長 

プリンストン高等研究所評議会会員 

2014年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

リタ・ 

コルウェル 

2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

1961年 ワシントン大学（米国）博士号（海洋学） 

1991年 メリーランド大学（米国）生命工学研究所所長 

1998年 全米科学財団 11 代理事長 

国家科学技術会議（米国）共同議長 

2004年 キャノン US ライフサイエンス（米国）会長・上席副社

長 

メリーランド大学特別教授 

ジョン・ホプキンス大学（米国）公衆衛生大学院特別教

授 

2006年 キャノン US ライフサイエンス（米国）上級顧問名誉会
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長 

科学技術振興機構国際諮問委員 

東京大学プレジデンツ・カウンシル・メンバー 

2007年 米国生物化学研究所所長 

2006 年アメリカ国家科学賞 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2013年 ローザリンド・フランクリン協会会長 

シグマ XI ウィリアム・プロクター科学功績賞 

2014年 一般微生物協会賞 

ジョナサン・ 

ドーファン 

（理事長／学長） 

2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

1976年 カリフォルニア大学アーバイン校（米国）博士号（素粒

子物理学） 

1989年 スタンフォード大学（米国）スタンフォード線形加速器

センター教授 

1994年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器センタ

ーアソシエイト・ディレクター 

1999年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器センタ

ー所長 

スタンフォード大学エグゼクティブ・キャビネット・メ

ンバー 

2007年 スタンフォード大学スタンフォード線形加速器センタ

ー名誉所長 

スタンフォード大学学長スペシャルアシスタント 

2009年 ワイツマン科学研究所（イスラエル）科学アドバイザリ

ー・コミッティ共同議長 

オックスフォード大学（英国） ジョン・アダムズ加速

器科学研究所アドバイザリー・ボード・メンバー 

米国物理学会広報部門パネルメンバー副議長 

2010年 独立行政法人沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 （大学院

大学学長予定者 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事長 

沖縄科学技術大学院大学学長 

ジェローム・ 

フリードマン 

2011年 

11月 1日 

～ 

1956年 シカゴ大学（米国）博士号（物理学） 

1967年 マサチューセッツ工科大学（米国）教授 

1977年 米国大学研究協会 URA ボード委員 
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2017年 

10月 31日* 

同 ボード副議長 

1983年 マサチューセッツ工科大学物理学部長 

1990年 ノーベル物理学賞 

1997年 高エネルギー加速器研究機構（KEK）経営協議会委員 

1999年 米国物理学会会長 

2001年 米国科学学会代表者評議会議長 

2005年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2009年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

セルジュ・ 

アロシュ 

2015年 

10月 1日 

～ 

2018年 

9 月 30日 

 

1971年 パリ第 6 大学（フランス）博士号（物理学） 

1975年 パリ第 6 大学教授 

1981年 ハーバード大学客員教授 

1984年 イエール大学非常勤教授 

1991年 フランス大学学院メンバー 

1994年 高等師範学校（フランス）物理学部長 

2001年 コレージュ・ド・フランス量子物理学教授 

2012年 コレージュ・ド・フランス学長 

ノーベル物理学賞 

2015年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

小谷 元子 2014年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日 

 

1990年 東京都立大学理学研究科 博士号（理学） 

1993年 マックスプランク研究所客員教授 

1997年 東邦大学理学部助教授 

1999年 東北大学大学院理学研究科助教授 

2001年 仏高等科学研究所（IHES）客員教授 

2004年 東北大学大学院理学研究科教授 

2008年 東北大学大学院理学研究科ディスティングイッシュト 

プロフェッサー 

2011年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構副機構長・教授 

2012年 東北大学原子分子材料科学高等研究機構長 

2014年 総合科学技術・イノベーション会議議員（非常勤） 

2014年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

ヴィジェイ 

ラガバン・クリシ

2011年 

11月 1日 

1983年 タタ基礎化学研究所（インド）博士号（分子生物学） 

1984年 カリフォルニア工科大学（米国）リサーチフェロー 
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ュナスワミ ～ 

2017年 

10月 31日* 

1986年 カリフォルニア工科大学シニア・リサーチフェロー 

1988年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター

入所 

1998年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター 

シニアプロフェッサー兼所長 

2005年 首相府（インド）科学諮問委員会委員 

2009年 ハワードヒューズ医学研究所（米国）ジャネリアファー

ム・リサーチ・キャンパス諮問委員会委員 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2012年 ロンドン王立協会会員 

2013年 タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センタ

ー ディスティングィッシュトプロフェッサー 

インド科学技術省バイオテクノロジー局局長 

黒川 清 2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

1967年 東京大学大学院博士号（医学博士） 

1979年 カリフォルニア大学ロスアンゼルス校（米国）医学部内

科教授 

1989年 東京大学医学部教授 

1993年 文部省科学官 

1996年 東海大学教授 

同 医学部長 

1998年 東海大学総合医学研究所所長 

1999年 紫綬褒章 

2001年 内閣府沖縄大学院大学構想検討委員会委員 

2003年 日本学術会議会長 

2005年 独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構運営委員 

2006年 内閣特別顧問（科学、技術、イノベーション担当） 

政策研究大学院大学政策研究科教授 

2009年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

政策研究大学院大学政策研究科アカデミックフェロー 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

2014年 政策研究大学院大学客員教授 

李 遠哲 2015年 

10月 1日 

～ 

1965年 カリフォルニア大学バークレー校（米国）化学科 博士

号 

1973年 シカゴ大学（米国）化学科ジェームス・フランク研究所 
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2018年 

9月 30日** 

教授 

1974年 カリフォルニア大学バークレー校化学科 教授 

ローレンス・バークレー国立研究所（米国）化学部門 主

任研究員 

1986年 ノーベル化学賞 

1991年 香港科技大学 学長アドバイザリー・ボード・メンバー 

カリフォルニア大学（米国）大学教授 

1993年 ハーバード大学（米国）化学科ビジティング・コミッテ

ィ議長 

1994年 台湾中央研究院院長 

2006年 中華民国教育部諮問委員会委員 

2007年 独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2009年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事（～2013 年） 

2015年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

尾身 幸次 2013年 

10月 1日 

～ 

2016年 

9 月 30日 

1956年 一橋大学商学部卒業 

1956年 通商産業省入省 

1970年 外務省在ニューヨーク日本国総領事館領事 

1976年 通商産業省大阪通商産業局総務部長 

1979年 科学技術庁長官官房総務課長 

1981年 通商産業省中小企業庁指導部長 

1983年 衆議院議員初当選（以来当選八回） 

1995年 衆議院大蔵委員長 

1997年 国務大臣経済企画庁長官 

2001年 国務大臣沖縄及び北方対策･科学技術政策担当 

2006年 特定非営利活動法人ＳＴＳフォーラム理事長 

財務大臣 

2013年 

10 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

尚 弘子 2011年 

11月 1日 

～ 

2017年 

10月 31日* 

1972年 琉球大学教授 

1982年 九州大学 博士号（農学） 

1984年 ミシガン州立大学 客員教授 

1991年 沖縄県副知事 

1994年 放送大学沖縄学習センター所長 

1995年 内閣府沖縄振興開発審議会委員 
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1996年 NHK 経営委員会委員 

1997年 財団法人沖縄観光コンベンションビューロー理事 

2004年 ＮＨＫ学園評議員 

沖縄国際大学理事 

2005年 財団法人沖縄県文化振興会理事長 

独立行政法人沖縄科学技術研基盤整備機構運営委員 

2009年 沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

2011年 

11 月 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園理事 

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

2012年 学校法人アミークス国際学園理事・評議員 

公益財団法人沖縄科学技術振興センター評議員 

アルブレヒト・ 

ワグナー 

2015年 

10月 1日 

～ 

2018年 

9 月 30日 

 

1971年 ハイデルベルク大学（ドイツ）博士号（物理学） 

1984年 ハイデルベルク大学教授 

1991年 ハンブルグ大学教授 

ドイツ電子シンクロトロン研究所（DESY）所長 

1999年 DESY 理事会委員長 

2005年 TESLA Technology Collaboration Board 委員長 

2006年 将来加速器国際委員会（ICFA）委員長 

2007年 ヘルムホルツ協会副会長 

2008年 ハンブルグ大学評議委員会委員長 

2010年 ヨアキム・ヘルツ基金委員 

2011年 学校法人沖縄科学技術大学院大学学園評議員 

2015年 

10 月 

同 理事長臨時代理兼学長臨時代理 

 *重任・2 期目 **再任 

 

（３） 評議員   

氏名 任期 所属 

*安仁屋 洋子 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

琉球大学名誉教授 

*有馬 朗人 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

財団法人日本科学技術振興財団会長 

学校法人根津育英会武蔵学園学園長 

公立大学法人静岡文化芸術大学理事長 

ニール・コールダー 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学副学長（広報担当） 

モンテ・カセム 2011年 11月 1日～ 学校法人立命館総長特別補佐 
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2017年 10月 31 日* 

メアリー・コリンズ 2016年 2月 18日～ 

2019年 2月 17日 

沖縄科学技術大学院大学研究担当ディーン 

マチ・ディルワース 2015年 5月 18日～ 

2018年 5月 17日 

沖縄科学技術大学院大学副学長（男女共同参画・人

事担当） 

土肥 義治 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

公益財団法人高輝度光科学研究センター理事長 

ラルフ･アイヒラー 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

前スイス連邦工科大学チューリッヒ校学長 

アリ・ガンジロー 2015年 10月 2日～ 

2018年 10月 1日 

沖縄科学技術大学院大学副学長（施設管理担当） 

フレデリック・ 

ギルマン 

2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

カーネギー・メロン大学（米国）理学研究科長 

平澤 泠 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

財団法人未来工学研究所理事長 

東京大学名誉教授 

北陸先端科学技術大学院大学経営協議会委員 

キース･ホジソン 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

スタンフォード大学化学学部長 

ジョージ・イワマ 2015年 5月 18日～ 

2018年 5月 17日 

沖縄科学技術大学院大学上席副学長 

梶山 千里 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

福岡女子大学学長・理事長 

前九州大学総長 

小林 誠 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 

特別栄誉教授 

久保 真季 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学副学長（アドミニストレイ

ティブ・コンプライアンス担当） 

松本 良 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

東京大学名誉教授 

明治大学研究知財戦略機構特任教授 

松島 恵美 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学統括弁護士 

アン・ミウラ・コー 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

Floodgate 共同設立パートナー 

長浜 善己 2015年 2月 19日～ 

2017年 10月 31 日 

恩納村村長 

ケン・ピーチ 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

オックスフォード大学（英国）量子治療癌研究所名

誉教授 
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ヘルマン･シュンク 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

前連邦教育科学研究技術省基礎研究局長 

瀬名波 榮喜 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

名桜大学名誉学長 

大学コンソーシアム沖縄代表理事 

白井 克彦 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

放送大学学園理事長 

前早稲田大学総長 

前沖縄振興審議会会長 

諸喜田 茂充 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

公益法人沖縄科学技術振興センター評議員 

*尚 弘子 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

公益法人沖縄科学技術振興センター評議員 

沖縄国際大学理事 

デイヴィッド・ 

スウィンバンクス 

2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

ネイチャーパブリッシンググループ マネージング

ディレクター リジョナルマーケット＆サイエンン

ス＆メディカルコミュニケーションズ アジアパシ

フィック・インド・中東・イベロアメリカ・ロシア 

マクミラン サイエンス＆エデュケーションマネー

ジングディレクター オーストラリア＆ニュージー

ランド 

高梨 桂治 2015年 5月 18日～ 

2018年 5月 17日 

沖縄科学技術大学院大学副学長（財務担当） 

高安 藤 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

元在沖米国総領事館広報・文化担当補佐官 

田中 信明 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

元国連本部事務次長 

ガイアコンタクト CEO 

浦崎 唯昭 2015年 2月 19日～ 

2017年 10月 31 日 

沖縄県副知事 

*アルブレヒト・ 

ワグナー 

2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

ドイツ電子シンクロトロン名誉所長 

和宇慶 江理子 2015年 5月 18日～ 

2017年 10月 31 日 

沖縄アミークスインターナショナル校長 

ジェフリー・ 

ウィッケンス 

2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

沖縄科学技術大学院大学科学技術研究科長 

山本 雅 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

沖縄科学技術大学院大学教授 

教授会議長 

山崎 秀雄 2014年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日 

琉球大学理学部海洋自然科学科生物系理学部長 
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フィリップ・ヨー 2011年 11月 1日～ 

2017年 10月 31 日* 

シンガポール中小企業育成標準政策庁（SPRING）

長官 

*理事兼任者  *重任・2 期目 

 

 

II. 業務実績報告 

  別紙「平成 27 年度業務実績報告」のとおり。 

 
 



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

1 

平成 28 年 3 月 31 日 

第 1 章 教育研究に関する事項 

1.1 

博士課程 

目標 (1) 

平成 26 年のフィードバックを受け、新期学生の円滑な受

入れと、計画通りの研究トレーニングの開始に万全を期

し、取組の更なる改善を図ります。 

 

 

 

  
A 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

（授業科目）  

1101 引き続き、新しく採用された教員が担当する授業を

含め、カリキュラムを拡充するとともに、平成 27 年 6 月

に設置計画履行状況報告書を文部科学省に提出します。 

 

 

1102 引き続き、博士論文研究開始前のトレーニングやラ

ボ・ローテーション、個々の学生への指導教員（アカデミ

ック・メンター）の配置等を含め、個々の学生のニーズに

応じたプログラムを提供します。 

 

1103 引き続き、グループ活動やプレゼンテーションの技

術等に重点を置いたトレーニング等を内容とする「プロフ

ェッショナル・ディベロップメント科目」を提供します。 

  

 

 

 

 

1104 平成 26 年のフィードバックを受け、博士論文研究

の進捗状況の審査について、プロセスの改善を図ります。  

 

 

 

 

1105 引き続き、入学予定の学生（特に 3 月に日本の大

学を卒業する学生）に対し提供する、研究活動で必要とな

る語学力等を習得する準備プログラムの充実を図ります。 

 

 （授業科目）  

1101 新規に博士課程指導教員として採用した化学系の

教員 3 名について、平成 27 年 6 月に設置計画履行状況報

告書を提出し、同年 8 月に同教員らの研究指導が認可され

ました。 

 

1102 平成 27 年 9 月に、世界各国から新入生 24 名が入学

しました。個々の学生へ指導教員（アカデミック・メンタ

ー）を配置し、ラボ・ローテーションやコースワークを開

始しました。 

 

1103 「プロフェッショナル・ディベロップメント科目」

を継続して実施し、専門的な科学技術習得の向上に努めま

した。当該科目は主に 3 つの要素から構成されています。

1)研究公正や倫理、科学コミュニケーション、社会におけ

る科学の役割などの多岐にわたる週次セミナー 2)学際

的なグループプロジェクト 3) プレゼンテーション・ス

キルや指導力を磨く実践授業。 

 

1104 博士論文研究の進捗状況の審査について、審査の管

理や、審査結果を入力するシステムを構築・導入し、審査

のプロセスを改善しました。審査にかかる事務を統括する

学位論文コーディネーターのスペシャリストと、サポート

にあたる事務スタッフを配置しました。 

 

1105 平成 27 年 6 月から 8 月の間、日本人学生を 1 名、

英国オックスフォードでの語学力トレーニングへ派遣し

ました。当該年度は語学力の向上が必要な学生はこの 1 名

のみでした。 

 



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

2 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

（教育環境） 

1106 引き続き、学生の研修、単位互換、ティーチング・

アシスタント等の交流を目的に連携協定を締結する等、他

大学との協力関係を強化します。 

 

 

 

 

1107 履修状況、成績、単位等のデータを管理する学生記

録システムを引き続き運用し、引き続き拡充を図ります。 

 

 

 

 

1108 引き続き、実験授業、教材、講義室や指導室、ＡＶ

機器、コンピューター・ラボ等を管理するための仕組みや、

教員と事務部門との連絡窓口を強化します。 

 

 

 

 

 

1109 研究科オフィスの事務機能及び教室として使用す

る部屋を第 3 研究棟へ移転します。 

 （教育環境） 

1106 昨年に引き続き、本学の学生が県内の大学でティー

チング・アシスタントとして活動しています。米国での 3

ヶ月間の交流プログラムには、2 名の学生が参加しました。

平成 27 年度において、特別研究学生の追加受入は実施し

ていないため、当該年度の学生に関し新規で締結された協

定はありません。 

 

1107  学生はプログラムの次の段階へと進み続けることか

ら、さらなる要望に対応するため、引き続き学生記録シス

テムを進化させています。新たな機能の追加や、学生記録

システムと OIST 内の他のデータサービスの相互運用によ

り、業務遂行がよりスムーズになりました。 

 

1108  電子工学教育作業室の設置やマイクロ流体工学用

ソフト・リソグラフィ・システムの導入を中心に、引き続

き教育ラボおよび施設の改善を行いました。また全ての教

室に AV 機器を追加で設置したことにより、学内同士また

は世界各地を結んで同時に授業が行えるようになりまし

た。これらの改善により、教育ラボの使用率が向上しまし

た。 

 

1109  研究科オフィスは、新たな研究目的で建てられた第

3 研究棟へ平成 27 年度の始めに移転しました。第 3 研究棟

ではより十分な教育スペースと関連事務スペースが確保

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学生支援） 

1110 引き続き、入学後の学生に対するオリエンテーショ

ン・プログラムを改良します。  

 

 

 

 

 

1111 文化イベントの開催や日本国内の他大学に在籍す

る学生との交流の機会を設けることにより、海外からの学

・外部の奨学金等を獲

得した学生数の増加 

（学生支援） 

1110  新入生に対する学生支援情報パッケージ、「ライフ・

イン・オキナワ （“Life in Okinawa”）」の内容および学生

トラベル・ハンドブックの改定を行いました。日本の税制

度や国民健康保険制度、年金制度について税理士を招きセ

ミナーを行いました。また学生を対象に、沖縄県警による

交通安全・防災・防犯セミナーを実施しました。 

 

1111  夏には首里城巡りや今帰仁城跡巡りといった社会見

学を行い、学生が沖縄の文化について理解を促進するため

 



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

3 

1.1 

博士課程 

取組 (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生による日本文化に対する理解を促進します。 

 

 

 

 

1112 引き続き、本学の博士課程に入学する学生に対し、

本学が優れた学生の獲得を巡って競合する世界水準の大

学と同程度の生活水準において、研究活動等に専念できる

ような環境を提供します。 

 

1113 学生が巻き込まれた事故の発生や対応、結果等を引

き続き記録します。 

 

 

 

1114 引き続き、外部の奨学金等の情報を収集し、学生に

対し情報を提供するよう努めます。 

 

 

 

 

1115 新たに任命されたキャリア・ディベロップメント・

コーディネーターをサポートし、学生の卒業後のキャリア

形成を支援するための方策を実施します。これらの支援に

は、他大学等でのティーチング・アシスタントの機会の付

与、国内外の大学・研究機関のリーダー層とのネットワー

クの構築の促進、ポスドク等のポジションの就職情報の積

極的な提供等が含まれる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

の機会を設けました。また、県内の他大学との交流会や文

化セミナーを実施しました。8 月には 1 学年を対象に 4 都

市 5 大学を訪問するスタディ・ツアーを実施し、各大学の

学生や教授陣と大いに親睦を深めました。 

 

1112 学生が学業に専念できるよう、学生サポートセクシ

ョンにて、年末調整、還付申告、滞在ビザの更新、出生届

等の申請手続きを学生に代わり適時行っています。また、

奨学金申請にかかる書類作成や翻訳作業も行いました。 

 

1113 緊急時に少しでも迅速な対応ができるよう、OIST

キャンパスセキュリティ窓口および保健センターと緊密

に連携を取っています。報告は学生データベースに記録さ

れ、研究科長に通達されます。 

 

1114 学生が申請可能な奨学金や、フェローシップの情報

を引き続き収集し周知することで、学生による応募を奨励

しました。また奨学金申請を手引きするセミナーを開催

し、必要に応じて申請手続きをサポートました。5 名の学

生が JSPS フェローシップを獲得しています（DC1&DC2）。 

 

1115 サイエンス・チャレンジや August Workshop（ワーク

ショップ）、Skill Pills 等短期集中コースにおいて、TA(テ

ィーチング・アシスタント)としての教育指導の機会を提

供しており、学生は積極的に参加しています。教育活動に

従事した時間はオンラインの申請書で記録でき、授業同

様、学業従事時間として認識されます。現在は、TA 協定

を琉球大学と調整中です。 

 

新規採用した専任のキャリア・ディベロップメント・コー

ディネーターが、全学生向けに研究業績・履歴書作成のワ

ークショックをすでに 3 回開催したほか、個別の就職相談

を実施しています。学生向けのキャリア・ニュースレター

を毎月発行し、求人情報等を周知しています。その他直近

の採用情報については、メールや本学学生専用の Facebook

ページで送信しています。 
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1.1 

博士課程 

取組 (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1116 引き続きリソース・センターは以下の取組により学

生とその家族に対し直接的な支援を向上させます。 

(1) 新入職員やその家族への歓迎メールの送付 

(2) 宣伝用資料（パンフレット、ビデオ等）の作成・

配布 

(3) ウェブサイトの充実（日常生活を送る上での問題

や事務手続に関するより多くの情報を含めるこ

と）  

 

1117 バイリンガルな医師、看護師、事務職員が一名ずつ

常勤するクリニックを開設し、キャンパスにおいて学生の

健康全般のニーズを網羅します。がんじゅうサービスも活

動を広げ、主にメンタルヘルス・サポートを行います。加

えて、ストレス管理等に関する様々なセミナーを企画・開

催します。 

 

1116 学生課からの依頼に基づき、リソース・センターは

新入学生やリサーチ・インターン及びその家族に対してオ

リエンテーションを提供しました。学生に特化したサポー

ト、イベント、パンフレット、情報などを紹介しました。

また、日常生活に関連した情報や事務手続きに関してより

多くの情報を提供できるよう、ウェブサイトを充実させま

した。 

 

 

1117 家庭医療を含めた幅広い医療分野での経験を持つ

バイリンガル一般開業医の原医師が 2015 年 5 月から OIST

での勤務を開始しました。保健センターのマネージャーら

との緊密な連携によりクリニックを開設しました。同クリ

ニックは 2015 年 9 月より本格的にサービスを提供してい

ます。OIST コミュニティ全体を対象にサービスを提供し

ており、順調に運営されています。キャンパス内で医療ケ

アを提供することでスタッフの業務時間のロスが減り、保

健センターのスタッフが外部医療機関に OIST 職員及びそ

の家族を付添う必要性が大幅に減りました。 

がんじゅうサービスチームによる心理的健康を支援する

サービス拡大計画の一環として、チームメンバーは無料オ

ンライン研修イベントの情報発信を行い、以下のテーマに

ついて学習することを目的としたディスカッション・グル

ープを推進しました：女性の指導力、前向きな変化へのひ

らめき、カルチュアルインテリジェンス、幸せと自己実現。

これに加え、同メンバーらは研究担当ディーン及び男女共

同参画ディビジョンと共同で学生を対象としたチームワ

ークに関するディスカッション・グループの推進を行いま

した。また、信頼できる仲介者による「互いに尊重しあう

職場の実現」に関する参加型セミナーも開催されました。

ランチタイムには健康ウォーキングが推奨されています。

新入職員を対象としたオリエンテーションについても、新

入職員をウェルフェア・サービスオフィスへと案内すると

いった新しい内容に変更されました。新入職員からはこう

したサービスの紹介が非常に良かったとの反響があり、そ
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1.1 

博士課程 

取組 (1) 

 

の後の更なるサービス利用につながっているとがんじゅ

うチームは認識しています。 

がんじゅうチームは学生が自身の健康およびクラスメー

トの健康に心を配るよう支援しています。昨年から在学生

による新入生を対象とした仲間支援プログラムも開催し

ています。当プログラムは好評を博しており、今後は評価

を行った上で 2016 年度入学予定の学生に向けて、在学生

を新入生に割り当てる方法を採用したプログラムが拡大

される見込みです。このようなプログラムを提供すること

で、入学予定の学生から早期に連絡・質問を受けることが

できます。がんじゅうチームはいくつかの学生主導プロジ

ェクトの支援もおこなっています。ボランティアベースに

よる、学生による学生のための支援を始め、博士課程のプ

ロフェッショナル・デベロップメント・プログラムの一環

として企画された健康管理に関するプロジェクトなど複

数のプロジェクトが展開されています。 

1.1 

博士課程 

目標 (2) 

引き続き、科学技術分野における世界最優秀の学生を選抜

し、本学の博士課程に受け入れます。学生の少なくとも半

数は外国人とします。 

   

A 

1.1 

博士課程 

取組 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1118 これまでの学生募集・選抜の状況について適切な検

証を行い、その結果を最近の取組に反映させ、計画的かつ

効果的な募集・選抜を実施します。 

 

 

1119 平成 28 年 9 月に本学の博士課程（科学技術専攻、

科学技術研究科）に入学を予定する次期学生として、科学

技術分野における世界最優秀の学生の獲得を目指し、以下

のとおり、国際的な募集・獲得活動を引き続き展開します。  

-  入学定員： 約 20 名 

-  募集期間： 平成 27 年 6 月－8 月、平成 28 年 1 月

―3 月 

-  主な募集活動：   

 

 

 1120 募集ツールとして、引き続き、研究科のウェブ

サイトを整備します。更に、正確で分かりやすい学生

・成績優秀な学生の博

士課程への応募者数

（日本人及び外国人）  

 

・合格者数（日本人及

び外国人）  

 

・入学者の水準（出身

大学等） 

1118 平成 27 年 9 月に、合計 24 名の学生が入学しまし

た（内日本人学生 2 名、外国人学生 22 名）。 

 

添付資料 #1.1-1 学生に関する情報 

 

1119 国際的な募集・獲得活動を展開し、平成 28 年 9 月

に本学の博士課程（科学技術専攻、科学技術研究科）の 5

期生となる、科学技術分野における世界最優秀の学生を獲

得しました。 

 

1119 国内外の優秀な学生のフォーラム関係者らとの連絡

を密にし、その一つの団体「STeLA」の平成 28 年度のア

ニュアルフォーラムを OIST に誘致しました。開催は平成

28 年 8 月 20〜30 日。 

 

 1120 大学院の紹介を目的とした新サイトを立ち上

げました。また、学生募集のパンフレットの英語版を
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1.1 

博士課程 

取組 (2) 

募集パンフレットを発行します。 

 

 1121 国内の主要都市で OIST カフェを開催し、本学

の募集情報や英語講習を提供します。 

 

 1122 日本の学部生を対象とした英語でのサイエン

ス・コンテストを開催し、勝者には本学による最先端

の研究を体験してもらうワークショップへの参加を

授与します。 

 

 

 

 

 

 1123 ターゲットとなる国に本学の教員を派遣し、本

学に関するセミナーを開催します。 

 

 

 1124 物理や神経科学などの分野からの募集のため

に、ターゲットを絞ったパンフレットを発行します。 

 

 

 

 

 

※本学の教育環境の特色を学生に紹介する取組において、

引き続き特に日本人学生に留意して募集活動を行います。

いくつかの国内大学における説明会や、平成 26 年度に実

施した OIST 体験ワークショップのようなイベントを開

催するなど、ターゲットを絞った取組を通し、日本人学生

の参加の機会を増やすよう努めます。 

改訂しました。日本語版は追って発行します。 

 

 1121 東京や広島を含む都市で OIST カフェやミニ

OIST カフェを開催しました。 

 

 1122 平成 27 年 11 月から 28 年 1 月にかけて、日本

人学部生を対象に、「大学院で何がしたいか？」とい

うテーマで英語コンテストを実施しました。入賞者

は、本学で開催した「サイエンス・チャレンジ」ワー

クショップに参加し、最終発表に向けた英語研修を受

けたり、様々なラボ体験をしたり、本学の教員・研究

者による講義に参加したり、博士課程学生と交流した

りしました。 

 

 1123 海外出張時に、本学の教員は、本学のパンフレ

ット、ポスター、プレゼンテーション等の資料を持参

し、これまで同様大学紹介に努めています。 

 

 1124 物理、神経科学、分子細胞生物学、生態・進化

学、化学等の各分野に特化したフライヤーを日英両言

語で作成しました。教職員の出張時に、このフライヤ

ーを用いて本学のリサーチ・インターンや博士課程等

を紹介したほか、各分野において名高い大学に送付

し、学生獲得の広報活動に努めました。 

 

※日本人学生を対象とした前述のサイエンス・チャレンジ

や Collaborative International Undergraduate Workshop（理研

和光地区・OIST で実施）等のイベントにおいて、本学の

教員が講義やラボ・アクティビティー等を積極的に実施し

ました。 

1.2  

研究活動に関
する事項 

目標 

引き続き、世界最高水準の学際的な研究を推進します。基

礎研究を通じて、新たな知見を追求することに尽力しま

す。また、様々な国や地域から集まった学生に対し教育訓

練を実施します。相互の連携を促す環境の整備、最先端の

   

 

A 
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設備・機器の提供、並びに定期的に実施される厳格な研究

評価制度等により、優秀な教員や学生、研究員を奨励し、

高いモチベーションを維持するよう支援します。  

社会のニーズに応え、それに相応しい取組を展開するよう
努めます。基礎研究から生まれる発見こそが最も大きな貢
献に繋がると確信しています。政府による「経済財政運営
と改革の基本方針」に基づき、知的・産業クラスター形成
の推進に関連した研究等を通じて、ニーズに見合った科学
技術の応用を推進していきます。 

1.2  

研究活動に関
する事項 

取組 

（学際的研究の促進）  

1201 学際的研究の成否は、教員が率いる研究ユニットの

研究力に左右されます。強固なユニットを確立するため、

引き続き優秀な人材を教員として採用していきます。リサ

ーチ・サポート・ディビジョンの積極的な拡充を図り、共

用・共通機器及びサービス支援を本学の研究員や学生に提

供していきます。 

 

 

 

 

 

1202 研究棟のデザインや博士課程新期生による専門外

のラボ・ローテーション、社会活動は全て、分野をまたぐ

共同プロジェクトの促進につながります。  

 （学際的研究の促進）  

1201 分野を絞らない方法で教員募集を行い、非常に質の

高い候補者（#131 の回答を参照のこと）が集まり、選考が

行われています。そのため現在 OIST が誇る教員の質を維

持できると考えています。面接を行った候補者の中から、

研究ユニットを率いる若くて優秀な教員を 5-10 名ほど採

用できると考えています。 

研究上の必要性に応じた新たな共通機器がリサーチ・サポ

ート・ディビジョンの管理下に導入され、またそれを管理

する技術員の採用も進行中で、研究支援体制の整備が促進

されました。  

 

1202 引き続き、分野をまたぐ共同プロジェクトの促進につ

ながる研究環境が提供されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（知的・産業クラスター形成の推進に関連した研究） 

1203  知的・産業クラスター形成の推進に関連した研究

は本学の様々なグループ（プロボースト・オフィス、教

員担当学監オフィス、沖縄の自立的発展担当首席副学長

オフィス）が関わります。特に、沖縄の自立的発展担当

首席副学長は学外のパートナーとの交流を図り、相互間

の円滑なコミュニケーションを促進し、このような連携

活動から生じる経済発展を後押しします。事業開発セク

ション及び技術移転セクションは沖縄の自立的発展担

当首席副学長の下で活動を進めます。知的・産業クラス

ター形成の推進に関連した研究プロジェクトの概要は

以下の通りです。 

 （知的・産業クラスター形成の推進に関連した研究） 

1203  R&D クラスター研究プログラムは、OIST が専門

家を育成し、沖縄に位置することで明確な利点が生まれる

科学分野に関連した学際的研究チーム形成の種を蒔き続

けています。 

7つの研究ユニットの 9プロジェクトとして始まったR&D

クラスター研究プログラムは、新たな概念、計測手段、手

法、テクノロジー、データの作成または分析手法を生み出

すことを目的とする非常に革新的な研究へとその焦点を

移すように発展してきました。 

こういった極めて集中的なプロジェクトには、産業界から

政府、そして地元のコミュニティグループに至るまで、
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1.2  

研究活動に関
する事項 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1204 - 海洋科学 

沖縄は日本で最も生物多様性の豊かな地域です。アジアの

サンゴ生息地域の最北端であり、沖縄近海には深海熱水噴

出孔が多く存在します。このような環境は本学の発展にと

って間違いなく最適だと言えます。恩納村瀬良垣漁港内に

臨海実験施設を整備・開設します。また、第 3 研究棟に

海洋科学研究センターを開設し、沖縄での研究を希望する

学外の共同研究者らが利用できるよう整備を進めます。 

外部利用者は、施設利用及び研究サポートに対する費用を

支払います。 

 

海洋研究プログラムでは、地元の漁協組合や環境団体と協

力し、海洋食物や生物資源の持続可能性を保持し、環境や

生物多様性の保護に配慮した取組を進めます。 

本プログラムでは、引き続き、平成 25 年に策定された政

府の「海洋基本計画」に基づきながら、ウッズホール海洋

研究所やウッズホール海洋生物学研究所、琉球大学、海上

保安庁、美ら海水族館等との協働を通して、沿岸及び海底

の海洋循環、海洋流体力学、海洋生物ゲノミクス、サンゴ

保全等の分野の先端的な研究活動を推進します。  

このように、学術指向研究の推進と、海洋関連産業、製薬

業、バイオ産業等への貢献が期待できる技術移転を引き続

き行っていきます。 

 

 

 

OISTの外部のパートナーとの深い交流が行われています。 

概念実証(POC)プログラムなどのような関連テクノロジー

開発プログラムとのより優れた統合を行うため、平成 27

年度の終わりにはプログラムの調整機能を沖縄の自立的

発展オフィスへと移す準備が完了しました。 

そのメカニズムは、合否判定、選定、および評価手順をプ

ログラムの管理および運営へと統合し、現在と将来のプロ

ジェクトが研究の開発、社会への応用を目指したものとな

るよう策定されました。 

 

1204  - 海洋科学 

<御手洗ユニット> 

沖縄海洋科学センターでは、平成 27 年度 R&D クラスター

研究プログラムの一部として、いくつかのパイロットプロ

ジェクトが進行中です。あるプロジェクトに、Stephen 

Monismith 教授 (スタンフォード) とともに行われている、

台風に応じた沖縄のサンゴ礁の潮の流れを理解するとい

うものがあります。また別のプロジェクトには、Scott 

Gallager 博士 (ウッズホール海洋研究所) と行われるプラ

ンクトン撮影機器の改良を行うというものもあります。

Diah Permata 教授(インドネシア) と Thamasak Yeemin 氏 

(タイ) はサンゴ礁の種類のサンプル交換、分析を検討して

おり、共同研究の合意が準備中です。 

沖縄にあるサンゴ礁のエコシステムの継続的なリアルタ

イムモニタリングを行うため、2 本のケーブルで繋げられ

た海洋観測システムが導入されました。物理的、生物学的、

および化学的な値がモニタリングされ、プランクトンのモ

ニタリングのために設計された水中カメラが一時的な変

化をとらえるために導入されています。水中センサーの正

確性を計測し、研究室内でサンプルを処理するため、水質

サンプルが毎月数回にわたり採取および保存されます(質

量分析法および電子顕微鏡法)。 

平成 27年に 5mの深さのより浅い地点に 2つ目のメインノ

ードが設置されました。この地点は最初の地点よりもさら

に保護されており、より豊富なサンゴ礁が存在していま

す。2 つ目のノードは水中ロボットに特化した日本企業と
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1205 - エネルギー 

エネルギー自給の確立は沖縄や日本のような島嶼地域に

とって最重要事項です。 

知的・産業クラスター形成に関連した基礎研究を通じて、

本学では、風力や太陽光より安定性を期待できる波や潮の

流れを利用した海流発電技術の開発を行っています。ま

た、より効率的な次世代型太陽エネルギー技術の開発や、

本学の教職員が居住する宿舎を利用して実験を進めてい

る小規模コミュニティ向けのマイクログリッドを用いた

知的電力システムの開発も行っています。同システムによ

り、各住宅のニーズや供給状況に合った分散電力管理が行

えます。 

 

ともに開発されました。プランクトンカメラが新しく 2 台

追加され、 ~1 μm から 100 分の 1μm までの幅広いサイズ

の海洋生物を捉えることが出来ます。 

システムが安定すれば外部のユーザーも利用可能となり、

すでに潜在ユーザーとの話し合いも進行中です。共同研究

者は自分たちでセンサーを持ってくることが許可され、

OIST がそれらを接続し、メンテナンスを行う予定です。

データストレージも利用可能となるため、OIST は海洋観

察機器のテストサイトとして非常に優れた場所となるで

しょう。 

 

＜佐藤ユニット＞ 

沖縄島嶼におけるサンゴ礁の成り立ちと保全を理解する

ために、コユビミドリイシの集団遺伝学的解析を 1 塩基多

形レベルで行った結果、現在本島で回復しつつサンゴは本

島固有のもので、これまで多くの研究者が予測してきた慶

良間諸島からの流入によるものではないことが明らかに

なりました。また本年度から、県水技研センターおよび恩

納村漁協の協力を得て、褐藻であるモズク、緑藻であるウ

ミブドウのゲノム解読を開始しました。平成 28 年にはそ

のゲノムも概要が明らかにされ、特異的生産物の生合成に

関わる遺伝子群が明らかになると思われます。 

 

1205 - エネルギー 

＜チー・ユニット＞ 

次世代の太陽エネルギー技術開発の低コスト・量産化の進

歩： 

スロットダイコーティング（低コスト及び量産化の製造互

換性のあるコーティング法式）を使用し、1 cm2 の電極有

効面積で平均電力変換効率 4％を持ったフレキシブル太陽

電池（ペットフィルム）を製造することに成功しました。

超音波スプレーコーティング（スケールアップに適した他

の低コスト製造方法）を用いて、1 cm2 の電極有効面積で

平均電力変換効率 10％を持った硬質太陽電池（ガラス基

板）を製造しました。1 cm2 の電極有効面積以下では平均

電力変換効率 13％を得ることに成功しました。これらの性
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能は、実験室ベースで一般的に使用される非スケーラブル

法式（例えば、スピンコーティング）を用いて外気条件下

で製造された太陽電池のそれに匹敵します。 

 

＜新竹ユニット＞ 

平成 27 年度はまず沖縄県宜名真漁港沖にて潮流の観測を

行いました。潮流（流速・流向）の深さ方向プロファイル、

海水温中層浮体の深度などを 1 年を通して測定し、海流発

電機の係留を検討する際に重要となるデータを収集する

ことができました。また、タービン直径 5m 出力 10 kW の

海流発電機のナセル部分の基本設計を行い、主要なパラメ

ータを決定することができました。 

波力発電では、恩納村真栄田の海岸で、直径 70 cm の試験

プロペラを砕破帯に持ち込み、波の水流から 100 Watt の電

力を得ることに成功し、有効な基礎データを得ました。 

 

＜北野ユニット＞ 

MicroGrid システムと交換式バッテリー(MIGEX)のための

ハードウェアが PUES 社との共同研究にて開発、導入され

ました。そして OIST キャンパス内のサービスビルディン

グおよび新しく完成した『サステナブル・リビングハウス』

に設置されました（下記参照）。これらはさらに大きなシ

ステムの一部としてオープンエネルギー・システム(OES：

沖縄県庁より資金提供)に接続されており、2017 年にはハ

ワイ大学にも導入予定です。 

 交換式バッテリーパック 

 交換式バッテリー充電ステーション 

 交換式バッテリー使用タイプの電気自動車 

 

設置された再生可能エネルギーのハードウェア（太陽光パ

ネル、バッテリー、DC グリッドなど）がどのように動作

するかをシュミレーションするコア OES エミュレータ

ー・ソフトウェアがさらに改良されました。 

このシュミレーション・ソフトウェアを使うことにより、

DC グリッドの最適構成を導き出すことができます。OIST

およびハワイ大学に建設予定の将来システムにも採用さ
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1206 - 環境及びバイオ 

世界的な課題である生物多様性保全には、広範囲での継続

的で緻密なサンプル収集と迅速な解析を進める技術開発

が不可欠です。知的・産業クラスター形成に関連した基礎

研究では、沖縄の生物多様性の評価・モニタリングを行い

ます。また、動植物のサンプリングや、より優れたゲノム

解析手法の開発も同事業に含まれます。これに加え、試料

や画像をより効果的に数値化する X 線 CT などの画像

の自動認識技術やソフトウェアの開発も進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れる予定です。 

サステナブル・リビングハウス（ミサワホーム総合研究所

との共同研究より出資）が共同設計され OIST の R&D ゾ

ーンに建設されました。R&D 予算より、2 機の風力タービ

ンおよび交換式バッテリー充電ステーションが導入され

これらの住宅に接続されました。 

OIST キャンパス内の実環境からは、本システムの将来の

発展に重要なツールとなるエネルギー、自動車、気象デー

タを継続して収集します。 

沖縄の地元企業であるトマス技術研究所とごみ焼却発電

施設の開発について合意しました。 

 

1206  - 環境及びバイオ 

＜エコノモ・ユニット及びミケェエヴ・ユニット＞ 

平成 27 年度は沖縄環境観測ネットワーク（OKEON）を実

施し、沖縄の地元の人々と協力しながら、沖縄の環境変化

を観測、モニタリング、把握する環境観測ネットワークを

構築しました。 

 沖縄本島内に生物及び環境評価に関連するデー

タを採取する 24 の調査地点を設置しました。調

査地点を設置するにあたり、琉球大学、沖縄県

立博物館、沖縄県、さらに県内の高等学校など

地元の関連する団体とのネットワークも構築し

ました。 

 サンプルやデータの解析を行うラボが第 3 研究

棟のレベル A に整備されました。そこで調査地

点や博物館から採取され、分解されたサンプル

の分析技術も発展させています。 

 アリのゲノム解析を引き続き行っており、調査

地点で採取された他の生物に関しても同様にゲ

ノム解析を行っています。さらに、地理情報シ

ステム（GIS）データを収集し、過去 40 年間の

土地の利用や変化について分析を行っていま

す。 

 2015 年度末時点において、R&D クラスター関連

研究から、より地域社会性を織り込んだ内容と
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1207- 先端医療 

加速器やイメージング技術を含む粒子線治療技術に対す

る国家医療プロジェクトへの貢献を果たします。機器の有

効性・効率性の改善が重要な取組となります。 

本学の加速器やイメージング技術の専門家と、琉球大学や

放射線医学総合研究所、筑波大学、高エネルギー加速器研

究機構（KEK）、スタンフォード大学との共同研究の確立

を目指しています。  

範囲の研究に移行する計画が策定されました。 

 

1207 - 先端医療 

＜菅原ユニット＞ 

最先端医療機器開発におけるパフォーマンスリポート 

平成 27 年度、高エネルギー加速器研究機構、日本原子力

研究所および企業による協同により、OIST-BNCT の設計

はほぼ完成しました。中性子源のターゲットとしてベリリ

ウムではなくリチウムを起用することを確定、熟考中で

す。イメージング分野では、OIST ガントリーの設計がほ

ぼ完成し、コリメータを用いた硬 X 線検出器用エレクトロ

ニクスの研究開発を開始しました。 

ドラッグデリバリー研究も、シェン・ユニット、東京大学・

片岡研究所、UCLA・玉野井研究室と共に開始しました。

がん幹細胞研究（CSC）についても山本ユニットおよび慶

応大学・佐谷先生のグループと開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研究活動の支援） 

1208 リサーチ・サポート・ディビジョン（RSD）の再編

を行い、同ディビジョンの下に置かれた 9 つのセクショ

ンに 1 人、もしくは 2 人以上の教員を置き、各セクショ

ン・リーダーと協力して助言や指導を行っていきます。新

体制下では、コモンリソース諮問委員会が解散し、RSD の

セクション・リーダーらで構成される新グループがこれま

での諮問委員会の機能を果たします。  

副プロボーストのポジションの代わりに、研究担当ディー

ンを置き、同ディーンが RSD を統括します。研究担当デ

ィーンのポジションを加えることにより、本学のアカデミ

ック活動の重要な 3 つの領域を 3 名のディーン（研究科

長、教員担当学監、研究担当ディーン）が統括することに

なります。  

本学の発展に伴い、各セクションにおける優秀な専門スタ

ッフの採用活動を引き続き進めます。  

RSD の再編により新たにエンジニアリング・テクノロジ

ー・ナノファブリケーション・セクションが設置されます。

エンジニアリング機能は、平成 27 年度に開設予定の技術

支援棟に設置され、本学の研究・教育を支える技術開発・

 （研究活動の支援） 

1208 研究担当ディーンが着任し、リサーチ・サポート・

ディビジョン（RSD）の再編とともに、3 名のディーン（研

究担当ディーン、教員担当学監、研究科長）の分掌と協力

体制の整備と充実化に着手しました。 

新たにエレクトロニック・エンジニアリング・サポートセ

クションが設置されました。 

 

高度な研究技術支援を行うために支援棟に設備する加工

機の選定(NC 旋盤、5 軸マシンイングセンター、ワイヤー

放電加工機、3 次元測定器)、配置を決定しました。また、

最先端の流体実験、材料実験及び低温物理実験装置の設

計・製作を行いました。 
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高度化をもたらします。 

 

1209 コモンリソースの効果的な管理及び使用に向けて、

引き続き研究機器に関するデータベース及び予約システ

ムの確立・開発・改善を進めていきます。 

 

 

 

1210 平成 26 年に設置した沖縄海洋観測システムから

南の海域に 2 つ目の観測システムを設置します。当シス

テムを使用する研究者を対象としたトレーニングを実施

します。また、学内外の研究者のために、優先的で公平な

管理及びスケジューリングを行います。これらの機器を世

界中の科学者が運用できるよう整備を進めます。 

 

1211 内部の優先利用を確保しつつ、他大学や民間企業等

による本学の研究施設の利用を促進します。 

 

 

1212 HPC 用クラスター及び DNA シーケンサーを活用

し、知的・産業クラスター形成に向けた関連研究やその他

の研究をサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1213 不正防止計画委員会をプロボースト・オフィスの下

で発足します。本委員会は、適切な研究計画や行動、及び

 

 

1209 研究機器データベースへの機器情報の登録とより

詳細な情報の入力を精力的に進め、主要な共通機器の網羅

と内容の充実化がなされました。機器データベースと予約

システムに対し、毎日、約 50-60 件のアクセスがあり、よ

く利用されています。 

 

1210 平成 27 年 8 月に沖縄海洋観測システム 2 号機を設

置しました。設置場所は、美ら海水族館の南方およそ 2km、

水深 5m の海域です。新たに海洋観測センサーを追加しま

した。システムの安定動作が確認され次第、外部利用者へ

の開放を行う予定で、候補となる外部研究者との相談を開

始しています。 

 

1211 沖縄プロテイントモグラフィー（OIST 初のベンチ

ャー）が、「研究施設外部利用契約」に基づき、300kV ク

ライオ透過顕微鏡を月平均で 4.8日、計 57日利用しました。 

 

1212 新たに 1 台の超多並列 DNA シーケンサーが導入され

ました。既存の機器に比べ、約 1/3 の時間で約 1.5 倍量の

データの算出が可能になりました。シーケンス関連の研究

がより加速することが期待されます。 

 

平成 26 年度末に拡張・アップグレードしたハイパフォー

マンスコンピューター(HPC)のリソースを 1 年間運用した

結果、Tombo（旧システム）の運用障壁を乗り越え、シス

テムパフォーマンスは期待を遥かに超えました。新 Sango

ストレージシシステムは Tombo より速度が優れ、これらに

より複雑な作業負荷の処理時間が以前より向上されまし

た。また、平成 27 年度に巨大メモリ-の処理が必要なタス

クの管理システムをアップグレードし、長期で保管するた

めの研究データ用の容量も増加させました。 

 

1213 研究担当ディーンが不正防止計画委員会に関する

議論を主導して実施し、委員長は研究担当ディーンとする
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研究資金の適正な使用についての理解を促進する幅広い

活動を総括します。 

こと並びに関連ディーン、教員代表者、関連セクション・

リーダー及びその他研究担当ディーンが必要と認める者

によって同委員会を構成することが決定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研究内容・成果の発信・公表） 

1214 引き続き、厳格な研究評価の実施等を通じて、最も

質の高い研究を掲載する国際的な学術誌への論文投稿や

国際学会への参加を奨励します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1215 引き続き、研究内容や研究成果について、ウェブサ

イトにおける発表、記者公表、記者会見、OIST 便り（電

子メールニュースレター）、パンフレット、テレビ番組や 

OIST ソーシャル・メディア等を活用して、国内外への分

かりやすい情報発信に努めます。 

- 平成 26 年度から作業を進めている本学ウェブサイ

トのレスポンシブ・デザインへの移行を完了させ、

モバイル端末ユーザーに向けた利便性を向上させま

す。本学のウェブサイトを最大限活用するとともに、

引き続きコンテンツの大部分を日英両言語で提供す

るよう努めます。  

- 県内外のプレスによる視察の機会や説明会等を設け

るなど積極的なメディア戦略を実施します。  

- 本学の研究内容や研究成果を、地域・国内・海外メ

ディアに対して Alpha Galileo や Eureka!  Alert 等

の電子情報センターや国内の記者クラブを介して発

信します。  

- メディアにおける本学の存在感を高めるため、ジャ

ーナリストや他大学のプレス担当者とグローバルな

ネットワークを築き維持します。  

- サイエンス・ライターのスキルを効果的に高めるた

め、他大学と共同でプロフェッショナル・コースを

・研究者の数（教員、

ポスドク、技術者及び

学生） 

 

・研究成果の発表論文

数 

 

・研究成果についての

記者公表及び記者会見

数 

 

（研究内容・成果の発信・公表） 

1214  OIST の研究ユニットは、国際的な影響力を持つ論

文審査のある専門誌に論文を発表し続けており、OIST と

いう名前は広く知られるようになりました。平成 27 年度、

OIST は 285 個の論文を発表しました。その多くはすでに

複数回引用されています（OIST が発表した論文の 10%以

上が、掲載後わずか数ヵ月で、5 回以上引用されました。

中には 20 回以上引用された論文もあります）。 
 

添付資料 #1.2-1 平成 27 年度 OIST 論文・発表数 

 

1215 平成 27 年度は、OIST 研究成果に関する国内外への

情報発信の一環として、日英両言語で 41 のウェブ記事を

本学ウェブサイトに掲載、10 件のプレスリリースを発表、

そして 7つの記者会見および記者懇談会を東京と沖縄にお

いて開催するとともに、計 15 回にわたって在京の新聞社・

雑誌社・テレビ局を訪問して OIST の研究内容や研究成果

について報道機関にアピールしたり、地元記者を対象とし

た月例会議を開催しました。一方で、国内外および地元報

道機関による OIST 訪問を多数受け入れたほか、毎月の電

子版ニュースレターおよびパンフレットを日英両言語で

発行しました。これらの活動は OIST のソーシャル・メデ

ィアを活用して国内外への情報発信に努めました。 

- OIST ウェブサイトのレスポンシブ・デザインへの移行

を完了させたことで、モバイル端末ユーザーに向けた利便

性を向上させるとともに、引き続きコンテンツの大部分を

日英両言語で提供することに成功しました。 

- 3 つの記者会見（東京 1 回、県内 2 回）および 4 つの記者

懇談会（東京 3 回、県内 1 回）を開催しました。記者会見

では報道解禁つきで最新の研究成果を研究者自らが発表

したほか、記者懇談会ではある特定の研究テーマに沿って

研究ユニットを主宰する教授が詳細に説明することで、記

者との関係構築をはかるとともに、将来記者がその分野に
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1.2  

研究活動に関
する事項 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に提供します。  

- 基本パンフレットのデザインの見直しを行い、配布

先を選び適切なタイミングで配布します。  

- 拡大しているソーシャル・メディアをコミュニケー

ションの場として活用します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1216 他機関との会議をより多く持てるように、職員、教
員、及び学生に対して充実した技術支援を提供します。  

ついて報道する際に OIST の研究を取り上げて貰えるよう

な「種まき」をしました。 

-  本学の研究内容や研究成果を、Alpha Galileo や 

Eureka!Alert といったニュース配信サイトに掲載すると

ともに、国内の記者クラブを通じて配信し、その結果、海

外メディアによる 800 以上の報道数、国内および地元メデ

ィア（新聞・テレビ）による 120 以上の報道数につながり

ました。 

-  メディア向けのタイムリーな情報発信や、メディア・

セクション・リーダーの科学技術広報研究会（JACST）に

おける国際広報担当副会長の責務を通して、国内のジャー

ナリストや機関広報担当者との関係強化に成功し、OIST

の存在感強化につながりました。 

-  本学で平成 27年 8月に開催した国際科学広報に関する

2 日間のサマーコースには全国から広報担当者が集まり、

実践形式の勉強会を行ったほか、12 月にはメディア・セク

ション・リーダーが理研（和光キャンパス）と共同でソー

シャル・メディアを活用した国際広報に関するシンポジウ

ムを開催しました。また、平成 28 年にはメディア・セク

ション・リーダーが JACST メンバーを先導して全米科学

技術振興協会（AAAS）の年次会合で合同ブース展示を企

画・運営し、国内外の科学界における OIST の認知度向上

に寄与しました。 

- OIST パンフレットのデザインを刷新するとともに、パン

フレットと教員小冊子の内容を更新しました。 

- 地域連携セクションおよび研究科オフィスとの連携のも

と、OIST ソーシャル・メディアを活用して学内の研究内

容や研究成果、教育活動にかかわるイベントなどコンテン

ツを充実させ、国内外に向けて情報発信しました。 

 

1216  OIST ファカルティ、職員、学生が会議施設の AV

システムを円滑に使用できるようサポートを提供しまし

た。具体的には各種トレーニング資料やドキュメントを内

部向け web サイトに掲載し、それぞれの会議施設に簡単

に読むことができるヒント集を設置しました。トンネルギ

ャラリーやキャンパス各所に設置されたデジタルサイネ



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
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1.2  

研究活動に関
する事項 

取組 

ージのシステムを中央でコントロールできるように一元

化し、コンテンツ管理を省力化しました。また IT 部門と

の協力により、統一化されたテレビ会議システムを導入

し、学内 44 カ所に設置された専用テレビ会議システムを

パソコンやスマートフォンと統合的に運用できるように

するとともに、会議予約システムと連動した講習会を 4 回

にわたって職員・学生向けに実施しました。 

 （研究評価の実施） 

1217 引き続き、研究評価については、世界の著名な科学

者等からなる外部の評価委員会が、世界的に最も高いレベ

ルの基準に基づく評価を行います。研究の成果、独自性、

今後の可能性やその他の要素について、公平性と透明性の

確保を重視した基準により、厳格な評価を実施し、教員の

昇進や任用継続の判断等に活用します。（平成 27 年度に

評価を予定する研究ユニット数： 8 ユニット） 

 

 

 

 

1218 引き続き、評価結果については、研究事業に投じら

れた公費について国民に対する説明責任を果たす観点か

ら、その概要をできるだけ速やかに公表します。 

・研究に関する受賞数 

 

・研究評価を実施した

研究ユニット数 

 

（研究評価の実施） 

1217 各研究分野の国際的な専門家で構成される外部の

評価委員会により、5 つの研究ユニットの研究評価が行わ

れました。全ての研究ユニットに対して、研究資金の継続

が強く推奨されました。そのうち 1 ユニットは、「最優秀

（世界中の同僚の中で上位 5％）」、残りの 4 ユニットは「優

秀（世界中の同僚の中で上位 10％）」と判断されました。2

ユニットのプログラムの一部は、優位性が高くないと判断

されました。6 名の教員のテニュア付与評価が行われ、3

名のテニュア付与と、1 名の准教授への昇進が決定し、理

事会で承認されました。 

 

1218 研究ユニット評価とテニュア付与評価の結果につ

いては、公表する準備ができました。 

添付資料 #1.2-2 平成 27 年度研究に関する受賞実績 

添付資料 #1.2-3 平成 27 年度アウトリーチ活動実績 

 

1.3  

教員募集 

目標 

近年の採用活動に引き続き、他のトップクラスの大学と競

合し、最も優秀な教員の獲得に成功しています。大学の拡

充に伴い、日本及び海外の科学者の採用活動を継続しま

す。 

その中には、優れた学際的な研究実績を持つ上級レベルの

研究者と、学際性の高い優秀な研究実績を蓄積しつつある

若手研究員の両方が含まれます。日本人と外国人の教員を 

バランスよく採用していきます。  

   

 

A 

1.3  

教員募集 

取組 

131 「枠組み文書Ⅱ」を踏まえた大学の拡充のため、研

究分野の強化・拡大に向けた教員のサーチを行います。平

成 27 年度には、ユニット数 55 に向け、特に生物学、コ

 131 昨年度の教員採用の結果、本年度 OIST が迎えた教員

は、生物学の分野で長年優れた実績を誇る楠見先生、そし

て水中イソギンチャクの遺伝子変化を専門とする海洋科
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17 

ンピューターサイエンス、海洋科学、物理学の分野におい

て、少なくとも 7 名の教員獲得（退職者の補充を含む）

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

132 第 3 研究棟や他の場所に、教員の研究活動に合うス

ペースを提供し、新規採用の教員の円滑な着任を図りま

す。これは第 3 研究棟に一定の予備スペースを保持する

こと及び他の研究棟において教員が退職した際のスペー

スを戦略的に割り当てることで達成します。 

学の分野の渡邉先生です。しかしコンピューターサイエン

スと医学物理の分野では、適切な候補者を見出すことがで

きませんでした。そこで本年度の教員採用活動では、OIST

で幅広く活躍できる教員を、分野を絞らずに公募すること

にしました。その結果、応募者 853 名という驚異的な数の

応募がありました。応募書類の審査には長い時間がかかり

ましたが、神経科学、物理学、生物学、化学、エコロジー、

コンピューターサイエンスなど様々な分野で、これまで約

40 名の候補者を面接しました。ただ Marine Science Center

（海洋科学センター）を率いる経験豊富な人材は採用でき

ておらず、この分野については、分野を絞って採用活動を

開始しました。優れた若手教員の採用は、計画通りに進ん

でおり、来年度には教員数が大幅に増加する予定です（約

60 名）。 

 

132 第 3 研究棟レベル C における海洋科学研究センター

の整備に伴うフィットアウトを平成 27 年度に進め、現在、

80%ほどのスペースが使用されています。新規の研究ユニ

ット及び既存ユニットのリロケーションのために、レベル

Aを研究室として使用するためのフィットアウト工事を平

成 27 年度中に完了しました。 

1.4  

世界的連携 

目標 

他大学や研究機関との連携協定の締結やワークショップ

の開催等を通じて、世界の科学コミュニティとの緊密なネ

ットワークの構築に向けた取組を継続します。先端的な基

礎研究及び最優秀の科学者を育成することで社会向上を

目指す研究大学院大学として国際的な知名度の向上を目

指します。 

  

 

 

 

 

A+ 

1.4  

世界的連携 

取組 

 

 

 

 

 

 

141 学生の研修、単位互換、その他の交流を目的に連携

協定を締結する等、他大学との協力関係を積極的に強化し

ます。（再掲。1.1 参照） 

 

 

 

 

 

 

・大学や研究機関等と

の連携協定の数 

 

・国際ワークショップ

及びコースの数 

 

・国際ワークショップ

及びコースの参加者数 

 

141  RA 協議会の設立に創設機関会員メンバーとして参

加しました。また第 1 回の年次大会（信州大学）に参加し、

「大学のグローバル化」に関するセッションを主催しまし

た。セッションは広島大学、APU 立命館大学との共催で行

いました。 

日本の先端バイオイメージング支援プラットフォームの

一員として、生物を研究対象とするイメージングのトレー

ニングや技術支援のための、EuroBioimaging との国際連携

に関する相談に参加しています。 
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1.4  

世界的連携 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

142 優れた学生や若手研究者等が、最先端の科学を学ぶ

とともに、相互に交流する機会を拡大するため、引き続き、

国際性に富んだ世界的にもトップレベルの国際コース又

は国際ワークショップを開催します。また、世界規模の国

際ワークショップを本学に招致し、本学の研究者や学生が

他の研究者とネットワークを構築する機会を拡大します。

新たに着任した教員の要望に応じ、平成 27 年度における

イベント数は増加する見込みです。ワークショップや会議

の数は増加しますが、広報ディビジョンにおいて、参加者

に対する旅費支援の低減、他の機関からの資金援助や、宿

泊の手続を更に効率化し、各ワークショップに係る経費を

減らすよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

143 引き続き、物理学、細胞生物学、神経科学等の分野

において、国内外のトップレベルの学部学生等を対象とし

た滞在型の研究室体験コースを開催します。 

 

・国内外の大学より受
け入れた学生数 

 

平成 28 年 3 月半ば現在の共同研究契約等 

新規の共同研究契約： 21 件 

継続や変更を行った共同研究契約： 30 件 

有体物移転契約： 74 件 

 

添付資料#1.4-1 学術交流協定一覧 

 

142 コンファレンス・ワークショップ・コミッティによる

厳格な審査を経て認められた世界トップレベルの水準を

保つ 9 件の OIST ワークショップと 8 件のミニシンポジウ

ムを開催し、計 740 名が参加しました。さらに世界的に著

名な研究機関との共催により 4件のジョイントファンデッ

ドワークショップを開催し 454 名が参加しました。 

コンピュータ科学分野における優秀なファカルティ募集

戦略の一貫として広報担当准副学長は教員担当学監およ

びフリード教授と共同で国際会議「Pacific Graphics」の

OIST での開催誘致に成功し、平成 28 年 10 月 11〜14 日に

実施予定です。 

ワークショップの運営サポート業務円滑化と省力化のた

めにワークフローの分析とベンチマークを行い、クラウド

型データベースの平成 28年度導入の準備を開始しました。 

東京の有楽町朝日ホールで 3 月 10 日に「OIST フォーラム

2016: 日本の未来をどう築く – イノベーションをもたら

す科学とは？」を開催し、400 名ほどの参加がありました。

フォーラム告知記事がネイチャー日本語版と朝日新聞東

京本社版に、また開催報告の全面記事が朝日新聞東京本社

版に掲載されました。 

 

添付資料#1.4-2 平成 27 年度 OIST 主催によるワークシ

ョップ･ミニシンポジウム 

 

143 今年度は、24 名（ハーバード大学、スタンフォード

大学、東京大学から 8 名ずつ）の学部学生を受け入れ、物

理学と神経科学の教員やチューターからのアイデアを融

合した学際的な滞在型コースを 1 週間開催しました。同時



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

19 

1.4  

世界的連携 

取組 

 

 

 

 

 

144 短期・長期の学生受入制度を継続し、引き続き、国

内外の他大学から学生を受け入れ、研究ユニットにおいて

実践的なトレーニングを提供します。 

に、実績のある従来のリサーチ・インターン・プログラム

も実施し、従来にも増して、優秀な日本人学生を獲得しま

した（144 参照）。研究室体験コースには、北海道大学から

4 名の学生を受け入れました。 

 

144 インターン： 平成 26 学年度（平成 26 年 9 月～平成

27 年 8 月）のインターン生として、平成 27 年 4 月から 34

名の学生を受け入れ、平成 27 学年度（平成 27 年 9 月～平

成 28 年 8 月）のインターン生として、これまでに 35 名の

学生を受け入れたため、平成 27 事業年度に受け入れたイ

ンターン生の合計は 69 名となります（平成 26 学年度に受

け入れたインターン生のうち、平成 27 事業年度が始まる

前までに受け入れ、年度開始後も在籍していた学生は含ま

れていません）（内日本人 14 名）。 

 

第 2 章 ガバナンス及び業務運営の透明性・効率性に関する事項 

2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

目標 (1) 

 

学園では、国内法人の伝統的な在り方とは異なり、学園法

及び学園の寄附行為に基づき、学外理事を中心として理事

会を構成しています。このような理事会は、学園及び大学

院大学の業務運営に関し、最終的な責任を負います。また、

評議員会は、地域社会の声を含め、幅広い意見を学園及び

大学院大学の業務運営に反映させます。これらの二つの合

議体が、法令及び学園の寄附行為に基づき、学園における

透明で効果的なガバナンスを確保するために重要な役割

を担います。これに対し、理事長・学長は、事業計画の実

施についてリーダーシップを発揮し、理事会及び評議員会

に対し説明責任を果たします。 

このように、理事会及び評議員会と理事長・学長との間の

関係を適切に保つことによって、特色あるガバナンスを実

現します。また、学園の監事は業務運営の適切性・効率性

が確保されるよう厳格な監査を行います。 

 

   

 

A 

2.1 

ガバナンス及
び業務運営体

（基本的な運営） 

2101 平成 27 年は法人が設立されて以来 4 年目にあた

ります。理事会、評議員会とも 3 年任期のメンバーが更

 （基本的な運営） 

2101 理事会は 5 月と 10 月に OIST にて会議を開催し（各

回とも、2 日間の本会議及び前日の運営委員会会議を実
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制 

取組 (1) 
新されました。定例の理事会を 5 月、9 月、2 月に、定

例の評議員会を 5 月及び 2 月に開催します。5 月の理事

会においては、平成 26 年度の業務の実績を報告し、評価

を行います。評価の結果は公開情報として内閣府へ報告さ

れます。 

 

 

2102 理事会及び評議員会は、その機能を十分に発揮する

ために委員会（分科会）を設置しました。分科会の活動に

ついて、十分な事務的サポートを行います（理事会の分科

会には、運営委員会、事業・財務委員会、研究・学務委員

会、監査・コンプライアンス委員会、地域連携に関する特

別委員会、将来拡充計画に関する委員会があり、評議員会

においては、大学運営分科会、予算・会計分科会、学術・

研究分科会及び沖縄の自立的発展分科会が設置されてい

ます）。なお、理事会及び評議員会の審議は、引き続き、

ウェブ・電話会議システムを活用し、効率化を図るととも

に、遠隔地の理事・評議員の積極的な参加を促します。  

 

2103 理事長・学長は、引き続き、学園及び大学院大学の

日常的な業務運営の全ての面でリーダーシップを発揮し、

事業計画を着実に実施します。 

 

 

2104 監事は、引き続き、事前に作成する監査計画に基づ

き、内部監査や会計監査とも連携しつつ、予算執行、調達・

入札、法令順守の状況を始め、業務全般について厳格な定

期監査を実施するとともに、必要に応じて、臨時の監査を

行います。監事は、引き続き、適切な形で中立性を維持し

つつ、担当副学長を通じて、他の役員や幹部職員との効果

的なコミュニケーションを図ります。監事には、その活動

に必要となる十分な情報及び人的サポートが提供されま

す。監査結果については、理事会での報告等を通じて、そ

の後の業務運営に反映します。 

施）、2 月に電話会議を開催しました。評議員会は 5 月に 2

日間の会議（内 1 日は BOG と合同）を OIST にて開催し、

2 月に電話会議を開催しました。理事会及び評議員会は、5

月の会議に先立って 2014 年度事業報告書を確認し、報告

書は理事会の承認を経て内閣府に提出され、公開されまし

た。 

 

2102 分科会は必要に応じて会議を開催しました。ウェブ

を利用した会議システムが強化され、システムに馴染みの

ないメンバーのためには事前に会議のテストセッション

も設けられました。こうしたシステムの改善は、都合によ

り現地で会議に出席することが出来ない理事及び評議員

の出席率の向上に貢献しました。 

 

 

 

 

 

 

2103 理事長・学長及び臨時理事長・学長代理は共に、学

園及び大学の日々の運営のあらゆる側面において強力な

リーダーシップを効果的に発揮しました。事業計画は運営

の指針として積極的に活用されました。 

 

2104 平成 27 年度の本学の業務運営の状況について、平

成 27 年 9 月、平成 28 年 1 月及び 3 月の 3 回の定期監査を

実施しました。毎回の定期監査の実施結果については、報

告書を作成し、学長等に説明を行うとともに、関係する各

副学長にも伝達し、業務運営の改善を促しました。 

平成 27 年度を通じての監事の監査報告は、平成 28 年 5 月

に開催される BOG 及び BOC に提出を予定しています。 

また、監事は、定期監査の活動以外に、アドミニストレイ

ティブ・コンプライアンス担当副学長との定例ミーティン

グを通じて、また、必要に応じて学長、プロボースト及び

各副学長から業務運営の状況を聴取し、本学の運営状況に

ついて把握に努めています。 
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2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

取組 (1) 

（大学院大学の拡充に向けて）  

2105 広範囲、詳細にわたる本学の将来計画である「枠組

み文書Ⅱ」は理事会によって採択されました。このような

将来ビジョンを策定したことに対して内閣府の支持を得

ることができました。  

また、平成 26 年度には基本構想（サイト・マスタープラ

ン）の委託が決定、完了しました。この新たなサイト・マ

スタープランもまた大学の将来拡充における指針となり、

理事会の将来拡充計画に関する特別委員会が引き続き先

導して行きます。  

 

2106 本学のこれまでの成果を客観的に評価するピア・レ

ビューを実施します。本学が、沖縄の持続可能な発展をも

たらすことのできる世界最高水準の教育研究機関になる

ことができるかどうかが評価基準となります。 

 （大学院大学の拡充に向けて） 

2105 「枠組み文書 II」及び「マスター・プラン」を軸と

して大学の拡充に向けた積極的な努力が続けられました。

主な取り組みとして、広範囲に渡る教員サーチと第 4 研究

棟の設計があげられます。 

 

 

 

 

 

 

2016 2015 年 7 月 27～29 日に OIST で外部評価が実施さ

れました。外部評価委員会は 3 名の元大学学長と 1 名のノ

ーベル賞受賞者を含む計 6名の世界的に著名な科学者で構

成されました。広範囲にわたる資料が専用のウェブサイト

上で事前に提供されていたため、委員会メンバーは OIST

について十分な情報を得たうえで実際の評価を行うこと

ができました。このため、OIST での滞在期間中は理事会

メンバーや教員、幹部、研究員、スタッフ、学生との詳細

な面談を通じて事前に得た情報の確認に多くの時間を費

やすことができました。評価プロセスと評価結果は 120 ペ

ージにわたる報告書に記載され、7 月 30 日に理事会議長、

副議長及び学長らが内閣府を訪問し、報告書の原稿が手交

されました。その 1 週間後に日英両言語による正式な報告

書が内閣府に提出され、一般公開されました。また、ウェ

ブサイト上で提供された全資料の印刷版も内閣府に提出

されました。 

外部評価委員会は、全ての項目において優れた成果が上げ

られていると評価しました。報告書の要旨では次のように

記されています：「外部評価委員会は、卓越性を測る全て

の主要な基準において傑出した成果が見られると評価す

る。こうした基準に照らすと、OIST は、2014-2015 年の「The 

Times Higher Education」又は「Academic Ranking of World 

Universities（世界大学学術ランキング）」で最も高い評価を

受けているトップ 25 大学と肩を並べている。・・・このよ

うな強固な基盤が構築されており、外部評価委員会は、枠
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組み文書 II（2014 年 7 月）で説明されている OIST の将来

の発展に向けた計画を支持する。」 

2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

目標 (2) 

引き続き、世界水準の国際的な大学院大学の効果的な運営

に相応しい事務組織の構築に努めます。また、予算執行及

び業務運営について国への説明責任を果たすために、内閣

府と密接なコミュニケーションを図ります。 

   

 

A 

2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

取組 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2107 引き続き、理事長・学長、副理事長・プロボースト、

副学長、教授会議長等による定期的な会合(日常的、週次、

月次)を開催し、情報共有を促進するとともに業務運営の状

況を確認します。また、必要に応じてオールハンズ・ミー

ティング（全員会議）を行います。大学の幹部と教授会に

よる会議を引き続き隔月毎に開催し、上層幹部と教授間の

情報の流れを改善していきます。 

 

 

 

 

 

2108 政府機関との連絡調整を担当する副学長の下、内閣

府と密接なコミュニケーションを確保していきます。四半

期毎に開催される定例協議会を通じて、内閣府と連絡調整

を行い、事業計画の実施状況等について報告を行います。

また、平成 28 年度事業構想及びこれに続く概算要求に係

る打合せを前広かつ綿密に行います。 

 

2109 文科省が認証を行う評価機関による大学認証評価

に向け、自己評価書等の作成に必要な準備を進めます。  

 

 

 

2110 人事・財務管理のための中核的ツールとして新 ERP

（統合業務システム）を導入し、運用を開始します。今回

のシステムの変更は、本学の博士課程プログラム開設以

来、運営管理における最も重要な変化となります。  

リサーチ・サポート・ディビジョンのサイエンティフィッ

 2107 エグゼクティブ及び教員代表が出席する週 1 回、2

時間の定例会議を、引き続き水曜日午後に開催しました。

この会議は議題に沿った議論が行われ、議事録が作成・配

布されています。また、学長とエグゼクティブによる個別

会議も毎週開催されました。更に、エグゼクティブは報酬

検討委員会のメンバーとして、公正な給与・報酬及び関連

方針の策定と維持に努めました。そのような取り組みに於

いて、同委員会は年次の業績評価プログラムや関連するサ

ラリー・プログラムのガイドライン、基準及び範囲を決定

します。エグゼクティブはまた、隔月でフォーラムを開催

して全教員との情報交換を促す取り組みを継続しました。 

 

2108 4 月、8 月、11 月及び 1 月の定例協議会及び必要に

応じた個別会議を通じて、内閣府との密接なコミュニケー

ションを維持しつつ、平成 27 年度事業計画の実施状況、

平成 28 年事業構想、平成 28 年度概算要求及び平成 28 年

度事業計画策定等について適時適切に情報共有しました。 

 

 

2109 平成 30 年度の受審に向けて、認証評価機関を選定

するとともに、作業スケジュールの策定、自己評価書及び

調査書等所定様式の英語版の作成、評価基準項目ごとの執

筆分担表の作成など必要な準備を進めました。 

 

2110 平成 26 年度のビジネスモデルまたは仕様書の草案

を参考に平成 27 年度は、Heart(HR Education Accounting and 

Research Transformation) システムの旅費申請、購入依頼、

または予算参照の機能が平成 28 年 1 月(フェーズ 1)にリリ

ースされました。 部署発注、精算、またはコア会計の機

能は平成 28 年 4 月 1 日（フェーズ２）にリリースされま
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2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

取組 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク・コンピューティング・データ分析セクションを通じて

提供される本学の情報技術（IT）サービスは、大学の運営

と研究の双方にわたっています。幅広い分野でのサービス

の向上を進めており、その中にはプロセスやインフラの改

善も含まれています。 

 

 

2111 本学の目的及び事業計画に沿った優れた品質の IT 

サービスを提供します。特に、新人研修、アカウントの開

設や承認権限の変更を自動化・効率化するなど、研究及び

教育の生産性を左右するような支援活動を確実に実施し

ます。  

 

2112 ユーザーが IT リソース及びサービスを活用でき

るよう、文書及び教育プログラムを明確化・簡潔化します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2113 本学の活動を支える基盤を特定、評価、設計、配置、

保持し、本学の拡充に対して着実に対応できるようにしま

す。 

 

 

2114 ローカル及びグローバルで行われている IT 関連

の新しい取組の中核に本学を位置付け、研究及び運営管理

した。 

これらの実装により、ビジネスプロセスや管理方法が大き

く変化しました。財務担当副学長や財務チームの多大なる

サポートにより、できる限り標準システムをそのまま利用

し、カスタマイズを最小限に抑えることにより、スケジュ

ール通りに実行に移すことができました。 

 

2111 & 2112 平成 27 年度に新たなイニシアチブを立ち上

げ、IT セクションは本学の全職員、または全研究員をサポ

ートするようにベストを尽くしています。平成 28 年度に

本学の全員が使用するメールシステムを Office365 に移行

できました。また、研究員がファイルを共有・ネットワー

クと同期・バックアップするために Dropbox システムも導

入できました。重要な研究機器を守るために、カスタムな

ネットワーク環境も開発しています。現在 Windows 10 へ

移行している最中で、平成 28 年度に完成する予定です。

これらのイニシアチブを実行した際に教育・トレーニング

に関する書類を配布し、アナウンスも行う予定です。 

 

本学が成長するにつれて、身元管理がストレスポイントと

なっています。平成 26 年度に学内ソリューションが開発

され平成 27 年度に職員、研究員が入職後にスムーズに登

録できるようなシステムを導入しました。平成 28 年度に

は、このシステムを自らパスワードをリセットできるよう

に向上する予定です。 

また、従来の e ラーニングや研修管理システムのパフォー

マンスの低さが懸念点となっているため、平成 28 年度に

は、これらのシステム向上を検討します。 

 

2113  科学計算及びデータ解析セクションは、平成 27 年

度に技術の進歩を受け入れ、平成 28 年度にはコンテナー

リゼーションやオブジェクトデータストアが含まれた新

しい技術を身に付ける予定です。 

 

2114 平成 27 年度に、本学がインフラや戦略的なイニシ

アチブに参加し、沖縄においてもグローバルにおいても、



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

24 

2.1 

ガバナンス及
び業務運営体
制 

取組 (2) 

の促進・支援を強化することで、沖縄の発展に一層貢献し

ていきます。 

帯域幅を大きくかつ冗長を強化させるようにネットワー

クやインターネット接続を向上しました。平成 28 年度に

は Openstack Cloud イニシアチブとの連携も強化し、

Openstack を本格的に実行する予定です。 

2.2 

予算配分と執
行 

目標 

 

国からの補助金を始めとする予算の執行について、国やそ

の他の資金提供者、更には国民に対する説明責任を果たす

ため、引き続き、適正かつ効果的な予算の配分及び執行を

実現する手続や体制を活用します。特に一般管理費につい

ては、効率的な予算の執行により抑制を図ります。 

   

 

A 

2.2 

予算配分と執
行 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2201 引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単位を

組織構成と整合性のとれた形で設定し、本事業計画の実施

に必要な予算を各予算単位に配分します。 

 

2202 引き続き、各部署に配置された予算を分析する担当

者との連携により、予算配分・執行状況報告のプロセスを

強化します。また、施設整備費補助金を含む学園全体の予

算の適切かつ一体的な管理を確保するため、毎月、予算の

執行状況について確認するための内部会議において理事

長・学長に報告を行います。さらに、内閣府に対しても、

毎月、予算執行状況を報告します。 

 

2203 研究計画の制度を拡充します。全教員に対し、各自

の研究目的、研究テーマの適切な概要、及び必要なリソー

スの要請について記載された研究計画を作成するよう求

めます。リソースの中には、人件費、運営費、その他機器

や設備等が含まれます。本計画がカバーする研究期間は 5 

年間です。  

外部評価（ピア・レビュー）の結果も考慮し、適切な予算

配分を決定します。  

9 月に配分の中間見直しが、そして第 4 四半期の初めに

あたる 1 月にも別途見直しが実施されます。これらは、

全ての研究関連予算の収支均衡を確認する節目となりま

す。このような費用の綿密な見直しにより支出を最適に調

整します。また、配分の中間見直しを実施することで、調

達した固定資産の配達・受取りが年度内になされるよう手

 2201 引き続き、予算配分・執行の単位となる予算単位を

組織構成と整合性のとれた形で設定し、本事業計画の実施

に必要な予算を各予算単位に配分しました。 

 

2202 各部署に配置された予算を分析する担当者と連携

し、作業時期の前倒しなど、予算配分・執行状況報告のプ

ロセスを強化しました。また、施設整備費補助金を含め、

適切かつ一体的な予算管理を確保するため、毎月、予算の

執行状況について確認するための内部会議において理事

長・学長に報告を行いました。さらに、内閣府に対しても、

毎月、予算執行状況を報告しました。 

 

2203 予定通り、期中に 2 の全体的な予算配分の見直しを

行い、外部評価（ピア・レビュー）の結果や固定資産の納

品・検収を考慮に入れた、適切な予算配分を行いました。 

 

2203 科研費プロジェクトの執行、報告および監査への対

応は問題なく適切に行われました。 
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2.2 

予算配分と執
行 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配されているかを確認する機会にもなります。  

科研費等の競争的資金等については、引き続き、研究担当

ディーンの下で、会計担当部署とも連携しつつ、それぞれ

の資金のルールに則った適切な管理を行います。  

 

2204 一定額を超える個々の支出について、コンプライア

ンスを担当する副学長が審査すること等を含め、引き続

き、法令や内部規則等を順守して予算執行の手続きを行い

ます。 

 

 

 

 

 

2205 適切な契約・調達及び会計事務を行うため、コンプ

ライアンスを担当する副学長の下で内部監査を実施する

とともに、国の機関等が行う研修への継続的な参加等を通

じて、担当職員の育成に努めます。 

 

 

 

2206 入札・契約に関して適正な実施を確保するため、外

部有識者による委員会において、学園が締結した契約の点

検・見直し等について審議を行います。また、大型研究設

備・機器の購入に当たっては、内部規則に基づき、その都

度、外部の有識者を含めた委員会を設置し、同委員会によ

り仕様書の審査を行う等、公正かつ透明な調達の実施に万

全を期します。 

 

2207 コモンリソース諮問委員会は解散しましたが、セク

ション・リーダーや教授らにより新たに構成されたグルー

プが共用・共有機器の提案、効率的予算利用を検討します。  

 

 

2208 大規模かつ先端的な教育研究機器の導入について、

リース契約を活用し、適切に管理します。リース契約の期

間は 4 年以内とします（なお、平成 27 年度の新たなリ

 

 

 

 

 

2204 一定額を超える随意契約について、その内容がほぼ

類型化してきたので、500 万円未満の購入案件はコンプラ

イアンス・セクション・リーダーが、500 万円を超える案

件はさらにアドミニストレイティブ・コンプライアンス担

当副学長及び同准副学長がその適切性を審査しました。随

意契約の上限額について、調達方法の効率化とリスク管理

の観点から、昨年度と同額の 500 万円とし、契約金額の削

減、契約手続きの軽減等を図りました。 

 

2205 適切な契約・調達及び会計事務を行うため、コンプ

ライアンスを担当する副学長の下で内部監査計画に基づ

き内部監査を実施しました。財務省会計センターが開催し

ている政府関係法人会計事務職員研修や九州地区国立学

校会計事務研修に会計職員を参加させ、担当職員の育成に

努めました。 

 

2206 入札・契約に関して適正な実施を確保するため、外

部有識者で構成される契約監視委員会を 2 回開催し、学園

が締結した契約の点検・見直しについて審議を行い、その

助言に基づき、調達の手続きを改善しました。 

大型研究設備・機器の調達に関する仕様策定および技術審

査委員会は、8 回開催されました。 

 

 

2207 各セクション・リーダーと協力して助言や指導を行

う教員を配置し、効率的な予算利用に繋がるよう、新規の

共用・共通機器の提案に関する優先順位付けを行い翌年度

の予算要求に反映させました。 

 

2208 昨年度までに契約された既存のリース契約 15 件に

ついては、適切な管理および会計処理に努めました（今年
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2.2 

予算配分と執
行 

取組 

ース契約については、今後、調達に際し、対象機器の費用

対効果等の観点から検討することとします）。 

度の新規のリース契約の実績はありませんでした）。 

2.3  

事務事業の効
率化 

目標 (1) 

業務運営における効率化を図るための取組を継続して行

います。 

   

A 

2.3  

事務事業の効
率化 

取組 (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2301 引き続き、研究設備・機器の共用・共有化の推進（1.2 

参照）や、研究資材や試薬等の単価契約や一括購入等の取

組を継続することにより、研究事業を効率的に支援しま

す。 

 

2302 通常の購入はもとより、特に研究資材や試薬は価格

交渉を行い、コストの抑制を図ります。 

 

 

2303 研究機器の保守費修繕費は、メーカーごとの保守契

約の統合化、保守内容の見直し及び価格交渉を行い、コス

トの抑制を図ります。 

 

 

 

2304 研究事業を効果的・効率的に支援するため、学内の

研究資材ストアを拡充しサービス向上と利用拡大を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単価契約や一括購入

による経費の削減 

 

・学内の研究資材スト

アの利用数の増加 

 

・競争入札や他の競争
的な手法による契約の
比率（件数及び金額） 

2301 研究機器の保守契約管理を共通支援部門に集約し、

一括契約および共通部品の一括購入等を促進しました。 

 

 

 

2302 単価契約および一括購入による経費削減に取り組

みました。 

単価契約件数： 46 件 

 

2303 研究機器の保守契約について、メーカーごとの保守

契約の統合化、保守内容の見直し及び価格交渉を行い、コ

ストの抑制を図りました。保守契約において、契約先が一

つに限られるものは、調達審査委員会の決定を経て随意契

約を行うことにより効率化を図りました。 

 

2304 研究事業を効果的・効率的に支援するため、学内の

研究資材ストアの取扱品目を拡充し、サービス向上と利用

拡大を図りました。 

810 品目（平成 26 年度）から 1,186 品目へ増加 

 

学内研究資材ストアの利用の増加 

調達金額: 52,968,645 円 

（平成 26 年度比 28%増加） 

利用者数: 3,667 人 

（平成 26 年度利用者 1,915 人、91%増加）  

 

また、外部委託による文具ストアの運用を開始しました。 

文具ストアの利用の増加 

調達金額: 13,966,293 円 
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2.3  

事務事業の効
率化 

取組 (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2305 本学の契約は、十分な透明性や競争性の確保を原則

とし、随意契約によらざるを得ない場合には、その理由を

含め公表する等、契約に関する情報公開を徹底します。同

時に、調達に関する規則等について、効率化や手続の簡素

化の観点から、定期的に見直しを行います。前年度に導入

された新たな随意契約手続きについて、適切にモニターを

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 26 年度比 9.9%増加） 

利用者数: 5,288 人 

（平成 26 年度利用者 4,593 人、15%増加） 

 

2305 入札・契約を適正かつ効率的に執行するため、外部

有識者を含む委員会を設置し、学園が締結した契約の事後

的な点検・見直しを行いました。今年度は第 8 回（平成 27

年 7 月 21 日）及び第 9 回（平成 28 年 1 月 22 日）の 2 回

にわたり開催しました。前回までに委員より寄せられた意

見や提言について、契約事務手続きに反映された点、継続

して取り組まれている事項について報告を行いました。 

内部の委員による調達審査委員会を開催し、57 件の契約の

点検を行いました。 

調達価格が 50 百万円を超える大型研究機器の購入につい

ては、案件毎に、外部有識者を含めた仕様策定委員会およ

び技術審査委員会を設置し、入札およびその準備手続きに

おける公平性・透明性が確保されるよう努めました。 

委員会の開催件数：8 件 

一定額以上を支出する契約（工事 250 万円、物品 160 万円、

役務 100 万円、リース 80 万円）について、当該契約に関

する情報公開を適切に行いました。 

随意契約の手続きについては、適正な審査を担保しつつ、

仕様書の作成方法を見直しすることにより契約手続きを

簡素化し、契約業務の効率化を図りました。また、随意契

約によることができる場合の運用ルールについて検討し

ました。 

納品検収の状況を記録する納品検収システムの運用を開

始し、検収手続きの厳格化を図りました。 

コンプライアンスの厳格な確保、業務効率化および他規則

との整合性を保つ観点から、基本方針・ルール・手続き 28

章の見直しを定期的に行いました。 

 

保険契約の見直しを行いました。火災保険は対象となる建

物が増加しましたが、レートは維持しました。 

他の研究施設と情報交換を行い、調達職員の知識・スキル、

コンプライアンスの向上を目的とする交流を実施しまし
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2.3  

事務事業の効
率化 

取組 (1) 

 

 

 

 

2306 内外価格差の是正に向け、海外からの直接購入の促

進に向けた調査を行います。 

 

2307 調達コストの抑制を図るため、研究資材や機器等の

国内外の価格比較データを取りまとめ、メーカー、代理店、

業者との価格交渉に活用します。円安による価格上昇への

対応を行います。 

た（琉球大学、理化学研究所、九州大学、立命館アジア太

平洋大学、米軍嘉手納基地等）。 

 

2306、2307 昨年度に引き続き研究資材や機器の国内外価

格比較データを取りまとめ、契約金額の交渉に活用しまし

た。 

比較データ追加：400 件 

＊大型機器や試薬を含む比較データは、全体で 555 件（昨

年まで 155 件＋追加 400 件） 

また、集められたデータを活用して交渉を行い、年末の円

安傾向による定価上昇を抑制する効果を上げています。 

 

入札および他の競争的手続きによって締結された購入契

約の割合（契約の件数と金額） 

契約件数：195 件（26.8%）[平成 26 年度 203 件(30.9%)] 

契約金額：5,250 百万円（66.9%）[平成 26 年度 7,563 百万

円(77.1%)] 

2.3  

事務事業の効
率化 

目標 (2) 

学園の施設・設備を最大限有効に活用します。    

A 

2.3  

事務事業の効
率化 

取組 (2) 

2311 講堂や他の施設の管理及びモニタリングを行い、引

き続き、外部利用の促進を図ります。 

 2311  R&D クラスターホール完成に伴い、隣接する講堂

と合わせて「カンファレンス・センター」としての学内お

よび学外向け一体運用を開始しました。平成 27 年には 16

件の外部イベントがカンファレンス・センターで開催され

ました。 

 

2.4  

人事管理 

目標 

 

 

 

 

 

 

 

国際的に競争力のある処遇や教育訓練の機会を提供する

ことにより、大学院大学の目的達成に不可欠な優れた人材

を獲得し、維持していきます。それと同時に、国による高

水準の財政支援により運営される法人として、教職員の総

人件費の抑制により一層努めます。また、職員の給与水準

については、「特殊法人等・独立行政法人の給与水準の見

直しについて（平成 24 年 12 月 7 日閣僚懇談会）」の指

摘も踏まえた取組を引き続き着実に進めるとともに、「特

殊法人等における役職員の給与について（平成 26 年 10 

   

 

A 
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2.4  

人事管理 

目標 

月 7 日内閣官房行政改革推進本部事務局）」に対する取組

を具体化し、納税者の理解が得られる合理的な水準とし、

それらに関する説明責任を果たします。 

2.4 

人事管理 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（職員の採用） 

2401 国際的な大学経営を行う上で重要な役職（CIO（情

報化統括責任者）、財務担当副学長、研究担当ディーン、

教員担当学監等）について、引き続き、早期に優れた人材

を採用・配置できるよう検討します。研究担当ディーンは

リサーチ・サポート・ディビジョンを統括し、知的・産業

クラスター関連活動の支援を行います。一方で、教員担当

学監は今後数年にわたり新規教員の管理強化と積極的な

採用活動を進めます。 

 

 

 

 

2402 学生関係や研究支援等、新規に立ち上げる業務や拡

充すべき業務に対応するため、内部人材の活用や組織編成

を行いつつ、即戦力となる外部人材の採用を進めます。特

に OIST 等を核とした知的・産業クラスターの形成を推進

させるための体制整備や職員の採用を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職位毎の職員数(職

種、国籍別、性別)  

 

・全職員に対する事務

部門の職員の比率 

 

・運営費に占める人件
費の割合 

（職員の採用） 

2401 学内の情報資産や技術の保護において緊要として

いた情報化統括責任者（CIO）、最高情報セキュリティ責任

者（CISM）が就任しました。また、財務担当副学長、男

女共同参画担当副学長、教員担当学監も着任しました。研

究担当ディーンも本年度中に決定し、来年度着任します。 

 

添付資料#2.4-1 平成 27 年度 職位毎・国籍別職員数 

 

全職員に対する事務部門の職員の比率：27% 

 

運営費に占める人件費の割合：32％（決算前のため概算値） 

 

2402 新たなキャリアパスに関心のある研究員らに対し、

引き続き学内にて雇用機会の提供・登用を行いました。多

様な国際的人材を発掘・獲得する新卒採用活動の一環とし

て、前年同様、学生支援セクション共に日英バイリンガル

学生を対象とした就職イベント（東京及びボストン）に参

加しました。各イベントにおいてそれぞれ 100 名を超える

学生と接触し、管理部門にて二名の新卒者（男女共同参画

ディビジョン及び財務ディビジョン）を採用しました。採

用にいたらなかったものの、長期的な視点でのご縁を多く

の有力候補者と築くことができました。 

 

知的財産の適切な管理・保護、知的財産のライセンシング、

本学の研究開発事業と本学の革新的な研究成果の実用化

を探る企業との間の交流（枠組み文書Ⅱ、9 ページ）を促

進する為、技術移転セクション及び事業開発セクションに

て 4 名人材募集を行いました。その活動により、平成 28

年 3 末までに事業開発セクションにて 1 名雇用し、平成 28

年 3 月末までに技術移転セクションにて 1 名内定を行いま

した。 
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人事管理 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2403 他方、簡素で効率的な管理部門を実現すべく、国内

外の大学等の動向を踏まえつつ、教職員数については予算

で定められた教職員数の範囲内とし、なおも必要なニーズ

については外部資金の活用を図るなど適正な管理を行い、

組織の肥大化を防ぎます。 

 

2404 職場における多様性を促進し、全ての職種・職位に

おける男女比率を改善するため、機会均等に関する方針を

徹底します。 

 

 

 

2405 男女共同参画担当副学長を任命し、男女共同参画タ

スクフォースの提言および男女共同参画委員会の助言に

沿った大学経営全般における男女共同参画の推進、特に人

材開発及びキャリア開発を促進する観点から、女性研究

者・女性職員に対する支援を引き続き実施します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2406 均等な雇用機会を提供するための障壁を取り除き、

障がいを持つ方の雇用を促進します。 

 

沖縄県の補助金を用い、「沖縄科学技術大学院大学を活用

した人材育成事業」より職員を 4 名受け入れました。その

内 2 名が事業開発セクションに所属し、産学連携の促進、

知的・産業クラスターの形成推進業務に従事しました。 

 

2403 管理部門および研究部門にて引き続き人件費番号

を付し、前年同様職員数を一定範囲内に抑えることができ

ました。また、今後の運営に必要な人員の採用や配置に関

する計画を検討するためのサブコミッティを立ち上げ、長

期的な視点で人員計画が策定される体制を整えました。 

 

2404 雇用した職員の男女比率は女性 48.7％、男性 51.2％

です。また、新たに導入される ERP システムのプロジェク

トマネジャーとして女性管理職を採用しました。また、研

究担当ディーンが着任することにより、上級幹部職に占め

る女性の比率は 40％となりました。 

 

2405 男女共同参画委員会を 6 回開催し、男女共同参画の

観点に立った女性研究者及び女性事務職員に対する支援

体制について検討し、タスクフォースの提言の具体化を図

りました。女性のキャリアパス、リーダーシップ、管理職

のためのダイバーシティマネジメントをテーマとしたセ

ミナーおよび講演会を計 7 回実施しました。また教員採用

委員会のメンバーを対象とした、採用時における「潜在的

バイアス」に関する研修を実施しました。 

職場における多様化を推進するため、平成 27 年 10 月男女

共同参画に関する文書の改訂をおこない、OIST ウェブ及

び各求人案内に掲載し、機会均等の方針を明示しました。 

「沖縄科学技術大学院大学（OIST）は、教育・雇用におい

て均等な機会及び待遇を確保し、教職員・学生の多様性を

高めるべく積極的に取り組んでいます。女性及び十分に代

表されていない方々からの応募を歓迎しています。」 

 

2406 障がい者雇用の促進の為、平成 27 年 9 月に沖縄労働

局主催の「障がい者就職面接会」に参加しました。イベン

トにて応募された数名の方々と面談を行い、学内で可能性
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2407 利用者のフィードバック及びキャンパスの人口の

拡大に基づき、新規採用及び既存の職員や学生のために、

保育サービス、ファミリーサポート、フードサービス、健

康・医療サポートや生活におけるニーズのサポートに関連

した人事サービス機能を引き続き強化します。子弟教育の

機会を広げるため、引き続き、地域の学校との連携を図り

ます。配偶者の雇用機会を更に拡大するために、沖縄県、

ハローワークや潜在的な雇用者とのネットワークを構築

します。 

のある職務について情報提供を行い、今後の応募に向けて

案内しました。 

 

2407 外部評価委員会は OIST が提供する福利厚生及

び社会的・文化的支援プログラムに対し大きな感銘を

受けたとしており、報告書で次のように記しています。 

「OIST は新たに雇用される人材のための支援体制の

構築に非常に力を入れている。スタッフが沖縄での新

生活に順応していくためには、よい住居、健康面での

サポート、カウンセリング、保育施設、リソース・セ

ンターといった支援が必要不可欠と考えられ、実際に

提供されている。 

OIST は「がんじゅう」というカウンセリングサービス

を設け、教職員及び学生が指導や支援を確実に受けら

れるようにしている。また、OIST は生後 2 か月から 6

歳の子どもを対象としたチャイルド・ディベロップメ

ント・センター（保育施設）を設置している。更に、

アフタースクールプログラム（学童プログラム）及び

ホリデープログラムも提供されている。 

OIST には医師と 3 名の看護師が常駐するクリニックが

設置されている。軽度、又は緊急の場合はキャンパス

内で診察を受け、また、島内で最適な専門家に紹介を

受けることもできる。更に、沖縄での生活に順応でき

るよう、生活全般における支援や助言を提供するリソ

ース・センターが設置されている。 

外部評価委員会は担当スタッフと会い、彼らの熱意と

高い能力に感銘を受けた。支援体制とその運営につい

て、教員、研究者、ポスドク、学生から一様に賞賛の

声が聞かれた。 

こうしたリソースの設置、及び人材の配置は目を見張

るものであり、高く評価する。」 

メディカルセンター、がんじゅうサービス、CDC、リ

ソース・センターを含む福利厚生機能は、各施設間の

連携をさらに高めるため、これら複数の機能をひとつ

の組織構造にまとめられました。各施設のリーダーは、

サービスをより充実させるため、定期的に合同会合を
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開いています。これら全てのサービスは、OIST コミュ

ニティ、すなわち職員、学生とその家族の誰もが利用

可能な体制となっていることを強調します。家庭医療

を含めた幅広い医療分野での経験を持つバイリンガル

一般開業医の原医師が 2015 年 5 月から OIST で勤務し

ています。保健センターのマネージャーらとの緊密な

連携によりクリニックを開設しました。同クリニック

は 2015 年 9 月より本格的にサービスを提供していま

す。OIST コミュニティ全体を対象にサービスを提供し

ており、順調に運営されています。がんじゅうサービ

スには、日本人の経験豊富なカウンセラーも加わり、

サポート体制の充実した職場環境の実現を推進するた

め、ワークショップや特別な目的に応じた会合を開催

しています。英国からは世界トップクラスの睡眠／不

眠症の専門家が一週間訪問し、がんじゅうサービスの

スタッフによる、職員と学生向けの認知行動学に基づ

いた治療プログラムの確立を手伝い、また、睡眠問題

に特に悩まされている学生らに十分な時間を割いたセ

ッションを行いました。リソース・センターでは、二

人目のバイリンガル職員が加わりました。同センター

では、沖縄での生活関連情報を提供し、外国人メンバ

ーに向けて、日本語のウェブサイトやチラシに掲載さ

れている情報の理解を手助けしています。HR の赴任サ

ポートチームは、非常に効果的かつ効率的に機能して

おり、新たに着任するすべての職員や学生から高く評

価・感謝されています。 

日本語を話さない家族の児童の就学前・初等中等教育

については、現在も困難な状況であり、よりよい解決

策に向けた進捗は芳しくありません。リソース・セン

ターでは、配偶者の就職を支援していますが、日本語

を話さない配偶者やパートナーの就職先を見つけるこ

とは、現在も大きな課題となっています。教職の経験

を持っている者については、CDC でパートタイムの職

に就くことができます。 
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（処遇・給与水準） 

2408 引き続き、国家公務員や国内外の大学・研究機関等

の給与水準等の競争的要因を踏まえ、年度評価及び職務等

級制度を管理します。また、「特殊法人等における役職員

の給与について（平成 26 年 10 月 7 日内閣官房行政改

革推進本部事務局）」に対する取組を具体化し、実行しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2409 職員、非職員、学生やその家族など、より多くの人

が本学に来訪するにあたり、現在進行中のレジストレーシ

ョン（受入支援）・デスク・プログラム等の提供サービス

の拡大に向けた新たなシステムの導入を検討します。(5.2 

参照)  

 

2410 キャンパス内宿舎（ビレッジゾーン）の整備に合わ

せて、ビレッジの家賃や住宅手当を見直し、必要に応じて

改定を行います。第 1 期キャンパス整備でのビレッジゾ

ーン建設完了後、平成 27 年度に家賃の全般的な改定を行

う予定です。 

・職員の給与水準（職

種別の平均給与） 

（処遇・給与水準） 

2408 職員の給与水準については、「特殊法人等における

役職員の給与について（平成 26 年 10 月 7 日内閣官房

行政改革推進本部事務局）」に基づき、国家公務員に準ず

る取り組みとして、上位職層のサラリーレンジを最大 4％、

若年層のサラリーレンジは維持し、サラリーレンジを平均

2％引き下げました。今年度の年次業績評価においては、

特に上位職層における給与の上昇を抑制するため、評価結

果の昇給において、高位の職層の職員の給与上昇を抑制す

べく昇給金額に上限額を設けました。一方、昇給額に下限

額を設けることにより、男女格差ない評価に応じた昇給が

実施されました。 

 

添付資料#2.4-2 平成 27 年度 職員の給与水準 

 

2409 平成 27 年 4 月 1 日にレジストレーション・デスク

が開設され、本学に来訪する客員研究員及び招聘ゲストの

受入支援を開始しました。 (5.2 参照)  

 

 

 

2410 平成 27 年度における第 1 期キャンパス整備の完了

に合わせ、家賃や賃貸契約を見直し、宿舎の実際の賃料に

基づいた家賃の引き上げを平成 28 年 4 月より実施しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キャリア開発・研修・業務実績評価） 

2411 人事ローテーションの実施等、事務職員に対するキ

ャリア開発の取組を引き続き行い、バックアップの確保及

び後継者育成に向けた取組を実施します。 

 

 

 

 

 

・研修の受講職員数 

 

 

（キャリア開発・研修・業務実績評価） 

2411 今後の組織拡大に備え、研究ユニットの管理業務を

行うリサーチユニットアドミニストレーターの役割を見

直し、公正、かつ、一貫した評価制度を導入、キャリアア

ップを目指す者に対し、キャリア開発と昇格の機会を提供

するための取組みについて検討しました。 

 

添付資料#2.4-3 平成 27 年度 研修の受講職員数 
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2412 平成 27 年度から新たな研修指針を策定し、学内研

修プログラムを引き続き構築します。新しい研修指針で

は、異なる職種レベルで必要となる研修内容を明らかに

し、各レベルにおいて職員が必要とする知識を習得できる

ようにすることを目的としています。平成 26 年度に実施

した職員研修のニーズに関する一連の小規模調査に基づ

く新たな取組として、マネージャー全員を対象にした管理

者研修に加え、新しくマネージャーの職に昇進した職員を

対象にした研修を実施します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2413 ハラスメントに関する問題については、セクシャ

ル・ハラスメント（性的嫌がらせ）対策に関する情報をオ

ンラインで提供し、ハラスメント防止対策のさらなる強化

に努めます。パワー・ハラスメントやその他の関連事項に

ついても、同様に防止対策の取組を進めます。また、本学

の高い多様性を考慮し、異文化コミュニケーションに関す

るセミナーを実施します。学内外のサービスを通じて、本

学が重視する職員の健康や、業務上の問題解決に向けた取

組の強化をサポートします。  

 

2414 平成 27 年度より、職種の特性に応じた内容の適切

な職員オリエンテーションを実施します。一般的なオリエ

ンテーションに加え、大学業務に役立つ実用的なオリエン

テーション及び研修を新入事務職員に対しても実施しま

す。また、マネージャー職に昇進する職員を対象とする研

2412 引き続き、策定された研修指針（研修マップ）に基

づき、業務に関する知識能力向上、業務効率化につなげる

ための研修を 27 コース開催し、合計 310 名が参加しまし

た。外部機関からの研修提供のみならず、学内のセクショ

ンと協働し、研修プログラムを提供しました。具体的には

ランゲージセクションと事務文書作成能力、研究者の論文

作成手法、口頭発表について強化するプログラム（Common 

English Errors Workshop, Write Perfect Email, Give a Killer 

Presentation, Scientific Writing）を、 コンプライアンスセク

ションと協働で「マイナンバー」についての説明会を提供

しました。 

また日本国の法令に対する理解を高めその厳格な遵守を

担保するため、全職員向け「日本の法律セミナー」を開催

し、600 名が受講しました。 

管理者に対しては、管理者（考課者）の評価責任、評価ス

キルがますます重要になることを再認識させ、部下育成・

能力開発促進に繋げるための対話研修を実施しました。 

 

2412 英語コースの受講者数は OIST 職員、またその家族

を含め 431 名、日本語コースの受講者数は 513 名でした。 

 

2413 セクシュアル・ハラスメント防止対策について、よ

り一層の周知啓発を図るため、従来の講義形式のセクシャ

ル・ハラスメント防止研修をオンライン化し、職員の 9 割

が受講を終えました。同研修に関して、学生に対しては引

き続き講義形式で丁寧に指導を行いました。 

 

 

 

 

 

2414 新入職員に対するオリエンテーションを拡充し、提

供しました。今年度には新たに 2 項目を追加し、さらに生

活に関連するウェルフェアに関しては実際にサービスを

提供する場所を案内して説明を行いました。また日本国の

法令に対する理解を高めその厳格な遵守を担保するため、
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修プログラムも策定します。入校に関するガイドライン及

びチェックリストを平成 27 年度中に作成し、マネージャ

ーの雇用や、研究ユニット・部署による円滑な新入職員の

受入れを支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2415 平成 27 年度には、職員とその家族向けに提供され

る英語及び日本語クラスの数を増やします。語学訓練への

需要は非常に高く、英語と日本語におけるコミュニケーシ

ョン能力は本学の成功の土台となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本の法律について」セミナーで説明したダイジェスト

版を受講必須として組み込みました。毎回学長他役員から

メッセージを新入職員に直に伝える事を大切にしており、

オリエンテーションで説明を行う側に対し、プレゼンテー

ションスキル向上を資する研修を提供し、レベルアップを

図ったことから、刷新されたオリエンテーションは出席者

に高く評価されています。 

 

全職員に受講が義務付けられたコンプライアンス研修（ア

ドミニストレイティブ・コンプライアンス部門主催）につ

いては、月次で新入職員向けの研修を実施しました（12

回、研修参加者数 127 名）。さらに、文科省の「研究機関

における公的研究費の管理・監査のガイドライン」（平成

26 年 2 月 18 日改正）の基準に沿うよう研修教材を改訂し、

全教職員向けに平成 27 年 3 月から e-learning 研修を開始し

ました。 

 

2415 平成 27 年度、英語コースの受講者数は計 431 名、30

のコースが開催されました。研究科との協力のもと 10 回

に及ぶポスター発表の授業を開催しました。 

サイエンスチャレンジワークショップでは 28 名の学部生

に対しプレゼンテーションスキルの向上と英語の授業を

行い、また英語講師がコンテストの審査員として参加しま

した。 

球陽高校の生徒にプレゼンテーションスキルの向上の授

業を行い、サイエンスプレゼンテーションコンテストでの

優勝に貢献しました。また、科学のポスター発表について

の授業も行いました。沖縄キリスト教学院大学の学生にサ

イエンス英語の授業を行いました。 

研修・人材育成チームとの協力のもと、パーフェクト E メ

ール（2 回）、パーフェクト E メールワークショップ（1 回）、

よくある英語エラー（2 回）、卓越したプレゼンテーション

（2 回）、NEO のためのプレゼンテーションスキル（2 回）

のワークショップを行いました。新入職員オリエンテーシ

ョンの見直しに関し、向上のための指導を行いました。 

翻訳、編集、採用面接に関するサポートを様々なディビジ
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2416 引き続き、職種の特性に応じ、能力評価及び期首に

設定した目標等の達成度に係る業績評価を含む評価制度

を、自己評価及び評価者の審査を介して、公平性と透明性

に配意しつつ適切に実施します。また、評価の結果につい

て個々の給与等に反映させます。 

その際、報酬検討委員会のアドバイスを受けて、引き続き、

評価の質及び信頼性のあるプロセスを確保します。また、

新しいマネージャーにプロセスの説明を行うため、定期的

に研修を実施します。 

ョンに対して行いました。 

OIST は 2 名の常勤英語講師を雇用しています。両講師と

もアジア教育学会に参加しました。 

日本語コースにおいては、OIST は 1 名の常勤講師を採用

し、受講人数は計 513 名、3 学期を通して 39 のコースを開

催しました。 

学生支援セクションのサポートとして、サバイバルコース

が 2 コース、ブッシュユニットのワークショップではサバ

イバルコースが 1 度開催されました。 

 

2416 報酬検討委員会（SRC）からの助言を受けながら、

ひきつづき職種の特性に応じ、能力評価及び期首に設定し

た目標等の達成度に係る業績評価を含む評価制度を、自己

評価及び評価者の審査を介して、公平性と透明性に配意し

つつ適切に実施しし、さらなる評価システムの改善がなさ

れました。 

個別の目標設定方法の説明を目的としたセミナー及び管

理監督者に対する部下育成のための対話研修が開催され

ました。 

2.5  

コンプライア
ンスの確保 

目標: 

大学経営の全ての面において、コンプライアンスが確保さ

れる体制を構築します。 

   

A 

2.5  

コンプライア
ンスの確保 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

251 副学長（アドミニストレイティブ・コンプライアン

ス担当）において、引き続き、予算執行状況、一定額以上

の調達に係る契約、学内規則類の制定・改正等について、

コンプライアンスの観点から審査を行うこととします。  

 

252 学内規則類を、関連法令の改正や諸状況の変化に応

じ適時適切に制定・改正するとともに、PRP 審査委員会を

定期的に開催し、規則類全体の整合性を維持します。 

 

 

 

 

 251 アドミニストレイティブ・コンプライアンス担当副

学長において、引き続き、予算執行状況、一定額以上の調

達に係る契約、学内規則類の制定・改正等について、コン

プライアンスの観点から審査を行いました。 

 

252 学内規程類を、関連法令の改正や諸状況の変化に応

じ適宜適切に制定・改正しました。平成 27 年度において

は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成 25 年法律第 27 号）、障害を理

由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25 年法律

第 65 号）、「独立行政法人等の保有する個人情報の適切な

管理のための措置に関する指針について」の一部改正につ

いて（平成 27 年８月 25 日総管第 71 号総務省行政管理局
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2.5  

コンプライア
ンスの確保 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

253 業務運営上の意思決定及びその過程については、公

文書等の管理に関する法律（平成 21 年法律第 66  号）及

び同法に基づき整備した学内規則に則り、適切に文書化す

るとともに、その管理・保存等を徹底します。 

 

254 監事による監事監査や上記副学長の下で行う内部監

査によって、規程類の実施状況を含むコンプライアンスの

状況について、厳格なチェックを行い、その結果に基づき

必要な見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

255 本学の全ての役員及び教職員に対して、「利益及び責

務相反の防止」ポリシーの規定に基づき、利益の相反を生

じさせる可能性のある状況の評価を促進するため、学外の

活動と責務について、毎年度、書面による開示を実施しま

す。 

 

256 本学の研究活動が関連法令や規制に準拠して実施さ

れることを引き続き確保します。 

 

 

長通知）等に基づく学内規程等の新設・改正を行いました。

PRP 審査委員会を 3 月に開催し、規程類全体の整合性の維

持を図りました。 

 

253 業務運営上の意思決定及びその過程については、公

文書等の管理に関する法律及び同法に基づき整備した学

内規則に則り、適切に文書化するとともに、その管理・保

存等を徹底しました。 

 

254 （再掲）適切な契約・調達及び会計事務を行うため、

コンプライアンスを担当する副学長の下で内部監査計画

に基づき内部監査を実施しました。 

（再掲）一定額を超える随意契約について、500 万円未満

の購入案件はコンプライアンス・セクション・リーダーが、

500 万円を超える案件はさらにアドミニストレイティブ・

コンプライアンス担当副学長及び同准副学長がその適切

性を審査しました。 

（再掲）全職員に受講が義務付けられたコンプライアンス 

研修（アドミニストレイティブ・コンプライアンス部門主

催）については、月次で新入職員向けの研修を実施しまし

た（12 回、研修参加者数 127 名）。さらに、文科省の「研

究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」

（平成 26 年 2 月 18 日改正）の基準に沿うよう研修教材を

改訂し、全教職員向けに平成 27 年 3 月から e-learning 研修

を開始しました。 

 

255 昨年度に引き続き、本学の全ての役員及び教職員に

対して、「利益及び責務相反の防止」ポリシーの規定に基

づき、利益の相反を生じさせる可能性のある状況の評価を

促進するため、学外の活動と責務について、書面による公

式な開示を求め、その管理と運用を行ないました。 

 

256 研究活動に関連する動物実験、遺伝子組換え、病原

体等、人対象研究、レーザー、野外活動、規制化学物質、

放射線、規制機器及び輸出入等の申請は、関連する審査委

員会で法令及び安全基準への適合を審議し、必要に応じて
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2.5  

コンプライア
ンスの確保 

取組 

 

 

257 研究費の不正防止のため、納品検収体制の機能強化

等種々の対策を講じます。 

 

 

258 不正防止計画委員会をプロボースト・オフィスの下

で発足します。本委員会は、適切な研究計画や行動、及び

研究資金の適正な使用についての理解を促進する幅広い

活動を総括します。（再掲。1.2 参照） 

監督官庁に申請を行い、許認可を得ました。 

 

257 (2305一部再掲) 納品検収の状況を記録する納品検収

システムの運用を開始し、検収手続きの厳格化を図りまし

た。 

 

257 および 258 

研究担当ディーンが不正防止計画委員会に関する議論を

主導して実施し、委員長は研究担当ディーンとすること並

びに関連ディーン、教員代表者、関連セクション・リーダ

ー及びその他研究担当ディーンが必要と認める者によっ

て同委員会を構成することが決定されました。 

2.6  

情報公開及び
広報活動 

目標: 

 

本学が急速な成長を遂げる中、教育研究や業務運営に関す

る透明性の確保、及び国民に対する説明責任の履行に向け

た取組がより一層必要となります。国内外から幅広いサポ

ートを得るとともに、国際的な認知度を高めるため、多様

なステークホルダーとの間で積極的にコミュニケーショ

ンを図り、本学のブランド化に努めます。 

   

 

A 

2.6 

情報公開及び
広報活動 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

261 本学は引き続き、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 

号）や独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律

（平成 13 年法律第 140 号）等によって公開が義務付け

られる情報について、ウェブサイト等において適切に公開

します。 

 

262 本学のウェブサイトが日英両言語で提供される質の

高いアカデミックなウェブサイトとして評価されるよう

引き続き整備・拡充に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 261 引き続き、学校教育法や独立行政法人等の保有する

情報の公開に関する法律等によって公開が義務付けられ

る情報について、ウェブサイト等において適切に公開しま

した。 

 

 

262 OIST は日本でも有数の日英完全バイリンガルのウェ

ブサイトを運用しています。平成 27 年度は本学の研究成

果や様々なイベントに関するウェブ記事が週に 1～2 回の

ペースで掲載されました。また、OIST ウェブサイトのレ

スポンシブ・デザインへの移行を完了させたことで、モバ

イル端末ユーザーに向けた利便性を向上させるとともに、

引き続きコンテンツの大部分を日英両言語で提供しまし

た。 

モバイル端末ユーザー向けに OIST ウェブサイトをレスポ

ンシブ・デザインに移行した結果、スマートフォンからの

閲覧率が 24 パーセント、タブレット PC からの閲覧率が
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2.6 

情報公開及び
広報活動 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

263 本学に関して継続的に肯定的な報道がされるよう、

引き続き、県内外で記者説明会や記者会見等の機会を積極

的に持つよう努めます。 

  

 

264 大学院大学のウェブサイト、論文発表データベース、

及び本学ウェブサイトのニュースセンターを引き続き改

善し、博士課程プログラムや OIST 研究者の論文発表に関

する情報の検索を容易にし、本学の写真やビデオ、その他

のマルチメディアの活用を促進します。 

 

 

 

 

 

 

265 Facebook、Twitter や You  Tube 等のソーシャル・

メディアを更に効果的に活用し、本学のホット・トピック

を発信します。 

 

54 パーセント増加しました。 

メディアセクションでは平成 27 年度よりウェブサイトの

統計収集方法を改め、学内からの OIST サイトへのアクセ

ス数を除くことで、より正確な数値を把握し、国内外への

訴求効果を測るようにしました。その結果、OIST の 3 つ

のウェブサイトに対して、外部より約 555,380 のアクセス

数を記録しました。それら 3 つとは、(1) OIST に関する情

報や採用情報、科学記事やプレスリリースを掲載している

OIST ホームページ、(2)研究ユニットのウェブページや各

ディビジョンのウェブページ、各ワークショップのウェブ

ページなどを含む OIST グループサイト、そして(3)OIST

への入学見込みの学生を対象とした OIST アドミッション

サイトです。全アクセス数の内、日本国内からのそれぞれ

のサイトへのアクセス数は(1)72%、(2)52%、(3)37%を占め

ました。 

 

263（再掲 1215） 平成 27 年度は 7 つの記者会見および記

者懇談会を東京と沖縄において開催するとともに、計 15

回にわたって在京の報道機関を訪問し、また、国内外の記

者による OIST 訪問を多数受け入れました。 

 

264 大学院大学（教務科オフィス）のウェブサイトを刷

新して、OIST 博士課程プログラムに関する検索機能、ナ

ビゲーション、および学生のプロフィールページやユニッ

ト紹介ビデオを含むコンテンツの充実に努めました。OIST

ウェブサイトのニュースセンターでは、ジャーナリストや

業者、OIST 職員が自由にダウンロード可能な写真やビデ

オを掲載しています。平成 27 年度は南星写真チームが撮

影した OIST 写真集を追加しました。OIST ビデオやスライ

ドショーはこれまで通り YouTube にアップロードし、誰も

がいつでもどこでも視聴できるようにしています。 

 

265 OISTウェブサイト上で公開した研究成果に関する記

事に加え、高校生の訪問や文化イベントの開催に関する記

事も OIST フェイスブックページに掲載しました。平成 28

年 4 月 6 日時点で、OIST フェイスブックの「いいね」の
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2.6 

情報公開及び
広報活動 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

266 引き続き、学内規則集をウェブサイトに掲載し、改

善を図ります。 

数は 5,386 件でした。平成 27 年度は前年度に比べて積極的

に記事をツイートしたことで、これがリツィートにつなが

り、OIST 認知度向上につながりました。また、OIST ウェ

ブサイトにアクセスする会員の数を増やすことを目的に

平成 25 年 10 月に配信サービスを開始した電子ニュースレ

ター「OIST 便り」は、平成 28 年 4 月 1 日時点で購読者数

が英語版で 2,411 人（前年同月時 1,493 人）、日本語版 2,891

人（同 1,499 人）となっています。 

 

266 引き続き、学内規則集をウェブサイトに掲載し、改

善を図りました。 

第 3 章 財務に関する事項 

3 

財務に関する
事項 

目標: 

 

外部資金獲得に係る中期戦略に基づき、引き続き、将来の

自立的経営に向けて、競争的研究資金、寄附金等の外部資

金獲得額の増加を図り、財政基盤の強化に戦略的に取り組

みます。基盤強化の取組を進めるにあたっては、競争的研

究資金と寄附金等の外部資金獲得の 2 つの主要な財源が

要となります。 

   

 

A 

3  

財務に関する
事項 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（競争的資金）  

301 研究資金獲得数はこの 1 年半の間で 30％増加しま

した。この中には、科研費や JST 戦略的創造研究推進事業

（CREST、さきがけ）、ヒューマン・フロンティア・サイ

エンス・プログラム等が含まれます。新規採用の若手教員

も加わるなかで、競争的資金の申請書作成に関するセミナ

ー等を開催し、引き続き国内の競争的資金の獲得数増加に

向けて取組を進めていきます。これらのセミナーは日英両

言語で開催し、申請書の作成においては翻訳支援も提供し

ます。  

リサーチ・サポート・ディビジョンの外部研究資金セクシ

ョンは、国内外の研究助成金に関する情報収集を引き続き

行い、これらの情報を定期的に研究者に提供します。 

  

 

 

・競争的資金の申請件

数 

 

・競争的資金の採択状

況（件数及び獲得額） 

 

・外部資金の伸び（総
額及び内訳） 

 

（競争的資金）  

301 平成 27 年 11 月の科研費応募は 78 件で、新規採用の

若手研究者を含みます。JST 戦略的創造研究推進事業から

は OIST からの応募としては初めて「さきがけ」で 1 件の

採択がされました。 

ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラムでは

OIST の教官が共同研究代表者となっている申請の 1 件が

採択されました。プロジェクトの開始は平成 28 年度の予

定です。 

外部資金獲得や産学連携のための基礎的な情報や国内外

の公募機会のスケジュールなどについてカレンダーとセ

クションホームページでの提供を強化しました。 

研究助成金に関する情報について、日本語のみでの情報の

場合には英訳を行って提供しました。 

科研費、JST 戦略的創造研究推進事業（CREST、さきがけ）

の研究資金に係るセミナーを開催しました。併せて競争的
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3  

財務に関する
事項 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

302 さらに、国内外の資金提供機関の情報ソースを定期

的に確認し、文部科学省の諮問機関等による新規の助成金

の案内につながる先行活動についての情報収集を引き続

き行います。 

 

303 本学の研究に基づく新規事業の開発を支援するた

め、産業界の助成金に対する申請を奨励します。 

資金の申請書作成に関する実務的なセミナーも開催しま

した。 

申請書のレベル向上のため、申請書案の添削や校正等とい

った支援サービスを強化しました。 

 

添付資料#3.1 外部資金・寄付金獲得状況 

 

302 国内外の資金提供機関のウェブサイトを定期的に確

認し、文部科学省や内閣府の諮問機関等による新規の助成

金の案内につながる先行活動について教官らと共同して

情報収集を引き続き行いました。 

 

303 事業開発セクション（沖縄の自立的発展オフィス）

は、企業や財団からの助成金などの民間部門からのもの

や、産学の共同事業を支援する政府助成金など、57 の資

金提供の機会を明らかにしました。事業開発セクションで

は、ウェブサイトで資金調達を PR しており、関連する教

職員や研究員に申請するよう奨励しています。また、資金

調達申請の支援も行い、その支援内容には翻訳、予算作成、

その他手続き上の支援が含まれます。23 の申請が提出さ

れ、2 つの申請が承認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（寄附金） 

304 ファンドレイジングの国際担当ディレクターを採用

し、プレジデント・オフィス下にファンドレイジング専門

オフィスを立ち上げる準備を進めます。  

北米と日本の認定ファンドレイザー2 社と協力して取組

を進めます。国内外合わせた取組により本学での寄附金募

集活動が始動します。 

 （寄附金） 

304 国内のファンドレイジングに関する様々な会議に参加

し、国内の寄付金担当者とも会うことができました。さら

に、北アメリカで開催されたファンドレイジングに関する

トレーニングセッションにも参加しました。日本のファン

ドレイジングに携わる担当者を訪れ、さらに本学へ招聘し

ました。平成 28 年 2 月に、日本ファンドレイジング協会

事務局長の鴨崎氏及び京都大学の iPS 細胞研究所において

寄付金を担当するファンドレイザーの渡邉氏を講師とし

て招き、ファンドレイジングのワークショップを開催し、

国内におけるファンドレイジングを取り巻く状況につい

てさらに理解を深めました。 

また、ファンドレイジング担当部署に必須となる寄付者情
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3  

財務に関する
事項 

取組: 

報及び寄付金を一元的に管理するソフトウェアに関して

も導入を検討しています。 

さらに、平成 26 年に作成されたファンドレイジングに関

する本学の行動計画を更新しました。 

第 4 章 沖縄の自立的発展への貢献に関する事項 

4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

目標 

日本政府による「経済財政運営と改革の基本方針 2014」

において、沖縄の自立的経済の強化が示され、本学や他の

研究機関を核とする国際的な知的・産業クラスター（R&D 

クラスター）の形成を推進することが述べられました。  

沖縄の自立的発展に寄与するという学園法に定められて

いる設立目的を反映し、知的･産業クラスター（R&D クラ

スター）の形成を推進するため、本学は平成 26 年度に沖

縄の自立的発展担当首席副学長オフィスを設立しました。

本オフィスは引き続き、本学の研究室から生まれた発明を

同定、特許化、促進し、知的･産業クラスター（R&D クラ

スター）を沖縄に構築する取組を行います。既存の企業と

の共同研究開発プロジェクトを更に発展させるとともに、

本学の知的財産を基にしたスピンオフ企業の輩出を奨励

します。また、国内企業パートナーと既に構築したネット

ワークに加え、国際ネットワークを発展させることを目指

しています。一方、地域コミュニティや地域の学校とも連

携・交流を引き続き深め、キャンパスを地域の文化的活動

やコミュニティ活動の拠点として発展させます。 

   

 

A 

4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研究交流・共同研究) 

4101 研究者の相互訪問や市場・産業ニーズ分析等の取組

により、引き続き、大手企業とベンチャー企業の双方を含

む産業界との研究交流や共同研究を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将来の連携を見込ん

だ企業との正式なコン

タクト数 

 

・産業界との連携事業

数(連携協定、共同研究

契約、特許活用件数等)  

 

・起業家育成に関する

ワークショップ及びセ

ミナーの参加者数  

（研究交流・共同研究) 

4101 沖縄の自立的発展オフィスは、産学関係の促進と

OIST の研究からの知的財産機会の発展に焦点をあててい

ます。 

 4 つの新たな主要企業との共同研究合意が締結さ

れ、それに伴うプロジェクトが開始されました。 

 8 つの新たな主要企業との秘密保持契約が締結さ

れ、新たな共同研究合意が現在考案中となってい

ます。 

 OIST が新たに 50 の企業へ紹介され、共同事業/共

同開発の機会を議論しました。 
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4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

 

 

4102 過去の成功例をもとに起業家精神育成ワークショ

ップを継続して実施します。本ワークショップには沖縄の

他大学の研修生や本学職員も対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

 

4103 知識移転の促進のため民間フェローシップ・プログ

ラムの創設を検討し、長期にわたる関係を構築していく土

台として本学と産業界との結び付きを創ります。  

 

 

 

4104 沖縄県が実施している「沖縄科学技術大学院大学を

活用した人材育成事業」、「ベンチャー創出支援事業」、「サ

ンゴ礁再生に関する調査研究事業」及び「知的・産業クラ

スター形成推進事業」の下で、本学は、沖縄の生物資源を

活用した研究開発や新エネルギー供給システムの研究開

発等、県内ベンチャー企業や学術機関等との共同研究  4 

件を引き続き実施します。また、それらの事業による学術

的会合やシンポジウムにも積極的に貢献していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

4105 沖縄県との共同研究プログラムの下、新たな連携の

機会を提案します。 

添付資料#4-1 受託研究等及びイベント 

 

4102 OIST の研究者らによって開発された発明を基盤に

した起業家の活動を促進するため、第 3 起業家育成プログ

ラムが計画されました。ワシントン DC のアメリカ国立科

学財団、Innovation Corps (I-Corps) Node が、リーン・スタ

ートアップメソッドに基づいた 9 日間の集中起業家トレー

ニングプログラムを主導します。15 名の研究者とスタッフ

がハンズオンアプローチで顧客開発、顧客価値、およびビ

ジネスモデルキャンバスに取り組みました。 

 

4103 OIST の研究員らと産業の繋がりを強化するため、

業界メンターネットワークが構築されました。業界のメン

ターたちは 5 つの新たに策定された概念実証(POC)プロジ

ェクト (下記の「技術開発及び技術移転」の概念実証(POC)

プログラムを参照) に直接関与しました。 

 

4104 沖縄の民間のパートナーと教育機関とともに、4 つ

の既存の研究プロジェクトが実施されました。同プロジェ

クトは下記のとおりで、沖縄県からの資金提供を受けまし

た。: 

 

 知的クラスタープロジェクト 

 知的産業クラスタープロジェクト (スタートアッ

プ推進プログラム)  

 知的産業クラスタープロジェクト (国際共同研究

プログラム) 

 亜熱帯/島 エネルギーインフラストラクチャーテ

クノロジー研究プロジェクト 

 

プロジェクトの研究分野には化学、植物システム生物学、

エネルギーが含まれます。 

 

4105 地域産業パートナーを招いた新たな共同研究の資

金調達を行うため、沖縄県への申請を行いました。結果と

して、2 つの新規研究プロジェクトに対して沖縄県からの



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

44 

資金提供が行われました。: 

 

 戦略的製品開発サポートプロジェクト 

 沖縄の医療産業の競争力拡大プロジェクト 

 

4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

（知的財産管理） 

4106 本学のミッションである基礎研究を補い、その研究

成果を知的財産として適切に保護するため、研究者からの

発明開示を引き続き促進します。 

 

 

 

 

4107 効率的かつ戦略的な知的財産の管理や特許出願に

おいて助言を得るため、外部の特許専門家の国際的ネット

ワークを拡大します。このことにより、外部専門家の層を

厚くし、発明評価委員会における質の向上に努めます。  

 

 

 

 

 

4108 潜在的なライセンシーとの交渉状況などの情報を

管理する新たな知的財産管理システムを利用し、第三者実

施を含む特許の管理・活用を行います。  

 

 

 

 

4109 教員やポスドク研究員、学生、スタッフ向けに知的

財産に関するトレーニングを実施することで、権利化・事

業化可能性や手続き、権利の保護について意識を高める機

会を提供します。 

・知的財産（発明の開

示数、特許申請及び取

得数等） 

（知的財産管理） 

4106 発明の開示手順は研究者らにとって新たな発明を

より開示しやすいように最適化されました。発明届出書は

大学全体の書式と合意書の効率化と管理を目的として書

面形式から電子形式へと切り替えられ、OIST の電子申請

システム (EAS) に統合されました。（12 の発明開示が評

価済み） 

 

4107 発明等評価委員会と特許申請評価の新手順は、平成

26 年度の特許出願書式の提出数 34 通から平成 27 年度の

64 通への増加につながりました。信頼の置ける経験を積

んだ外部の特許専門家 3 名 (イギリスから 2 名、日本から

1 名)が、既存の外部専門家ネットワークへ組み込まれまし

た。結果として、知的財産管理に関わる幅広い分野から、

5 カ国合計 24 名の非常に能力の高い専門家で構成される

ネットワークを構築することができました。 

 

4108 新たな IP 管理システム、SOPHIA が特許管理を目

的として導入され、発明の開示からライセンス認可に至る

全体のイノベーションプロセスの管理にも拡大されまし

た。OIST の安全保護された IT システムとの互換性を確保

するためにソフトウェアのトラブルシューティングが開

始され、標準運営手順が策定中です。 

 

4109 4カ国から9名の特許弁護士と技術移転専門家によっ

て知的財産に関する 14 のセミナーおよびトレーングクラ

スが実施されました。 

 

添付資料#1.4-2 特許状況 
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4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（技術開発及び技術移転）  

4110 本学で生み出された発明や知的財産に基づく事業

化可能性を向上させます。具体的には、マッチングイベン

トの参加頻度を上げる、もしくはマッチングのフォローア

ップのミーティングを多く設定します。また、有望な案件

に対して、事業化可能性評価委員会において支援の有無及

び支援内容を議論し、組織的な支援活動を推進します。 

 

4111 知的・産業クラスター形成に関する国際ワークショ

ップやオープン・エネルギー・システム国際シンポジウム

を始めとするハイレベル会合の成果を踏まえ、ターゲット

とする産業分野のビジネス知識を強化し、各分野に特化し

た戦略を立てます。 

 

4112 バイオ・インターナショナル・コンベンションやバ

イオジャパン、ナノテクジャパン等、国内外で広く知られ

るワークショップや展示会への参加を通じて、産業界との

交流や関係構築を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4113 科学技術のグローバルなビジネス展開とマーケテ

ィングに関する専門性を学内に育成することにより、事業

開発体制の構築・明確化を進めます。また民間企業による

委託研究プロジェクトや商業化活動に本学職員が参加す

る際のガイドラインを提供します。 

 

4114 規則や規定を整え、概念実証（POC;  Proof  of  

Concept）プログラムを実施します。本プログラムでは学内

・概念実証（Proof of 

Concept）やその他の関

連プログラムによる応

用研究事業（POC や実

行可能性等）の数 

 

・外部機関の本学研究

施設の利用回数等 

（技術開発及び技術移転）  

4110  OISTのスピンアウトとOISTに関連するベンチャー

企業を支援するため、施設および共有設備の使用資格、使

用条件を含む、規則および規定の草案が策定されました。

OIST 内部承認手順の追跡調査が開始されました。 

 

 

 

4111 知的財産のランドスケープと産業セクターに関する

知識を向上させるため、特許に関するランドスケープ報告

書と、太陽電池、バイオセンサー、画像処理、シグナル処

理、ラボオンチップ、微生物燃料細胞を含む OIST に関連

する重要分野での市場調査をまとめました。 

 

4112 沖縄の自立的発展オフィスのスタッフが 9 つの国内

および国際会議や展示会に参加しました。 (カッコ内は潜

在的パートナーを対象に展示したテクノロジーの数) 

                

 国際バイオテクノロジー展 2015:（5） 

 BIO International 2015:（5） 

 MEDIX 東京:（7） 

 シンガポールでの沖縄ビジネス環境セミナー:（7） 

 OPG 産業推進セミナー (東京):（11） 

 Taitronics (台北):（3） 

 BioJapan 2015::（10） 

 Semicon::（13） 

 nano tech 2016:（16） 

 

4113  OIST の技術に関する技術移転と事業開発の管理能

力を増強するため、沖縄の自立的発展オフィスのスタッフ

が日本および海外で行われた 51 の外部専門家トレーニン

グイベントに参加しました。 

 

 

4114 新たな概念実証 (POC) プログラムの選考基準、申

請、審査、管理手順が策定され、OIST のエグゼクティブ

 



平成 27年度事業計画 指標 平成 27年度業績 
自己 

評価 
 

46 

4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

競争的資金が提供され、本学の知的財産の商業化を強化す

るデータの取得を目的に、特化した実験を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4115 OIST テクノロジーを実用化へと結び付けるため、

本学研究者と他大学や民間企業の共同研究者が実証試験

を行う共同研究室として、新設される第  3 研究棟内に 

OIST テクノロジー・トランスファー・センターを設けま

す。 

 

 

 

4116 内部の優先利用を確保しつつ、他大学や民間企業等

による本学の研究施設の利用を促進します。（再掲。1.2 参

照） 

 

 

4117 本学の知的財産に基づいたスタートアップ企業に

提供する場として、キャンパス近隣に OIST リサーチ・パ

ークとインキュベーター施設を建設する必要性と実現可

能性を調査します。 

コミッティによって承認されました。 

 平成 27 年 7 月に同プログラムのパイロットプログラ

ムは成功しました。ラウンド I では 5 つのプロジェク

トが承認、開始されました。ラウンド II の公募が平

成 28 年年 1 月に開始されました。 

 実用化戦略に関して POC プロジェクトへアドバイス

を提供するため、世界的な業界メンターネットワーク

が構築されました。パイロットプログラムの評価に関

する計画が進行中です。 

 

4115 第 3 研究棟、レベル A のスペースが技術開発研究の

ために提供され、R&D クラスター研究プログラム、概念

実証(POC)プロジェクト、および産業共同プロジェクトへ

利用可能となりました。スペースはすぐに埋まってしま

い、現在キャンセル待ちとなっています。スペース使用の

資格判断および使用条件を管理するため、標準運用手順が

策定中です。 

 

4116（再掲 1211） 沖縄プロテイントモグラフィー（OIST

初のベンチャー）が、「研究施設外部利用契約」に基づき、

300kV クライオ透過顕微鏡を月平均で 4.8 日、計 57 日利用

しました。 

 

4117 R&D クラスター研究プログラム、概念実証(POC)プロ

グラム、OIST 知的財産などに由来するスタートアップ活

動の可能性を予測し、OIST キャンパス付近のインキュベ

ーター施設の必要性が審査されました。スペースと予算の

要件が具体化され、インキュベーターの実現可能性が評価

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

（知的・産業クラスター形成に関連する活動） 

4118 知的・産業クラスター形成に繋がる交流の機会を増

やすため、セミナーやワークショップ、シンポジウム、そ

れに関連する活動を講堂と併用して R&D クラスターホ

ールで開催します。 

  

・本学が主催した産業

発展及び知的・産業ク

ラスター形成に関する

シンポジウム、会議、

ワークショップの開催

数  

（知的・産業クラスター形成に関連する活動） 

4118  R&D クラスターホールが開設され、OIST カンファ

レンス・センターとして講堂との共用が開始されました。

OIST は同時セッションや分科会セッションを伴う大規模

な国際会議を主催するのにより適した場所となりました。

平成 27 年度には 16 件の外部利用イベントがカンファレン
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4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

 

 

4119 沖縄で開催された知的・産業クラスターに関する国

際ワークショップでの提言の実行に向け、平成 26 年度に

続き、タスクフォース事務局として議論をまとめます。内

閣府及び沖縄県庁を含むタスクフォースの検討結果を踏

まえ、平成 27 年度を含め可能な限り早期に、知的・産業

クラスター推進組織の具体的な設立準備行為を開始でき

るよう、調整を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4120 クラスター推進組織の立ち上げを促進するため、科

学技術に基づいた知的・産業クラスター形成をテーマとし

た国際シンポジウムを企画します。 

 

 

 

 

 

4121 世界市場のニーズの分析に加えて、本学及び沖縄の

科学技術能力と可能性の分析も開始し、両者の隔たりを理

解した上で、知的・産業クラスター形成に向けて本学の戦

略を策定します。その際、科学技術のイノベーションがも

たらす効果を測定するためのツールを開発します。  

ス・センターで開催されました。 

 

4119 沖縄の自立的発展オフィスは沖縄での R&D クラスタ

ー開発へ貢献するため、OIST の焦点となってきました。

平成 27 年度の終わりには、R&D クラスター研究プログラ

ムと R&D クラスター・タスクフォース活動の調整機能を

同オフィスへ移譲する準備がなされ、平成 28 年度から始

動します。平成 28 年度には R&D クラスター活動の調整を

助けるため、同オフィスに新たなスタッフが参加する予定

です。 

  

 R&D クラスター・タスクフォースが、独立推進組織

を提言し、世界的に競争力を持った沖縄の R&D クラ

スターの開発、発展、および持続性を推進する構造と

活動の特徴付けを行いました。タスクフォースの提言

についてステークホルダーとフォローアップする計

画が進行中です。 

  

R&Dクラスター推進戦略計画に関してOISTのスタッフが

沖縄県と密接に活動し、沖縄科学技術推進ロードマップ委

員会のメンバーとして任命されました。 

 

4120 「大学発のイノベーションを加速する」をテーマに

掲げ、3 月 22 日に国際シンポジウムが実施されました。日

本、アメリカ、イギリス、そしてシンガポールからの 16

名の専門家が、産業界への大学の技術移転、起業家を目指

す学生や研究者の教育、産学官連携の強化、そして大学の

発明に基づいたスタートアップベンチャーの構築につい

て意見を交わしました。 

 

4121 沖縄でのイノベーション環境のコア要素に関する

R&D 調査の概要が策定されました。政府機関とともに、

沖縄の教育、雇用、インフラストラクチャー、投資、およ

びベンチャー企業に関するデータの集計と分析を行う包

括的な計画が開始されました。調査に貢献するため、米国

の科学政策フェローを本学が受け入れるとの提案が外部
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機関に提出されました。 

4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域連携に関する取組） 

4122 県内の他機関との交流の機会を設け、知的・産業ク

ラスターのコミュニティの発展に繋げます。この中には、

大学コンソーシアム沖縄や県による科学技術と産業の推

進プログラム、関連テーマを扱う座談会、その他の取組が

含まれます。 

  

 

 

 

 

4123 引き続き、中部病院や南部医療センター、琉球大学

医学部等地域の核となる医療機関との交流プログラムを

実施し、科学講演会を開催します。 

 

4124 引き続き多くの訪問者（県内の企業や各種協会等の

団体も含む）を得られるよう努めます。同時に、訪問者数

の増加により本学の主目的である教育と研究に支障がな

いよう配慮します。 

4126 沖縄県内の児童・生徒に、世界最先端の研究環境を

体感し、科学技術分野での進学又は就職への関心を高めて

もらうことを目的として、県内学校からの本学キャンパス

訪問を積極的に受け入れます。特に、沖縄県教育委員会や

県内各高等学校と緊密に連携し、県内の全ての高等学校を

対象とする訪問プログラムを引き続き推進します。平成 

27 年度内には、県内高校 20 校からの訪問を受け入れま

す。 

 

4125 本学キャンパスで 6 度目となるオープン・キャン

パス（一般開放）を実施します。 

 

 

4127 県や観光組織との連携により、高度な科学技術教育

プログラムを行う本土のスーパー・サイエンス・ハイスク

ールの本学への訪問を引き続き実施・強化します。 

 

・視察や来訪者の数（オ

ープン・キャンパスへ

の来訪者数を含む） 

 

・キャンパスを訪れた

県内児童・生徒数 

 

・県内児童・生徒を対

象とした講義やイベン

トの数 

（地域連携に関する取組） 

4122 OISTは大学コンソーシアム沖縄の事務局を支援し、

その総会や活動に連係して取り組みました。 

また、OIST 職員は以下を含む知的・産業クラスターのコ

ミュニティの発展に関連する委員会や円卓会議の委員を

務めました。 

 沖縄県：沖縄科学技術振興ロードマップ策定検討委員

会 

 琉球大学：沖縄産学官協働人財育成円卓会議 

 

4123 南部医療センターにおいて佐藤矩行教授、石川裕規

准教授による講演会を実施し、それぞれ 100 名の医師、看

護スタッフ等が聴講しました。 

 

4124、4126 県内企業、地域団体、児童生徒等 計 35,457

名がキャンパスを見学しました。高校 34 校、2,352 名、小

中学生 17 校、804 名が OIST を訪問しました。ICT を活用

し生徒が積極的に参加できる内容を導入する等プログラ

ムを改善しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4125 301 名の教員、研究スタッフ、事務スタッフの協力

を得て、新規出展項目も含め 31 以上のデモ、展示を行い

5,000 名が来場しました。 

 

4127 県外で開催される沖縄修学旅行フェアに参加し広

報するとともに全国の全ての SSH 指定校に文書で案内を

し、県外 6 校（SSH 3 校を含む）427 名の高校生、40 名の

中学生の見学を実施しました。 
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4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

4128 引き続き、全ての学年の児童・学生に対して、本学

の教員や外部の著名な科学者による講演会を開催します。  

 

 

 

 

 

 

 

4129 恩納村と協力して、第 6 回恩納村・OIST こども科

学教室を開催します。 

 

 

 

 

 

4130 地元の人々に本学に訪問してもらうために、本学の

講堂や他の施設を活用し、デモンストレーションや科学フ

ェア、コンサート、展示会等文化的なイベントを開催しま

す。 

 

 

 

 

 

4131 地元教育委員会による英語教育に関する会議及び

地元の学校で実施される英語講座への本学関係者の参加

促進等により、子供達の英語力及び異文化理解を深めるた

めに、地元の学校に協力をします。 

 

4128 県内児童・生徒また学校教員向けの講演会を実施し

ました。また OIST の国際的な環境を活かし沖縄県教育委

員会、JICA、沖縄県国際交流人材育成財団、米国総領事館

と共同による県内で英語を使って活躍できる仕事を紹介

するイベント「英語でお仕事」を開催しました。103 名の

高校生が参加し各機関から仕事の説明を受け、一部仕事体

験をしました。OIST ブースでは逐次・同時通訳の仕事を

体験してもらいました。 

 

4129 第 6 回目の恩納村・OIST こども科学教室を開催し

112 名の児童生徒が参加しました。2010 年度からの参加累

計は 496 名となりました。昨年に引き続き夏季 1 ヶ月受け

入れた琉球大学のインターン学生に加え、名桜大学、沖縄

キリスト教大学の学生がボランティアとして参加し教室

運営を補助しました。 

 

4130 陶器展「北窯×OIST 伝統と科学」を 2 ヶ月に亘り

開催しました。その他 8 件の琉球古典音楽、箏、クラシッ

ク音楽、オペラを開催し地域の方々に楽しんでいただきま

した。 

また、8 月には「第 1 回 OIST 夏祭り」を恩納村、恩納村

むら興し協議会、谷茶区と共同で開催し、300 名の OIST

関係者及び村民の参加を得ました。 

 

 

4131 恩納小学校と連携し、OIST 職員の子弟を対象とした 

英語教育プログラムを日本の教育制度の枠組みの中で実

施しました。OIST 職員による英語での読み聞かせを同小

学校にて実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（その他の取組） 

4132 引き続き、優秀な県内出身者の雇用に努めます。 

 

 

 

 

 

・沖縄出身の職員数（研

究者、事務系職員等）  

 

・本学で開催された外

部主催の国際会議及び

ワークショップの数、

及びその参加者数 

（その他の取組） 

4132 今年度の採用 174 名に対し、29 名の沖縄県出身者を

雇用しました。（事務方 22 名、ユニット 7 名） 
  事務職他 技術員 研究員 合計 割合 

沖縄県出身者 147 18 6 171 24.3% 

県外 184 80 270 534 75.7% 

合計 331 98 276 705 100.0% 
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4 

沖縄の自立的
発展への貢献
に関する事項 

取組 

 

4133 「沖縄産業まつり」や「沖縄 MICE コンテンツト

レードショー」等に参加したように、引き続き、県内の主

な文化的、産業的、学術的イベントに参加します。また、

米国総領事館及び沖縄県と連携し、沖縄で主要な科学教育

競技の一つとなっている、高校生を対象とした起業のため

の研究能力を競う科学イベント「SCORE」を引き続き実施

します。 

 

4134 沖縄県及び沖縄観光コンベンションビューローと

連携し、より多くの外部主催の国際会議・ワークショップ

が本学で開催されるよう図ります。 

 

4133 「沖縄の産業まつり」「おんな祭り」「沖縄 MICE コ

ンテンツトレードショー」等に参加、出展し研究成果や会

議施設を紹介、また子ども向けに科学デモを行いました。 

第 4 回 SCORE を開催し、11 校 21 チームの応募があり 15

チームが最終選考にすすみそれぞれの科学プロジェクト

を発表しました。英語で発表するチームもみられました。 

 

 

4134 会議施設を 43 件の外部イベントに提供しました。う

ちカンファレンス・センターの利用は 16件ありました。「第

21 回高エネルギー及び原子核物理におけるコンピューテ

ィングに関する国際会議 (CHEP2015)」「EMBO ワークシ

ョップ Computational Biology: From Genomes to Systems」

「第 43 回日本潰瘍学会」「日本計算機統計学会設立 30

周年記念国際研究集会」などです。平成 27 年度は 4,000

人を超える参加がありました。 

第 5 章 キャンパス整備・大学コミュニティの形成、安全確保及び環境への配慮に関する事項 

5.1    

キャンパス整
備 

目標 

引き続き、本学は、計画通り、キャンパスの整備を進めま

す。 

   

A 

5.1  

キャンパス整
備 

取組: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

511 既存建造物の管理・維持及び構内道路等整備を行い

ます。 

 

 

512 技術支援棟の設計と建設を行います。 

 

 

513 キャンパス拡張の計画を開始し、必要な土木工事と

第 4 研究棟の設計を行います。 

 

 

 

514 前年度に完了した実施設計に基づき、臨海実験施設

を整備します。 

 

515 民間事業者とのパートナーシップの活用により、第 

 511 平成 27 年度に整備された新たな施設を含め、計画通

り、既存建造物の管理・維持及び構内道路等整備を行いま

した。 

 

512 計画通り技術支援棟の建設を開始し、平成 28 年度中

の完成を予定しています。 

 

513 将来的なキャンパス拡充のための土地整備計画が申

請され、第 4 研究棟のインフラ及び道路の設計を平成 27

年度中に完了しました。建設工事は平成 28 年度に開始予

定です。 

 

514 臨海実験施設の建設を平成 27 年度に開始しました。

同施設は平成 28 年度中に完成予定です。 

 

515 ビレッジゾーン整備の最終段階である、イーストコ
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5.1  

キャンパス整
備 

取組: 

1 期キャンパス整備でのビレッジゾーン建設を完了しま

す。（フェーズ 3-2 として、平成 27 年度に 54 戸が完成

します。） 

 

516 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法

律（平成 12 年法律第 127 号）に基づき、引き続き、入

札スケジュールや結果等の入札及び契約に係る情報の事

前・事後の公開等を行い、透明性の確保を図ります。 

ートの整備が平成 27 年度中に終わり、同施設への入居が

完了し、利用されています。また、更なる宿舎施設の将来

計画を進めています。 

 

516 全ての入札を公共工事の入札及び契約の適正化の促

進に関する法律（平成 12 年法律第 127 号）に基づき実施

し、透明性と公平性を維持しました。 

5.2  

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

目標 

職員及び学生やその家族を含む大学コミュニティの発展

は、大学運営を成功させる上でも重要であることから、引

き続きその推進に努めます。人員及びサービスの拡大や、

リソース・センターや本設のチャイルド・ディベロップメ

ント・センター（CDC）施設の整備により、教職員の教育

及び保育環境の向上を図ります。 

   

 

A 

5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大学コミュニティの形成）  

521 人事やリソース・センター、がんじゅうサービスに

よる福利厚生プログラムの実施、内部コミュニケーション

サイトの充実、生活関連情報の提供、職員やその家族によ

る活動（OIST Welcome Club 等）、人事、リソース・セン

ター、がんじゅうサービスによるイベントの開催等、職員

を始め、その家族も含む大学コミュニティの生活水準の向

上を図る取組を引き続き進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （大学コミュニティの形成） 

521 （2407 再掲） 外部評価委員会は OIST が提供す

る福利厚生及び社会的・文化的支援プログラムに対し

大きな感銘を受けたとしており、報告書で次のように

記しています。 

「OIST は新たに雇用される人材のための支援体制の

構築に非常に力を入れている。スタッフが沖縄での新

生活に順応していくためには、よい住居、健康面での

サポート、カウンセリング、保育施設、リソース・セ

ンターといった支援が必要不可欠と考えられ、実際に

提供されている。 

OIST は「がんじゅう」というカウンセリングサービス

を設け、教職員及び学生が指導や支援を確実に受けら

れるようにしている。また、OIST は生後 2 か月から 6

歳の子どもを対象としたチャイルド・ディベロップメ

ント・センター（保育施設）を設置している。更に、

アフタースクールプログラム（学童プログラム）及び

ホリデープログラムも提供されている。 

OIST には医師と 3 名の看護師が常駐するクリニックが

設置されている。軽度、又は緊急の場合はキャンパス

内で診察を受け、また、島内で最適な専門家に紹介を
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5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受けることもできる。更に、沖縄での生活に順応でき

るよう、生活全般における支援や助言を提供するリソ

ース・センターが設置されている。 

外部評価委員会は担当スタッフと会い、彼らの熱意と

高い能力に感銘を受けた。支援体制とその運営につい

て、教員、研究者、ポスドク、学生から一様に賞賛の

声が聞かれた。 

こうしたリソースの設置、及び人材の配置は目を見張

るものであり、高く評価する。」 

 

メディカルセンター、がんじゅうサービス、CDC、リ

ソース・センターを含む福利厚生機能は、各施設間の

連携をさらに高めるため、これら複数の機能をひとつ

の組織構造にまとめられました。各施設のリーダーは、

サービスをより充実させるため、定期的に合同会合を

開いています。これら全てのサービスは、OIST コミュ

ニティ、すなわち職員、学生とその家族の誰もが利用

可能な体制となっていることを強調します。家庭医療

を含めた幅広い医療分野での経験を持つバイリンガル

一般開業医の原医師が 2015 年 5 月から OIST で勤務し

ています。保健センターのマネージャーらとの緊密な

連携によりクリニックを開設しました。同クリニック

は 2015 年 9 月より本格的にサービスを提供していま

す。OIST コミュニティ全体を対象にサービスを提供し

ており、順調に運営されています。がんじゅうサービ

スには、日本人の経験豊富なカウンセラーも加わり、

サポート体制の充実した職場環境の実現を推進するた

め、ワークショップや特別な目的に応じた会合を開催

しています。英国からは世界トップクラスの睡眠／不

眠症の専門家が一週間訪問し、がんじゅうサービスの

スタッフによる、職員と学生向けの認知行動学に基づ

いた治療プログラムの確立を手伝い、また、睡眠問題

に特に悩まされている学生らに十分な時間を割いたセ

ッションを行いました。リソース・センターでは、二

人目のバイリンガル職員が加わりました。同センター

では、沖縄での生活関連情報を提供し、外国人メンバ
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5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

522 クラブ申請の管理を行う OIST 公認クラブ運営グル

ープによれば、平成 27 年度には更に多数の新しいクラブ

が設立されることが見込まれています。本運営グループは

各クラブ申請を審査し、受理または却下、またより頻繁な

ケースとして、受理する上で変更を求める対応を行いま

す。現在本学には 17 のクラブが設立されています。  

このようなクラブ活動は、本学の社会的結束を高めるため

重要な役割を担っています。 

 

 

 

 

523 平成 26 年度に、他大学や他研究機関における同様

な取り組みを調査し、掘り下げた議論を行った結果、「レ

ジストレーション（受入支援）・デスク」と呼ばれる、本

学に来訪する研究員や科目等履修生のための窓口を設け

るという提案が本学執行部メンバーに提示されました。レ

ジストレーション・デスク担当者は、増加している本学に

来訪する研究員が適切に登録され、本学データベース及び

手続き上に確実に組み込まれるようにします。レジストレ

ーション・デスクは平成 27 年 4 月 1 日の開設が予定さ

れ、現在本学に来訪する研究員の対応を担当している複数

ーに向けて、日本語のウェブサイトやチラシに掲載さ

れている情報の理解を手助けしています。HR の赴任サ

ポートチームは、非常に効果的かつ効率的に機能して

おり、新たに着任するすべての職員や学生から高く評

価・感謝されています。 

日本語を話さない家族の児童の就学前・初等中等教育

については、現在も困難な状況であり、よりよい解決

策に向けた進捗は芳しくありません。リソース・セン

ターでは、配偶者の就職を支援していますが、日本語

を話さない配偶者やパートナーの就職先を見つけるこ

とは、現在も大きな課題となっています。教職の経験

を持っている者については、CDC でパートタイムの職

に就くことができます。 

 

522  平成 27 年度には、下記の 5 つのクラブが新規に設立

されました。 

 カンバセーションクラブ 

 ボリウッドダンスクラブ 

 コンピューター・サイエンスクラブ 

 SOCKs（沖縄の野良猫を救う）クラブ 

 模擬国連・ディベートクラブ 

上記全てのクラブはOIST 公認クラブ運営グループによっ

て承認されました。このようにクラブの数は増加してお

り、多種多様な活動を行っています。クラブ活動は本学の

社会的結束を高めるため重要な役割を担っています。 

 

523 平成 27 年 4 月 1 日に開設されたレジストレーション・

デスクは本学に来訪する研究員及び招聘ゲストの受入支

援を始めました。各研究ユニットの客員研究員、招聘ゲス

トに関し、招聘プロセスを確実かつ効率よく遂行すべく、

コーディネーション業務を行いました。客員研究員、招聘

ゲストの計 289名をデータベースに登録し管理を行いまし

た。 
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の組織の業務の統合・改善に大きく貢献します。 

5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子弟の教育・保育環境） 

524 拡大された近代的な本設の CDC 施設を活用し、引
き続き質の高い、完全なバイリンガルの保育、学童保育及
びホリデープログラムを適切な受益者負担のもと提供し
ます。CDC 運営委員会は、引き続き四半期に一度会議を
開くとともに、CDC 財務委員会会議を別途行うことによ
り、園の予算について厳重な注意が常に払われるよう徹底
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （子弟の教育・保育環境） 

524 引き続き、未就学児の保育施設（てだこ）、学童向け

のアフタースクール、及びホリデープログラムにより、年

齢に応じた完全にバイリンガルなプログラムを提供して

います。「てだこ」は、生後 2 ヵ月から 6 歳までの未就学

児童を対象としたプログラムを提供し、運営時間は月曜日

から金曜日の 8:00-18:00 となっています。新たに建設され

た施設が本プログラムに大いに貢献し、2015 年度には受け

入れ人数が 30%以上増加しました。アフタースクールプロ

グラムは 5-12 歳の学童を対象に月曜日 -金曜日の

15:30-18:00 であり、各小学校から送迎された子供たちを対

象に、2 名の教員が宿題の手助けや学校教育を補完する教

育活動を行っています。また、5-12 歳の学童を対象として、

OIST の運営日に小学校が休みとなる期間中にホリデープ

ログラムを提供しています（春休み・夏休み、米国暦年の

祝日）。本プログラムの時間は 8:00-18:00 であり、保護者

が仕事をしている間、キャンパスで子供たちを預かってお

り、年間で 70 日間運営されています。 

いずれのプログラムも 2015 年度に大幅に成長しました。

未就学児を対象とした「てだこ」に通う児童は 72 名から

100 名に増加、アフタースクールプログラムは 16 名から

20 名に増加、ホリデープログラムは 27 名から 30 名に増加

しました。 

2015 年度には、CDC 運営委員会の会合が 2 回開催されま

した（2015 年 12 月、及び 2016 年 3 月）。また、CDC の予

算委員会は、2015 年度に 3 回開催されました（2015 年 5

月、6 月、2016 年 2 月）。CDC 運営員会のメンバーは以下

の通りです。 

エグゼクティブより： 高梨桂治副学長（財務担当）、久保 

真季副学長（ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｲﾃｨﾌﾞ･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当）、アリ・ガン

ジロー副学長（施設管理担当）、ニール・コールダー副学

長（広報担当）（議長）、ジェフ・ウィッケンス研究科長、

マチ・ディルワース副学長（男女共同参画・人事担当）、

杉山（矢崎）陽子准教授（教員代表）、ジュリア・ナブホ

ズ  CDC ディレクター 
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5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

525 沖縄県や恩納村等の関係する地方公共団体と連携・

協力し、英語による教育を受ける機会の拡大等、教職員及

び学生の子弟の教育環境の向上を図るための取組を進め

ます。 

 

 

 

526 恩納小学校との共同プログラムにより、職員の子弟

に対して日本の教育システムの下での英語による教育を

提供します。 

 

527 平成 27 年度には、職員とその家族に対して提供さ

れる英語及び日本語クラスの数を増やします。語学訓練へ

の需要は非常に高く、英語と日本語におけるコミュニケー

ション能力は本学の成功の土台です。（再掲。2.4 参照）  

OIST チャイルドケア・アソシエーションより：ファデル・

サマテ 准教授、レネー・ドーファン、ザカリ・タウフィ

ック、クワン・シャオ、喜屋武奈央子、アグネシュカ・ド

ビンスカ。 

CDC 運営委員会のメンバーの変更が 2016 年度に予定され

ています。 

CDC 予算委員会のメンバー：高梨桂治、久保真季、アリ・

ガンジロー、ニール・コールダー（議長）、杉山（矢崎）

陽子、ジュリア・ナブホズ、ザカリ・タウフィック。 

料金体系は引き続き、運営費の一部を補う形となっていま

す。 

 

525 着任する外国籍の教員や研究員、学生、職員の数が増

えているため、その子弟に英語による教育を受ける機会を

提供することは、沖縄での生活の質を左右する非常に重要

な事柄です。AMICUS とは継続してディスカッションが行

われており、また県内の他のインターナショナルスクール

（小学校・中学校）の可能性も模索しています。 

 

526 恩納小学校との共同プログラムは継続して提供され

ています。 

 

 

527 （再掲）平成 27 年度、英語コースの受講者数は計 431

名、30 のコースが開催されました。研究科との協力のもと

10 回に及ぶポスター発表の授業を開催しました。 

サイエンスチャレンジワークショップでは 28 名の学部生

に対しプレゼンテーションスキルの向上と英語の授業を

行い、また英語講師がコンテストの審査員として参加しま

した。 

球陽高校の生徒にプレゼンテーションスキルの向上の授

業を行い、サイエンスプレゼンテーションコンテストでの

優勝に貢献しました。また、科学のポスター発表について

の授業も行いました。 

沖縄キリスト教学院大学の学生にサイエンス英語の授業

を行いました。 
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5.2 

大学コミュニ
ティの形成、子
弟の教育・保育
環境の向上 

取組 

 

研修・人材育成チームとの協力のもと、パーフェクト E メ

ール（2 回）、パーフェクト E メールワークショップ（1 回）、

よくある英語エラー（2 回）、卓越したプレゼンテーション

（2 回）、NEO のためのプレゼンテーションスキル（2 回）

のワークショップを行いました。新入職員オリエンテーシ

ョン見直しに関し向上のための指導を行いました。 

翻訳、編集、採用面接に関するサポートを様々なディビジ

ョンに対して行いました。 

OIST は 2 名の常勤英語講師を雇用しています。両講師と

もアジア教育学会に参加しました。 

日本語コースにおいては、OIST は 1 名の常勤講師を採用

し、受講人数は計 513 名、3 学期を通して 39 のコースを開

催しました。 

学生支援セクションのサポートとして、サバイバルコース

が 2 コース、ブッシュユニットのワークショップではサバ

イバルコースが 1 度開催されました。 

 （学生支援） 

528 学生に対し、良好な社会的・心理的な環境を提供す

るため、福利厚生を含む様々な支援活動を推進します。（1.1 

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

529 スポーツやレクリエーションの機会を増加させるこ

とにより、環境を改善します。 

 （学生支援） 

528  

・学生支援： 

-県内の他大学に在籍する学生から、ピア・メンター・プロ
グラムを通し日常生活に関する支援が継続して提供され
ました。 

・全般的な生活支援：  

- 沖縄美ら海水族館や今帰仁城跡、ナゴパイナップルパー
ク、首里城、国際通りなどへの見学をおこないました。  

- 県内の学生との交流会を企画・開催しました。 

-立命館アジア太平洋大学、九州大学、琉球大学等他大学か

らの学生訪問を推進しました。 

 

529 スポーツやレクリエーション施設の計画を開始し、

同施設の資金調達に関する検討を進めています。 

 

5.3 

安全の確保及
び環境への配
慮 

目標 (1) 

リスクマネジメントの取組を行うとともに、災害から教職

員、学生、訪問者等を守るため、必要な防災対策を実施し

ます。 

 

 

 

   

 

A 
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5.3 

安全の確保及
び環境への配
慮 

取組 (1) 

531 引き続き、大学運営に関する様々なリスクに対応す

るためのリスクマネジメント計画を策定します。 

 

532 職員や学生に対し、安全に関する必要な研修を実施

します。 

 

533 恩納村とも協力しながら、災害に強いキャンパス作

りを進め、災害の際にはキャンパス施設を近隣住民の避難

場所として提供します。 

 531 関連部署と連携して、リスクマネジメントの取り組

みを継続して進めています。 

 

532 関連部署と連携して、火事や実験室の利用等におけ

る安全の確保に関するプログラムを実施しました。 

 

533 地震に備える訓練を継続的に実施しています。また、

災害時における地元との連携を促進するために、恩納村

（谷茶区）と協力を進めています。 

 

5.3 

安全の確保及
び環境への配
慮 

目標 (2) 

環境に配慮しながら事業を実施します。    

 

A 

5.3 

安全の確保及
び環境への配
慮 

取組 (2) 

534 リサイクル製品の使用を推進します。 

 

 

 

535 引き続き、温室効果ガス排出量とエネルギー消費を

把握し、その抑制に努めます。 

 

 

536 水の再利用システムの適切な運用管理により、周辺

水域への環境負荷の低減に努めます。また併せて地下水へ

の影響が無いようにします。 

 

537 施設整備に伴う各種建設工事においては、濁水プラ

ント施設を設置するなど、赤土流出対策を十分に行いま

す。 

 

538 生態系の維持や固有生物種の保護に資するようキャ

ンパス施設・敷地の管理を行います。 

 534 関連部署と連携し、引き続きリサイクル製品の使用

を推進する取り組みを実施しました。 

 

 

535 温室効果ガスの排出量を抑えるために、コンサルタ

ントの力を借りて、現在の運営を評価し、抑制に向けた取

り組みを継続して実施しました。 

 

536 年度を通してメインキャンパスとシーサイドキャン

パスをモニターし、周辺水域への環境負担の低減に向けた

取り組みを実施しました。 

 

537 キャンパスにおける建設工事の全てに環境アセスメ

ントのコンサルタントや専門家が携わることで、十分な赤

土流出対策を実施しました。 

 

538 在来種を保護するために、外来種の除草を継続的に

実施し、固有生物種の保護に努めています。 
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4 #1.2-3 平成27年度　アウトリーチ活動実績

5 #1.4-1 学術交流協定一覧
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10 #3-1 外部資金・寄附金獲得状況

11  #4-1 平成27年度　受託研究等（産学連携）及びイベントト

12  #4-2 特許出願状況

平成27年度　業務実績報告　添付資料リスト



学生募集状況　平成28年3月8日時点 添付資料 #1.1-1 学生に関する情報

応募数
アドミッションワーク
ショップ参加者数

合格通知数 入学者数 男性数 女性数 年齢層 国籍 分野 学士号 修士号 出身大学

23 (1) バングラディッシュ(1) 生物学 (12) ユニバーシティ・カレッジ・コーク (2)

24 (4) 中国 (5) 生体医学(2) インディアン・インスティテュート・オブ・テクノロジー・カラグプル (1)

25 (4) エジプト  (2) 化学 (1) イェール大学  (1)

26 (3) エストニア (1) 情報科学 (2) ウォーリック大学 (1)

27 (5) ドイツ (4) 工学 (8) 国立東華大学 (1)

28 (4) インド (2) 数学 (2) 慶応大学 (1)

29 (3) アイルランド (2) 物理学 (7) 新疆大学  (1)

30 (2) 日本 (5) オスナブリュック大学 (2)

31 (2) リトアニア (1) アバディーン大学  (1)

33 (3) マレーシア (1) カイロ・アメリカン大学 (1)

34 (1) ナイジェリア (1) An-Najah National University  (1)

35 (1) パキスタン (1) タルトゥ大学 (1)

41 (1) フィリピン (1) セント・アンドルーズ大学 (1)

台湾 (1) シンガポール国立大学 (1)

平均 (28.3) 英国 (1) ヤーコプス大学(1)

米国 (3) ロチェスター工科大学 (1)

ザンビア (1)
グラム・アイシャク・カーン・インスティテュート・オブ・エンジニアリング・サイエン
シズ・アンド・テクノロジー (1)

ウェストバンク (1) 電子科技大学 (1)

中国科学技術大学 (1)

Anna University (1)

京都大学 (1)

ドレスデン工科大学 (1)

名桜大学  (1)

南京大学  (1)

東京大学 (1)

琉球大学  (1)

厦門大学  (1)

カリフォルニア大学サンタクルーズ校 (1)

Xishuangbanna Tropical Botanical Garden (1)

Alexandria University (1)

情報科学芸術大学院大学 (1)

早稲田大学 (1)

応募数
アドミッションワーク
ショップ参加者数

合格通知数 入学者数 男性数 女性数 年齢層 国籍 分野 学士号 修士号 出身大学

23 (3) 日本 (5) 生物学 (10) ケンブリッジ大学  (1)

24 (2) 台湾 (3) 工学 (3) グラスゴー大学  (1)

25 (4) 中国 (2) 物理学 (4) 国立台湾大学  (1)

26 (2) ニュージーランド (2) 数学 (1) モスクワ大学  (1)

27 (4) インド (1) 情報科学 (2) オタゴ大学  (1)

28 (1) カザフスタン (1) 国立台湾大学  (1)

31 (2) ドイツ (1) 東京大学  (1)

37 (1) 米国 (1) ジョージ・ワシントン大学  (1)

40 (1) バングラディッシュ (1) オークランド大学  (1)

フランス (1) カリフォルニア州立大学ロングビーチ校  (1)

平均 (27.2) ベルギー (1) 南京大学 (1)

キプロス (1) リエージュ大学  (1)

コーネル大学  (1)

チューリッヒ大学  (1)

パリ第11大学   (1)

Jahangirnagar University  (1)

北里大学  (1)

ドレスデン工科大学  (1)

国立清華大学 (1)

エディンバラ大学  (1)

16 18

105 10

10

398 41 20 15

2013年生
72

2012年生
208 49 34 2492



学生募集状況　平成28年3月8日時点 添付資料 #1.1-1 学生に関する情報

応募数
アドミッションワーク
ショップ参加者数

合格者数 入学者数 男性数 女性数 年齢層 国籍 分野 学士号 修士号 出身大学

21 (1) 中国  (2) 生物学  (12) Ain Shams University (1)

22 (6) エストニア  (1) 化学  (2) アイン・シャムス大学  (1)

23 (5) エジプト  (1) 情報科学 (1) カリフォルニア工科大学  (1)

24 (3) ドイツ (3) 地球科学  (1) COCHIN UNNIVERSITY OF SCIENCE AND TECHNOLOGY  (1)

25 (2) インド  (4) 工学 (1)
インディアン・インスティテュート・オブ・サイエンス・エデュケーション・アンド・リ
サーチ・コルカタ  (2)

26 (2) イスラエル  (1) 物理学  (10) 神戸大学  (1)

27 (2) 日本  (6) 南京大学  (2)

28 (2) モーリシャス  (1) 奈良先端科学技術大学院大学  (1)

29 (2) 台湾  (1) 国立陽明大学  (1)

30 (1) 英国 (1) 御茶ノ水大学 (1)

31 (1) 米国  (6) 大阪大学 (1)

南イリノイ大学カーボンデール校 (1)

平均 (24.9) SRM University  (1)

ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校 (1)

首都大学東京  (1)

ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン  (1)

カリフォルニア大学バークレー校  (1)

ケンブリッジ大学  (1)

エセックス大学  (1)

マドラス大学  (1)

ユーマス・ボストン  (1)

オスナブリュック大学  (2)

ウィスコンシン大学マディソン校  (1)

ワイツマン科学研究所  (1)

応募数
アドミッションワーク
ショップ参加者数

合格者数 入学者数 男性数 女性数 年齢層 国籍 分野 学士号 修士号 出身大学

21 (2) インド (4) 生物学 (7) 御茶ノ水大学 (1)

22 (1) 日本 (2) 生体医学 (3) テヘラン大学 (1)

23 (4) イラン (2) 化学 (3) Sholokhov Moscow State Univ. for Humanities, Russia (2)

24 (2) ロシア (2) 情報科学 (1) オーフス大学 (1)

25 (1) 台湾 (2) 工学 (1) 国立陽明大学 (1)

26 (6) 米国 (2) 物理学 (9) ザ・ユニバーシティ・オブ・ゲルフ・アーボリータム (1)

27 (3) ルーマニア (1) ライス大学 (1)

29 (1) ドイツ (1) スキッドモア大学 (1)

31 (2) カナダ (1) オックスフォード大学 (1)

33 (1) マレーシア (1) ライン・フリードリヒ・ヴィルヘルム大学ボン (1)

35 (1) 中国 (1) Université de Montréal (1)

デンマーク (1) Jagiellonian University Medical College  (1)

平均 (26.0) エジプト (1) 中国薬科大学  (1)

フィリピン (1) マハラジャ・サヤジラオ大学 (1)

カザフスタン (1) Faculty of Pharmacy, Ain-shams University  (1)

英国 (1) ザ・フィリッピンズ大学 (1)

サセックス大学 (1)

国立台湾大学  (1)

インディアン・インスティテュート・オブ・サイエンス・エデュケーション・アン
ド・リサーチ・コルカタ (3)

Nazarbayev University (1)

アバディーン大学  (1)

19

12 1512

7 5

2015年生
294 54 24 1786

2014年生
231 40 27 1569



添付資料#1.2-1 平成27年度　OIST論文・発表数

書籍
分担執筆

& 論文
講演回数 その他

研究ユニット別
の合計

Arbuthnott 0 4 10 0 14

Bandi 0 7 27 0 34

Busch 0 12 23 0 35

Chakraborty 0 3 12 0 15

Dani 0 9 16 0 25

De Schutter 0 10 17 0 27

Doya 0 9 86 0 95

Economo 0 16 7 0 23

Fried 0 10 23 0 33

Gioia 0 1 10 0 11

Goryanin 0 4 4 0 8

Hikami 0 2 13 2 17

Ishikawa 0 0 4 0 4

Jenke-Kodama 0 3 7 0 10

Khusnutdinova 0 1 2 0 3

Kitano 0 17 29 8 54

Konstantinov 0 5 4 0 9

Kuhn 0 0 18 0 18

Kusumi (new) 0 0 0 0 0

Luscombe 0 5 1 0 6

Marquez-Lago 0 4 0 0 4

Maruyama 0 2 7 0 9

Masai 0 2 9 0 11

Mikheyev 0 12 4 0 16

Miller 0 1 0 0 1

Mitarai 0 4 7 0 11

平成27年度　OIST論文発表数・講演回数（研究ユニット別）

1



Nic Chormaic 0 19 50 0 69

Price 0 3 2 0 5

Qi 0 12 22 0 34

Research Support Div. 0 0 3 0 3

Rokhsar 0 5 7 0 12

Samatey 0 1 2 0 3

Satoh 1 22 48 0 71

Saze 0 6 9 0 15

Science & Technology Gr. 0 5 14 0 19

Shannon 0 10 32 0 42

Shen 0 12 28 0 40

Shintake 0 0 7 0 7

Sinclair 0 2 6 0 8

Skoglund 0 3 8 1 12

Sowwan 0 11 4 0 15

Stephens 0 1 9 1 11

Sugawara 0 3 0 0 3

Takahashi 0 2 12 0 14

Tanaka 0 4 12 0 16

Tripp 0 1 8 0 9

Van Vactor 0 1 7 0 8

Watanabe (new) 0 0 0 0 0

Wickens 0 2 18 0 20

Wolf 0 0 8 0 8

Yamamoto 0 8 16 0 24

Yanagida 1 5 18 0 24

Yazaki-Sugiyama 0 2 11 0 13

Yokobayashi 0 1 1 0 2

Zhang 0 1 2 0 3

Totals 2 285 704 12 1003

2



 平成 27年度 OIST論文・発表数 

 

 
1 

OIST journal publications and presentations by year since FY2011 

 



 平成 27年度 OIST論文・発表数 
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Journal Articles Published by OIST in FY2015 
 

1 Abad, M. Persistent currents in coherently coupled Bose-Einstein condensates in a ring trap. Physical Review A 93, 033603, 
doi:10.1103/PhysRevA.93.033603 (2016). 

2 Abdurakhimov, L. V., Bunkov, Y. & Konstantinov, D. Normal-Mode Splitting in the Coupled System of Hybridized 
Nuclear Magnons and Microwave Photons. Phys Rev Lett 114, 226402, 
doi:http://dx.doi.org/10.1103/PhysRevLett.114.226402 (2015). 

3 Agmon, E., Gates, A. J., Churavy, V. & Beer, R. D. Exploring the space of viable configurations in a model of metabolism-
boundary co-construction. Artif Life, 1-19, doi:http://doi.dx.org/10.1162/ARTL_a_00196 (2016). 

4 Aird, S. D. et al. Snake venoms are integrated systems, but abundant venom proteins evolve more rapidly. BMC Genomics 
2015, 647, doi:http:dx.doi.org/10.1186/s12864-015-1832-6 (2015). 

5 Aird, S. D. & Silva Jr., N. J. in As Cobras Corais do Brasil: Biologia, Taxonomia, Veneno e Envenenamentos   (ed Nelson Jorge 
Silva Jr.) Ch. VI, 234-293 (Editora PUC Goiás, 2016). 

6 Akagi, Y. & Motome, Y. Spontaneous formation of kagome network and Dirac half-semimetal on a triangular lattice. 
Physical Review B 91, 155132, doi:http://dx.doi.org/10.1103/PhysRevB.91.155132 (2015). 

7 Akhouri, R., R, Goel, S., Furusho, H., Skoglund, U. & Wahlgren, M. Architecture of Human IgM in Complex with P. 
falciparum Erythrocyte Membrane Protein 1. Cell Reports (2016). 

8 Albertin, C. B. et al. The octopus genome and the evolution of cephalopod neural and morphological novelties. Nature 524, 
220-+, doi:10.1038/nature14668 (2015). 

9 Alie, A. et al. The ancestral gene repertoire of animal stem cells. Proc Natl Acad Sci USA 112, E7093-7100, 
doi:10.1073/pnas.1514789112 (2015). 

10 Amemiya, T. et al. Elucidation of the molecular mechanisms underlying adverse reactions associated with a kinase inhibitor 
using systems toxicology. npj Systems Biology and Applications 1, doi:10.1038/npjsba.2015.5, (2015). 

11 Amgad, M., Itoh, A. & Tsui, M. M. Extending Ripley's K-Function to Quantify Aggregation in 2-D Grayscale Images. PLoS 
One 10, e0144404, doi:10.1371/journal.pone.0144404 (2015). 

12 Amgad, M., Tsui, M. K. M., Liptrott, S. J. & Shash, E. Medical Student Research: An Integrated Mixed-Methods Systematic 
Review and Meta-Analysis. PLoS One 18, 1 to 31, doi:http://dx.doi.org/10.1371 (2015). 



 平成 27年度 OIST論文・発表数 

 

 
3 

13 Aoki, S., Liu, A. W., Zucca, A., Zucca, S. & Wickens, J. R. Role of Striatal Cholinergic Interneurons in Set-Shifting in the 
Rat. Journal of Neuroscience 35, 9424-9431, doi:http://dx.doi.org/10.1523/JNEUROSCI.0490-15.2015 (2015). 

14 Aratake, S. et al. Distribution of palytoxin in coral reef organisms living in close proximity to an aggregation of Palythoa 
tuberculosa. Toxicon 111, 86-90, doi:http://dx.doi.org/10.1016/j.toxicon.2015.12.004 (2016). 

15 Asai, Y., Abe, T. & Kitano, H. in Journal of Pharmacological Sciences Vol. 147 日本薬理学雑誌  114-119 (2016). 

16 Asai, Y., Abe, T. & Kitano, H. in SEIBUTSU BUTSURI Vol. 56 生物物理 120-124 (2016). 

17 Asai, Y. et al. Databases for multilevel biophysiology research available at Physiome.jp. Frontiers in physiology 6, 251, 
doi:10.3389/fphys.2015.00251 (2015). 

18 Asai, Y., Abe, T., Nomura, T. & Kitano, H. in Medical and Biological Engineering Vol. 53 生体医工学  144-150 (2015). 

19 Badrutdinov, A., Abdurakhimov, L. V. & Konstantinov, D. Collective Excitations in a Two-Dimensional Electron System 
on Liquid Helium-4 under Cyclotron Resonant Condition. Journal of the Physical Society of Japan 84, 053601, 
doi:http://dx.doi.org/10.7566/JPSJ.84.053601 (2015). 

20 Bai, Y. et al. Structural basis for inhibition of the Tob-CNOT7 interaction by a fragment screening approach. Protein and Cell 
in press (2015). 

21 Balleine, B., Dezfouli, A., Ito, M. & Doya, K. Hierarchical control of goal-directed action in the cortical–basal ganglia 
network. Science Direct 5, 1-7, doi:doi:10.1016/j.cobeha.2015.06.001 (2015). 

22 Barker, C. S., Inoue, T., Meshcheryakova, I. V., Kitanobo, S. & Samatey, F. A. Function of the conserved FHIPEP domain 
of the flagellar type III export apparatus, protein FlhA. Molecular microbiology 100, 278-288, doi:10.1111/mmi.13315 (2016). 

23 Beedessee, B., Hisata, K., Roy, M. C., Satoh, N. & Shoguchi, E. Multifunctional polyketide synthase genes identified by 
genomic survey of the symbiotic dinoflagellate, Symbiodinium minutum. BMC Genomics 16, 941, doi:10.1186/s12864-015-
2195-8 (2015). 

24 Bel, G., Connaughton, C., Toots, M. & M., B. M. Grid-scale fluctuations and forecast error in wind power. New Journal of 
Physics 18, 023015, doi:http://dx.doi.org/10.1088/1367-2630/18/2/023015 (2016). 

25 Benseny, A., Gillet, J. & Busch, T. Spatial adiabatic passage via interaction-induced band separation. Physical Review A 93, 
033629, doi:10.1103/PhysRevA.93.033629 (2016). 

26 Benton, J. O. & Shannon, N. Ground State Selection and Spin-Liquid Behaviour in the Classical Heisenberg Model on the 
Breathing Pyrochlore Lattice. Journal of the Physical Society of Japan 84, 11, doi:http://dx.doi.org/10.7566/JPSJ.84.104710 
(2015). 
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27 Benton, J. O., Sikora, O. & Shannon, N. Classical and quantum theories of proton disorder in hexagonal water ice. Physical 
Review B 93, 32, doi:10.1103/PhysRevB.93.125143 (2016). 

28 Bharti, H., Guenard, B., Bharti, M. & Economo, E. P. An updated checklist of the ants of India with their specific 
distributions in Indian states (Hymenoptera, Formicidae). Zookeys, 1-83, doi:10.3897/zookeys.551.6767 (2016). 

29 Bilgin, I. et al. Chemical Vapor Deposition Synthesized Atomically Thin Molybdenum Disulfide with Optoelectronic-Grade 
Crystalline Quality. ACS Nano 9, 8822-8832, doi:10.1021/acsnano.5b02019 (2015). 

30 Biria, A. & Fried, E. Theoretical and experimental study of the stability of a soap film spanning a flexible loop. International 
Journal of Engineering Science 94, 86-102, doi:http://dx.doi.org/10.1016/j.ijengsci.2015.05.002 (2015). 

31 Bohra, M. et al. Surface Segregation in Chromium-Doped NiCr Alloy Nanoparticles and Its Effect on Their Magnetic 
Behavior. Chemistry of Materials 27, 3216-3225, doi:http://dx.doi.org/10.1021/acs.chemmater.5b00837 (2015). 

32 Bohra, M. et al. Control of Surface Segregation in Bimetallic NiCr Nanoalloys Immersed in Ag Ma. Scientific Reports, 
doi:10.1038/srep19153 (2016). 

33 Brézin, E. & Hikami, S. Random matrix, singularities and open/close intersection numbers. Journal of Physics A: 
Mathematical and Theoretical 48, 45 (2015). 

34 Bürger, V. et al. in Colloid Process Engineering   (ed Matthias Kind · Wolfgang Peukert Heinz Rehage · Heike P. Schuchmann 
Editors) Ch. 7, pp145 - 173 (Springer International Publishing, 2015). 

35 Caligiore, D. et al. Consensus Paper: Towards a Systems-Level View of Cerebellar Function: the Interplay Between 
Cerebellum, Basal Ganglia, and Cortex. doi:10.1007/s12311-016-0763-3 (2016). 

36 Cardiel, J. J., Furusho, H., Skoglund, U. & Shen, A. Q. Formation of crystal-like structures and branched networks from 
nonionic spherical micelles. Scientific Reports 5, 17941, doi:10.1038/srep17941 (2015). 

37 Carrillo-Reid, L., Lopez-Huerta, V. G., Garcia-Munoz, M., Theiss, S. & Arbuthnott, G. W. Cell Assenbly Signatures 
Defined By Short-Term Synaptic Plasticity In Cortical Networks. Interntional Journal of Neural Systems 25, 1550026-1550021 - 
1550026-1550018, doi:10.1142/S0129065715500264 (2015). 

38 Cerbus, R. T. & Goldburg, W. I. Predicting two-dimensional turbulence. Physical Review E 91, doi:ARTN 043003 DOI 
10.1103/PhysRevE.91.043003 (2015). 

39 Chaleckis, R., Murakami, I., Takada, J., Kondoh, H. & Yanagida, M. Individual variability in human blood metabolites 
identifies age-related differences. Proc Natl Acad Sci USA, doi:10.1073/pnas.1603023113 (2016). 
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40 Chen, W., Shu, Z., Gao, D. & Shen, A. Q. Sensing and sensibility: single-islet-based quality control assay of cryopreserved 
pancreatic islets with functionalized hydrogel microcapsules, Advanced Healthcare Materials. Advanced Healthcare Materials 
5, 223-231, doi:10.1002/adhm.201500515 (2015). 

41 Chepelianskii, A. D., Watanabe, M., Nasyedkin, K., Kono, K. & Konstantinov, D. An Incompressible State of a Photo-
Excited Electron Gas. Nature Communications 6, 7210 (2015). 

42 Close, T. G. et al. Fourier Tract Sampling (FouTS): A framework for improved inference of white matter tracts from 
diffusion MRI by explicitly modelling tract volume. Neuroimage 120, 412-427, 
doi:http://dx.doi.org/10.1016/j.neuroimage.2015.05.090 (2015). 

43 Clouse, R. M. et al. Molecular phylogeny of Indo-Pacific carpenter ants (Hymenoptera: Formicidae, Camponotus) reveals 
waves of dispersal and colonization from diverse source areas. Cladistics 31, 424-437, doi:10.1111/cla.12099 (2015). 

44 Coffill, C. R. et al. The p53-Mdm2 interaction and the E3 ligase activity of Mdm2/Mdm4 are conserved from lampreys to 
humans. Gene Dev 30, 281-292, doi:http://dx.doi.org/10.1101/gad.274118.115 (2016). 

45 Cohen, M. F., Gurung, S., Birarda, G., Holman, H. Y. N. & Yamasaki, H. Bimodal effect of hydrogen peroxide and 
oxidative events in nitrite-induced rapid root abscission by the water fern Azolla pinnata. Front Plant Sci 6, 
doi:10.3389/Fpls.2015.00518 (2015). 

46 Crocker, J., Ilsley, G. R. & Stern, D. L. Quantitatively predictable control of Drosophila transcriptional enhancers in vivo 
with engineered transcription factors. Nature Genetics 48, 292–298, doi:doi:10.1038/ng.3509 (2016). 

47 Cui, H.-L., Chouthaiwale, P. V., Yin, F. & Tanaka, F. Reaction-based mechanistic investigations of asymmetric hetero-Diels-
Alder reactions of enones with isatins catalyzed by amine-based three-component catalyst systems. Asian Journal of Organic 
Chemistry, doi:10.1002/ajoc.201500412. (2015). 

48 Cui, H.-L., Chouthaiwale, P. V., Yin, F. & Tanaka, F. Catalytic asymmetric hetero-Diels-Alder reactions of enones with 
isatins to access functionalized spirooxindole tetrahydropyrans: Scope, derivatization, and discovery of bioactives. Organic & 
Biomolecular Chemistry, doi:10.1039/C5OB02393A (2015). 

49 Daly, M., Sergides, M. & Nic Chormaic, S. Optical trapping and manipulation of micrometer and submicrometer particles. 
Laser & Photonics Reviews 9, 309-329, doi:http://dx.doi.org/10.1002/lpor201500006 (2015). 

50 Daly, M., Troung, V. G. & Nic Chormaic, S. Nanostructured tapered optical fibers for paticle trapping. SPIE Proceedings, 
Micro-structured and Specialty Optical Fibres IV 9507, 95070E, doi:http://dx.doi.org/10.1117/12.2182340 (2015). 

51 Daly, M., Truong, V. G. & Nic Chormaic, S. Submicron particle manipulation using slotted tapered optical fibers. SPIE 
Proceedings, Optical Trapping and Optical Micromanipulation XII 9548, 954812, doi:10.1117/12.2189168 (2015). 
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52 Das, T., Lookman, T. & Bandi, M. M. A minimal description of morphological hierarchy in two-dimensional aggregates. 
The Royal Society of Chemistry, doi:http://dx.doi.org/10.1039/C5SM01222H (2015). 

53 Das, T., Lookman, T. & Bandi, M. M. A minimal description of morphological hierarchy in two-dimensional aggregates. 
Soft Matter 11, 6740, doi:10.1039/C5SM01222H (2015). 

54 De Schutter, E. The Missing Piece of the Puzzle: Neuroinformatics at the Bench. Neuroinformatics 13, 131-132, 
doi:http://dx.doi.org/10.1007/S12021-015-9268-3 (2015). 

55 De Schutter, E. Neuroinformatics for Degenerate Brains. Neuroinformatics 14, 1-3, doi:10.1007/s12021-015-9294-1 (2016). 

56 Deckoff-Jones, S. et al. Observing the interplay between surface and bulk optical nonlinearities in thin van der Waals 
crystals. Scientific Reports 6, doi:http://dx.doi.org/10.1038/srep22620 (2016). 

57 Denton, J. A., Ghosh, A. & Márquez-Lago, T. T. Asymmetrical Inheritance of Plasmids Depends on Dynamic Cellular 
Geometry and Volume Exclusion Effects. PLoS One 10, e0139443, doi:10.1371/journal.pone.0139443 (2015). 

58 Detree, C. et al. Multiple I-Type Lysozymes in the Hydrothermal Vent Mussel Bathymodiolus azoricus and Their Role in 
Symbiotic Plasticity. Plos One 11, doi:10.1371/journal.pone.0148988 (2016). 

59 Dimitrov, D. et al. Reconstitution of Giant Mammalian Synapses in Culture for Molecular Functional and Imaging Studies. 
J Neurosci 36, 3600-3610, doi:10.1523/JNEUROSCI.3869-15.2016 (2016). 

60 Economo, E., Hong, L. & Page, S. E. Social Structure, Endogenous Diversity, and Collective Accuracy. Journal of Economic 
Behavior & Organization, doi:10.1016/j.jebo.2016.01.003 (2016). 

61 Economo, E. P. et al. Breaking out of biogeographical modules: range expansion and taxon cycles in the hyperdiverse ant 
genus Pheidole. Journal of Biogeography, doi:10.1111/jbi.12592 (2015). 

62 Eguchi, H. et al. A magnetic anti-cancer compound for magnet-guided delivery and magnetic resonance imaging. Scientific 
Reports 5, doi:http://dx.doi.org/10.1038/srep09194 (2015). 

63 Fang, C., Lee, D., Stober, B., Fuller, G. G. & Shen, A. Q. Integrated microfluidic platform for instantaneous flow and 
localized temperature control. RSC Advances 5, 85620-85629, doi:10.1039/c5ra19944a (2015). 

64 Fischer, G., Azorsa, F. L., Hita Garcia, F., Mikheyev, A. & Economo, E. P. Two new phragmotic ant species from Africa: 
morphology and next-generation sequencing solve a caste association problem in the genus Carebara Westwood. ZooKeys 
525, 77-105, doi:10.3897/zookeys.525.6057 (2015). 

65 Fisher, B. L., Guénard, B. & Robson, S. Borneo, fANTastique! ASIAN MYRMECOLOGY 7, 171 – 174 (2015). 

66 Fried, E. & Jabbour, M. Sessile drops: spreading versus evaporation-condensation. Z. Angew. Math. Phys. 66, 1037-1059, 
doi:http://dx.doi.org/10.1007/s00033-014-0424-7 (2015). 
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67 Fried, E. & Jabbour, M. Sessile drops: spreading versus evaporation–condensation Z. Angew. Math. Phys. 66, 1037-1059, 
doi:http://dx.doi.org/10.1007/s00033-014-0424-7 (2015). 

68 Funamizu, A., Ito, M., Doya, K., Kanzaki, R. & Takahashi, H. Condition interference in rats performing a choice task with 
switched variable- and fixed-reward conditions. Front Neurosci 9, doi:http://dx.doi.org/10.3389/fnins.2015.00027. 
eCollection 2015. (2015). 

69 Gallimore, A. Restructuring consciousness - the psychedelic state in light of integrated information theory. Frontiers in 
Human Neuroscience 9, 1-16, doi:http://dx.doi.org/10.3389/fnhum.2015.00346 (2015). 

70 Gallimore, A. R., Aricescu, A. R., Yuzaki, M. & Calinescu, R. A Computational Model for the AMPA Receptor 
Phosphorylation Master Switch Regulating Cerebellar Long-Term Depression. PLoS Comput Biol 12, e1004664, 
doi:10.1371/journal.pcbi.1004664 (2016). 

71 Galvin, C. J., Bain, E. D., Henke, A. & Genzer, J. Instability of Surface-Grafted Weak Polyacid Brushes on Flat Substrates. 
Macromolecules 48, 5677-5687, doi:10.1021/acs.macromol.5b01289 (2015). 

72 Garcia-Munoz, M. & Arbuthnott, G. W. Basa ganglia-thalamus and the "crowing enigma". Frontiers in Neural Circuits 9, 
Article 71, doi:10.3389/fncir.2015.00071 (2015). 

73 Garcia-Munoz, M. et al. Rebuilding a realistic corticostriatal “socialnetwork” from dissociated cells. Frontiers in Systems 
Neuroscience 9, Article 63, doi:10.3389/fnsys.2015.00063 (2015). 

74 Ghosh, A. & Marquez-Lago, T. T. Simulating stochastic reaction-diffusion systems on and within moving boundaries. PLoS 
One 10, e0133401, doi:http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0133401 (2015). 

75 Ghosh, S. et al. Ultrafast Intrinsic Photoresponse and Direct Evidence of Sub-gap States in Liquid Phase Exfoliated MoS2 
Thin Films. Scientific Reports 5, 11272-11279, doi:doi:10.1038/srep11272 (2015). 

76 Giusteri, G. G., Celardo, G. L. & Borgonovi, F. Optimal efficiency of quantum transport in a disordered trimer. Physical 
Review E E93, doi:10.1103/PhysRevE.93.032136 (2016). 

77 Gokhroo, V., Kumar, R. & Nic Chormaic, S. Optical nanofiber facilitated nonlinear optics effects in cold atoms SPIE 
Proceedings, Nonlinear Optics and Applications IX 9503, 95030D, doi:http://dx.doi.org/10.1117/12.2182341 (2015). 

78 Grammatikopoulos, P. & Pond, R. C. Identifying the multiplicity of crystallographically equivalent variants generated by 
iterative phase transformations in Ti. Acta Crystallographica B72, 67-74, doi:0.1107/S2052520615021897 (2016). 

79 Grammatikopoulos, P., Steinhauer, S., Vernieres, J., Singh, V. & Sowwan, M. Nanoparticle design by gas-phase synthesis. 
Advances in Physics: X doi:10.1080/23746149.2016.1142829 (2016). 
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80 Guenard, B. & Economo, E. P. Additions to the checklist of the ants (Hymenoptera: Formicidae) of Peru. Zootaxa 4040, 
225-235 (2015). 

81 Guénard, B., Perrichot, V. & Economo, E. P. Integration of global fossil and modern biodiversity data reveals dynamism 
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博士、スティーブ・オルセン博士、髙﨑史彦博士と共に、2016年パノフスキー賞を受賞
しました。同賞を授与するアメリカ物理学会は受賞の理由として、「B中間子における
CP対称性の破れを実証し、クォーク混合及び量子色力学の理解を深めたBABAR（バ
バール）とBelle（ベル）の両実験において発揮されたリーダーシップを称えて」としてい
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理学の功績を称えて授与する名誉ある賞です。

http://www.oist.jp/news-
center/news/2015/10/16/oist-president-wins-
particle-physics-prize

2015年10月16日
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https://www.oist.jp/news-center/news/2015/11/19/resistant-starch-okinawan-rice-project-receives-award
https://www.oist.jp/news-center/news/2015/11/19/resistant-starch-okinawan-rice-project-receives-award
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/10/16/oist-president-wins-particle-physics-prize
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/10/16/oist-president-wins-particle-physics-prize
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/10/16/oist-president-wins-particle-physics-prize
http://www.oist.jp/news-center/press-releases/decoding-genome-alien
http://www.oist.jp/news-center/press-releases/decoding-genome-alien
http://www.oist.jp/news-center/press-releases/decoding-genome-alien
http://www.oist.jp/news-center/press-releases/decoding-genome-alien
http://www.oist.jp/news-center/press-releases/decoding-genome-alien
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/6/8/dr-shinzato-wins-rocky-challenge-prize
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/6/8/dr-shinzato-wins-rocky-challenge-prize
http://www.oist.jp/news-center/news/2015/6/8/dr-shinzato-wins-rocky-challenge-prize
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平成27年度アウトリーチ活動実績

日付
Date

研究員名
Name

研究ユニット
Unit, Section

プログラム名/参加者
Program, participants

内容
Contents

会場
Venue

主催
Sponsorship

講演会タイトル
Title

人数
Number of

people

2015/4/14 Vandna Gokhroo Nic Chormaic Unit
お茶の水女子大学付属高校

Ochanomizu University Senior High
School

research outline C209 11

2015/4/20Jonathan Michael Wells IT
仙台育英学園高校

情報科学コース
Sendai Ikuei Gakuen High School

career introduction B250 60

2015/4/27 Christina Lee OIST Student

大阪大学付属　池田中学校3年生
IKEDA JUNIOR HIGH SCHOOL
ATTACHED TO OSAKA KYOIKU

UNIVERSITY

research outline B250 40

2015/5/1 Hisashi Gakiya CR
南城市校長会

Nanjo City Board of Principals

OIST出前授業の紹介
Lectures at schools by

OIST researchers

南城市役所会議室
Nanjo City Office

南城市教育委員
会

Nanjo City  Board
of Education

About 30

2015/5/18 Hidetoshi Saze Saze Unit
OIST医療関係者向け講演会
Lecture for Medical Personnel

「From "Slow" to
"Ultrafast"」

沖縄県立南部医療センター・こども医
療センター

 Okinawa Prefectural Nanbu Medical
Center & Children's Medical Center

OIST
「From "Slow" to

"Ultrafast"」
About 100

2015/5/22 Mizuki Shimanuki
Imaging and
Instrumental

Analysis Section

琉球大学機器分析センター
Instrumental Research Center at

University of the Ryukyus

Outline of Common
Equipment Management

D015 13

2015/5/22 Hiroki Goto
DNA Sequencing

Section

琉球大学機器分析センター
Instrumental Research Center at

University of the Ryukyus

Introduction of DNA
Sequencer

OIST 13

2015/5/22 Kumada Yanagida Unit
琉球大学機器分析センター

Instrumental Research Center at
University of the Ryukyus

Introduction of Yanagida
Unit

OIST 13

2015/5/28 Evan Economo Economo Unit
球陽高校　理数科講演会

Lecture for Science Course in Kyuyo
High School

OKEON ～美ら森プログラム
～についてと研究紹介

OKEON project, research
outline

Kyuyo High School Kyuyo High School About 40



2015/6/4
與久田　龍一

Ryuichi Yokuda
IT

具志川商業高校　1年5組
情報システム科

Gushikawa Commercial High School
career introduction B250 82

2015/6/24-28 Anna Nagamine
Business

Development
Section

恩納村内中学校職場体験プログラム
workplace experience program by Jr.

High Schools in Onna Village
workplace experience OIST 5

2015/6/24-29 Larisa Kiseleva Goryanin Unit
恩納村内中学校職場体験プログラム
workplace experience program by Jr.

High Schools in Onna Village
workplace experience OIST 5

2015/6/24-30 Toshio Sasaki
Imaging and
Instrumental

Analysis Section

恩納村内中学校職場体験プログラム
workplace experience program by Jr.

High Schools in Onna Village
workplace experience OIST 5

2015/7/1
大野　勝也　Luis

Luis Katsuya
Ono

Qi Unit
安富祖中学校訪問

（中学3年生）
Afuso Jr. high school

research outline C210, Qi Unit Lab 10

2015/7/2
Omar Pedro

Jaidar Benavides
Arbuthnott Unit

安富祖中学校訪問
（中学4年生）

Afuso Jr. high school
Lab tour OIST 8

2015/7/3
Maria Rosa

Mendoza Quijano
Tanaka Unit

安富祖中学校訪問
（中学5年生）

Afuso Jr. high school
Lab tour OIST 8

2015/7/4 Yu Shimizu Doya Unit
安富祖中学校訪問

（中学6年生）
Afuso Jr. high school

Lab tour OIST 8

2015/7/7 Evan Economo Economo Unit

農林水産省　那覇植物防疫事務
所,JICA研修員

Naha Plant Protection Station, JICA
trainee

Lab tour OIST 9

2015/7/ Hidetoshi Saze Saze Unit

農林水産省　那覇植物防疫事務
所,JICA研修員

Naha Plant Protection Station, JICA
trainee

Lab tour OIST 9

2015/7/14 Robert Baughman

Office of the EVP
for Sustainable
Development of

Okinawa

 平成２７年度
沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会

議総会
General Assembly of the Council for

Promotion of OIST

OIST Outline/Progress
Report and Business
Development at OIST

B250 150



2015/7/15 Ken Kuwae Kitano Unit

 平成２８年度
沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会

議総会
General Assembly of the Council for

Promotion of OIST

research outline B251
「ようこそ！統合オー
プンシステムユニット

へ」
About 150

2015/7/20 Youhei Morita
Conference and

Workshop Section

平成２７年度　文化情報センター夏休
み企画

Summer Vacation Program by Onna
Village Cultural Information Center

observation of the stars
Onna Village Cultural
Information Center

星の観測会「望遠鏡
で天体観測～土星

の輪がみえるかな？
～」

20 pares

2015/8/7
新竹積

Tsumoru
Shintake

Shintake Unit

アジアユース人材育成事業参加高校
生

Asian Youth Development Program in
Okinawa 2015

research outline
Conference Center Meeting

Room1
85

2015/8/10 James Schloss OIST Student
新報サイエンスクラブ 特別イベント
Special Event by Shimpo Science

Club
demonstration Auditorium

「体験しよう！私たち
のみのまわりにある

物理の世界」
About 170

2015/8/5
照屋　貴之

Takayuki Teruya
Yanagida Unit

知念高校1年生
Chinen High School

research outline B250 84

2015/8/25

Evan Economo,
Yoshimura
Masashi

Ogasawara
Masako

Economo Unit
沖縄県教育庁

Okinawa Prefectural Office Staff of
Education

Lab tour 5

2015/8/26
Steven Douglas
Aird, Risa Satoh,

Taeko Endo
Language Section Job in English experience the job OIST 103

2015/8/26

仲田　尚平
右田　歩（お手伝

い）
Nakada Shohei
Migita Ayumu

Mitarai Unit
糸満市立三和中学校1年生

（希望者のみ訪問）
Miwa Junior High School

research outline C700 20

2015/9/19 Nic Shannon Shannon Unit

開邦高校　2年生
（琉大教授高相様より依頼）

Kaiho High School with Prof. Takaso
from Ryudai

Lab tour OIST 7

2015/9/19 Evan Economo Economo Unit

開邦高校　2年生
（琉大教授高相様より依頼）

Kaiho High School with Prof. Takaso
from Ryudai

Lab tour OIST 7

2015/9/19 Harry Wilson
Academic Services

Section

開邦高校　2年生
（琉大教授高相様より依頼）

Kaiho High School with Prof. Takaso
from Ryudai

Lab tour OIST 7



2015/10/8
中西 節子
Setsuko
Nakanishi

Skoglund Unit
SSH　清心女子高等学校　2年生
Notre Dame Seishin High School

B250 30

2015/10/20
佐藤リサ
Risa Sato

Language Section
京都府立桃山高校 文系2年生
Momoyama Senior High School

career introduction B251 125

2015/10/22
新里 宙也

Chuya Shinzato
Satoh Unit

SSH　京都府立桃山高校
理系2年生

Momoyama Senior High School
research outline Auditorium 168

2015/11/4 Hiroki Ishikawa Ishikawa Unit
OIST医療関係者向け講演会
Lecture for Medical Personnel

About Immune
molecular mechanisms

沖縄県立南部医療センター・こども医
療センター

 Okinawa Prefectural Nanbu Medical
Center & Children's Medical Center

「免疫分子メカニズ
ムについて」

About 100

2015/11/5 Tsumoru Shintake Shintake Unit
海洋研究開発機構賛助会

JAMSTEC Partners
Lab tour OIST 38

2015/11/5 Satoshi Mitarai Mitarai Unit
海洋研究開発機構賛助会

JAMSTEC Partners
Lab tour OIST 38

2015/11/11Kristopher Paraiso MontroseYamamoto Unit
喜瀬武原中学校　OIST訪問プログラ

ム
Visit by Kisenbaru Junior High School

research outline OIST 6

2015/11/16
菊池　さくら

Sakura Kikuchi
Satoh Unit

開邦高等学校1年生　理数科
Kaiho High School

career introduction B250 17

2015/11/17 Tomas Holland Language Section
英語プレゼンテーションプログラム

English Presentation Program
「Give a Great Poster

Presentation」
Kyuyo High School

Kyuyo High
School

「Give a Great
Poster

Presentation」
160

2015/11/24 Hiroko Sho
Board of

Governors

～Distinguished Speaker Series～ 第
1回講演「沖縄における女性の活躍と

OISTに望むこと」

Success by women in
Okinawa and thigs wish

for OIST
OIST

「沖縄における女性
の活躍とOISTに望

むこと」
About 50

2015/11/25 Tomomi Okubo Media Section
名護中学校職場体験

workplace experience program by
Nago Junior High School

workplace experience OIST 3



2015/11/25 Yuki Yamauchi CR
名護中学校職場体験

workplace experience program by
Nago Junior High School

workplace experience OIST 3

2015/11/25 Toshio Sasaki
Imaging and
Instrumental

Analysis Section

名護中学校職場体験
workplace experience program by

Nago Junior High School
workplace experience OIST 3

2015/11/28
George Iwama

Executive Vice
President Office

第8回英語教育を考えるフォーラムin
Okinawa

English Education Forum in Okinawa

"English, an enabler, not
the goal"

Okinawa University

Okinawa
Association
of English
Education

"English, an enabler,
not the goal"

25

2015/12/7
小堀　峻吾

Shungo Kobori
Yokobayashi Unit

沖縄工業高校　工業化学科 １～３年
生

Okinawa Technical High School
research outline B250 113

2015/12/10 Rory Cerbus Chakraborty Unit
山梨県立甲府東高校2年

普通科理数コース
Kofu Higashi High School

research outline B250 43

2015/12/14 Hisashi Gakiya CR
山田中学校　OIST訪問プログラム

Visit by Yamada Junior High School
liquid nitrogen
demonstration

OIST 「液体窒素で実験」 30

2015/12/14
池宮城 秀太

Syuta Ikemiyagi
Engineering

Support Section
沖縄工業高校　情報電子科　1年
Okinawa Technical High School

career introduction B250 83

2015/12/15
池宮城 秀太

Syuta Ikemiyagi
Engineering

Support Section
沖縄工業高校　電子機械科　3年生

Okinawa Technical High School
career introduction B250 83

2015/12/16Matthew Ryan Leyden Qi Unit
名護商工高校　 総合情報科1年生
Nago Commercial & Technical High

School

liquid nitrogen
demonstration

B250 42

2015/12/17
荷川取 理奈

Rina Nikawadori
Academic Services

Section
普天間高校　普通科2年生

Futenma High School
research outline B250 41

2015/12/18 Zachary Hensel Marquez-Lago Unit
美里工業高等学校　電気科2年
Misato Technical High School

research outline B250 83



2016/1/19 Ludovic Jaubert Shannon Unit
出前授業：恩納村中学校

Lectures in Onna Junior High School
liquid nitrogen
demonstration

Onna Junior High School 50

2016/1/21
面川 浩史

Hiroshi
Omokawa

IT

離島高校生訪問 ２－３年
（八重山商工、伊良部高校、宮古工業高校　IT津

梁まつり参加者）
Irabu Senior High School, Miyako Technical High
School, Yaeyama Commercial & Technical High

School

research outline C209 30

2016/1/27
宮崎祐士

Yuji Miyazaki
Saze Unit

中部農林高校食品科学科2年生
Chubu Agricultural High School

research outline B503 41

2016/2/2
柳原 真

Shin Yanagihara
Yazaki-Sugiyama

Unit
名護高校1年 普通科、フロンティア科

Nago High School
research outline Auditorium 330

2016/2/5-6 Kenji Osabe Saze Unit
宮古サイエンストリップ
Miyako Science Trip

research outline, career Miyako High School
宮古高等学校「科
学、研究との出会

い」
About 100

2016/2/12 Toshinori Tanaka
Occupational

Health and Safety
Section

OIST一般公開講演会
「研究公正の推進に向けて」
Open Seminar: Promotion of

Research Integrity

Outline of the MEXT
Guidelines and Efforts
to Promote Research

Integrity at OIST

B250

セミナー②「研究不正ガ
イドラインの概要及び研
究公正に関するOISTの

取組について」

About 100

2016/2/18 Michael Holmes Mikheyev Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Yo-taro Shirai Yamamoto Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Tim Dyce IT Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Ye Zhang Zhang Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Nori Satoh Satoh Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18
Gordon W.
Arbuthnott

Arbuthnott Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18
Luis Katsuya

Ono
Qi Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Hidetoshi Saze Saze Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Satoshi Mitarai Mitarai Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18
Lars-Goran
Ofverstedt

Skoglund Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60



2016/2/18 Yasuo Higashi
Engineering

Support Section
Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Larisa Kiseleva Goryanin Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18
Rory Cerbus,
Yuna Hattori

Chakraborty Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Fujie Tanaka Tanaka Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/18 Kenji Doya Doya Unit Special Tour for Ryudai Lab tour OIST About 60

2016/2/21
大嶺 千香子

Chikako Omine
IT

名護商工高校 総合情報科2年
Nago Commercial & Technical High

School
career introduction B250 31

2016/2/24
佐二木 健一
Kenichi Sajiki

Yanagida Unit
具志川高校　普通科、特進科

Gushikawa High School
research outline B250 248

2016/2/26

波木井様、原永
様

Mr. Hakii, Mr.
Haranaga

OBM（沖縄ビルメン
テナンス）

美里工業高校　設備工業科
Misato Technical High School

facility tour B250、OIST Facilities 38

2016/3/2 Luis Katsuya Ono Qi Unit

JSTさくらサイエンスプラン参加者（沖
縄高専学生・教員、国立台北科技大

学生）
Participants of Sakura Science Plan

research outline, Lab
tour

OIST 7

2016/3/2 Julien Madeo Dani Unit

JSTさくらサイエンスプラン参加者（沖
縄高専学生・教員、国立台北科技大

学生）
Participants of Sakura Science Plan

Lab tour OIST 7

2016/3/2 Hidehito Adaniya Shintake Unit

JSTさくらサイエンスプラン参加者（沖
縄高専学生・教員、国立台北科技大

学生）
Participants of Sakura Science Plan

Lab tour OIST 7

2016/3/4 Rashi Sachdeva Busch Unit
北山高校

Hokuzan High School
exchange ideas about

career
C209 41

2016/3/7Mary Matilda Grossmann Mitarai Unit Kadena Middle School research outline C700 21

2016/3/7  Georg Fischer Economo Unit

大阪府立住吉高校（球陽高校との合
同。住吉：8、球陽：8）

Sumiyoshi High School, Kyuyo High
School

research outline C209 20



2016/3/7Nausad Hossain Shaikh Samatey Unit

大阪府立住吉高校（球陽高校との合
同。住吉：8、球陽：9）

Sumiyoshi High School, Kyuyo High
School

exchange ideas about
career

C209 20

2016/3/7 Thomas Holland Language Section

大阪府立住吉高校（球陽高校との合
同。住吉：8、球陽：10）

Sumiyoshi High School, Kyuyo High
School

English presentation
evaluation

C209 20

2016/3/16
山城 亮

Ryo Yamashiro
Konstantinov Unit

首里高校
Shuri High School

research outline B250 206

2016/3/16 Ichiro Maruyama Maruyama Unit

Blue Industries株式会社、日本たばこ
産業株式会社、AZAPA株式会社

 Blue Industries Inc., Japan Tobacco
Inc., AZAPA Co.

Lab tour OIST 5

2016/3/16 Fujie Tanaka Tanaka Unit

Blue Industries株式会社、日本たばこ
産業株式会社、AZAPA株式会社

 Blue Industries Inc., Japan Tobacco
Inc., AZAPA Co.

Lab tour OIST 5

2016/3/17
添盛 亜紀子

Akiko Soemori

Mechanical
Engineering &

Microfabrication
Support Section

首里高校
Shuri High School

career introduction B250 206

2016/3/17 Zacharie Taoufiq Takahashi Unit 
Biotechnology Camp 2016参加者（高
専学生・教員、Nanyang　Polytechnic

学生
research outline C209 25

2016/3/22 Zacharie Taoufiq Takahashi Unit 
DODEA, Junior Science & Humanities

Symposium Participants (US High
School Students)

research outline Auditorium 22

2016/3/23Lars-Goran Ofverstedt Skoglund Unit
DODEA, LinguaFest Participants (US
High School Students)

research outline Auditorium 115

2016/3/24Jeremie Gillet, OIST students
Office of the Dean
of the Graduate

School

Okinawa Christian School
International science fair participants

Lab tours C210 7

2016/3/25 Amy Shen Shen Unit 

サイエンスプロジェクトfor琉球ガール
ズ ～本島編～参加高校生

Science Project for Ryukyu Girls
Participants

research outline C210 33



2016/3/25 Hidetoshi Saze Saze Unit 

サイエンスプロジェクトfor琉球ガール
ズ ～本島編～参加高校生

Science Project for Ryukyu Girls
Participants

research outline C210 33

2016/3/25 Mei Hiyane Saze Unit 

サイエンスプロジェクトfor琉球ガール
ズ ～本島編～参加高校生

Science Project for Ryukyu Girls
Participants

research outline C210 33

2016/3/25 Akiko Soemori

Mechanical
Engineering &

Microfabrication
Support Section

サイエンスプロジェクトfor琉球ガール
ズ ～本島編～参加高校生

Science Project for Ryukyu Girls
Participants

career introduction C210 33



添付資料#1.4-1　学術交流協定一覧

学術交流協定一覧（平成28年3月31日現在）

No. 大学・機関 国 締結日 満了日 協定のタイプ

1 京都大学大学院・情報学研究科 日本 2010/3/31 期限（未定） 連携協力に関する協定書

2 エルサレム大学 パレスチナ自治政府 2011/3/5 2016/3/4 科学・学術協力に関する覚書

3 ユニバーシティ・カレッジ・コーク アイルランド 2011/10/20 2016/10/19 科学・学術協力に関する覚書

4 琉球大学 日本 2012/4/1 2017/3/31 連携協力に関する協定書

5 沖縄工業高等専門学校 日本 2012/5/22 2017/5/21 連携協力に関する協定書

6 ウッズホール海洋生物学研究所 米国 2012/5/19 2017/5/18 科学協力に関する協定書

7 ウッズホール海洋研究所 米国 2012/6/11 2017/6/10 科学協力に関する協定書

8 オタゴ大学 ニュージーランド 2011/10/2 2016/10/1 覚書

9 北海道大学大学院理学院 日本 2012/8/1 2017/7/31 履修に関する協定書

10 九州大学・博士課程リーディングプログラム 日本 2012/10/22 2019/10/21 覚書

11 奈良先端科学技術大学院大学・情報科学研究科 日本 2012/9/1 2015/3/31 特別研究学生

12 大阪大学大学院医学系研究科 日本 2012/9/1 2016/3/31 特別研究学生

13 京都大学大学院情報学研究科 日本 2013/4/1 2018/3/31 特別研究学生

14 東京大学医科学研究所 日本 2013/7/2 2018/7/1 学術交流協定

15 沖縄美ら島財団 日本 2013/8/29 2018/8/28 科学・学術協力に関する基本協定書

16 カリフォルニア大学　・　バークレー校 米国 2013/10/11 2018/10/10 科学・学術協力に関する基本協定書

17 国立台湾大学 台湾 2014/1/17 2019/1/16 科学・学術協力に関する基本協定書

18 東京大学 日本 2014/1/28 2019/1/27 科学・学術協力に関する基本協定書

19 東京大学　・　理学部 日本 2014/1/28 2019/1/27 学生交流に関する覚書

20 テキサス　テック　大学 米国 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

21 テキサス　テック　大学　・　環境・トキシコロジー学部 米国 2013/4/1 2018/3/31 学生交流に関する協定書　特別研究学生

22 アレキサンドリア大学 エジプト 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

23 アレキサンドリア大学　・　理学部 エジプト 2014/2/1 2019/1/31 学生交流に関する協定書　特別研究学生

24 ザ・フリーステイト大学 南アフリカ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

25 クレタ大学 ギリシャ 2014/3/28 2019/3/27 科学・学術協力に関する基本協定書

26 クレタ大学　・　理学・工学部 ギリシャ 2013/10/1 2018/9/30 学生交流に関する協定書　特別研究学生

27 クワズール大学ーネイトル 南アフリカ 2014/6/8 2019/6/7 科学・学術協力に関する基本協定書

28 クワズール大学ーネイトル　・　化学・物理学部 南アフリカ 2014/8/1 2019/7/30 学生交流に関する協定書

29 ハワイ大学ーマノア校 米国 2015/7/10 2020/7/9 科学・学術協力に関する基本協定書



<添添付資料#1.4-2　平成27年度　OIST主催によるワークショップ･ミニシンポジウム>

開催日 テーマ 開催場所 参加者数

1 2015年5月25日～28日 ONNA2015: ナノ光ファイバーの諸応用：量子技術からバイオ技術へ OISTシーサイドハウス 84 (海外: 48) 名

2 2015年6月8日～25日 OCNC2015: OIST計算神経科学コース OISTシーサイドハウス 71 (海外: 41) 名

3 2015年7月12日～28日 DNC2015: OIST神経発生生物学コース OISTメインキャンパス 54 (海外: 33) 名

4 2015年9月29日～10月8日 物理スクールおきなわ:コヒーレント量子ダイナミックス OISTシーサイドハウス 86 (海外: 47) 名

5 2015年11月2日～6日 RMT2015: 数学基礎から生物応用へのランダム行列理論 OISTシーサイドハウス 46 (海外: 33) 名

6 2015年11月2日～7日 第3回　CCP4-OIST スクール OISTシーサイドハウス 27 (海外: 7) 名

7 2015年11月11日～14日 EAJS2015: 東アジア共同シンポジウム2015 OISTメインキャンパス 95 (海外: 47) 名

8 2016年1月25日～29日 機能性材料国際シンポジウム OISTメインキャンパス 74 (海外: 44) 名

9 2016年3月16日～20日 OIST海洋研究ワークショップシリーズ第一回Multi-Island Connectivity OISTシーサイドハウス 30 (海外: 15) 名

合計 567 (海外: 315) 名

開催日 テーマ 開催場所 参加者数

1 2015年4月21日～22日
セルロースの謎を解く：生合成のしくみと生物多様性から切り拓く生物素材の未
来

OISTメインキャンパス 20 (海外: 7)

2 2015年5月7日～9日 生体構造の三次元電子顕微鏡解析における最近の動向 OISTシーサイドハウス 17 (海外: 7)

3 2015年5月10日～12日 小が大と交わるとき：マイクロ流体と海洋生態系を繋ぐ OISTメインキャンパス 15 (海外: 6)

4 2015年5月14日～16日 最先端医用画像処理と次世代がん治療装置（BNCT） OISTシーサイドハウス 55 (海外: 3)

5 2015年10月30日～11月1日 ナノ流体・ナノファブリケーションの最新動向と先端技術 OISTメインキャンパス 13 (海外: 6)

6 2016年1月13日～15日 かご状タンパク質の数理モデル化と解析 OISTメインキャンパス 11 (海外: 10)

7 2016年2月15日～17日 アンフィポールシンポジウム 2016
OISTシーサイドハウス&

メインキャンパス
27 (海外: 19)

8 2016年3月3日～5日 量子技術に用いられるリュードベリ原子 OISTシーサイドハウス 15 (海外: 10)

平成27年度OIST主催によるワークショップ

平成27年度開催のOIST主催によるミニシンポジウム



<添添付資料#1.4-2　平成27年度　OIST主催によるワークショップ･ミニシンポジウム>

開催日 テーマ 開催場所 参加者数

平成27年度OIST主催によるワークショップ

合計 173 (海外: 68)

開催日 テーマ 開催場所 参加者数

1 2015年6月30日～７月3日
合同国際シンポジウム「第3回ミリ波とテラヘルツ波の科学と応用に関する国際
シンポジウム（MTSA 2015）」および「第5回テラヘルツナノ科学に関する国際シ
ンポジウム (Teranano 2015)

OISTカンファレンス・
センター

159 (海外: 71)

2 2015年11月28日～30日  高度情報処理と生物医科学国際会議 (ICIIBMS)
OISTカンファレンス・

センター
165 (海外: 65)

3 2016年1月6日～16日 超弦理論／素粒子／宇宙論のアジア冬の学校
OISTカンファレンス・

センター
116 (海外: 66)

4 2016年3月21日～23日 海と陸の保護政策の生態と社会経済への影響 OISTメインキャンパス 14 (海外: 11)

合計 454 (海外: 213)

平成27年度開催のその他のOIST主催及び共催の学術的会議



添付資料#2.4-1　平成27年度　職位毎・国籍別職員数

平成27年度　職位毎の職員数 平成27年度　職位毎・国籍別職員数 2016/03/31現在

女 男
うち

外国人
定年制
集計

女 男
うち

出向者
うち

外国人
任期制
集計

女 男
うち

外国人
派遣
集計

女 男
うち

外国人
非常勤
集計

女 男
うち

外国人
合計

Admin ﾃﾞｨｽﾃｨﾝｸﾞｨｯｼｭﾄﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ 1 1 0 1 0 1

上席副学長 1 1 1 0 1 1 1

ﾋﾞｼﾞﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ 1 1 1 0 1 1 1

副学長 3 3 1 3 6 3 3 3 6

准副学長 1 4 1 2 5 1 4 2 5

ｼﾆｱ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 2 2 1 5 2 6 1 7 0 8

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ III 1 3 1 2 4 1 3 2 4

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 2 6 8 5 7 1 3 12 7 13 3 20

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ II 1 1 1 1 0 1 1

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 2 2 5 4 2 9 5 6 2 11

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ I 6 9 6 15 6 9 6 15

職員 4 1 5 104 33 2 17 137 108 34 17 142

ｲﾝﾀｰﾝ 1 1 2 2 1 1 2 2

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ職員 6 7 13 6 7 0 13

派遣職員 26 2 4 28 26 2 4 28

アドミ集計 6 11 17 127 71 8 38 198 26 2 4 28 7 8 2 15 166 92 44 258

RSD ｼﾆｱ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 0 1 0 1

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 4 4 0 5 0 5

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ II 1 1 0 1 0 1

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 1 0 1 1 1

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ I 2 1 2 0 2 1 2

職員 1 1 2 18 21 8 39 19 22 8 41

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ職員 4 1 4 4 0 1 4

派遣職員 6 1 7 6 1 0 7

リサーチｻﾎﾟｰﾄ集計 1 3 4 18 29 10 47 6 1 7 4 1 4 29 33 11 62

Unit 教授 8 43 33 51 8 43 33 51

ｻｲｴﾝｽ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・ｱｿｼｴｲﾄ 8 4 9 12 8 4 9 12

ﾘｻｰﾁｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 1 2 2 3 1 2 2 3

ｽﾀｯﾌｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ 14 53 29 67 1 1 14 54 29 68

ﾎﾟｽﾄﾄﾞｸﾄﾗﾙｽｶﾗｰ 26 116 106 142 26 116 106 142

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ II 1 1 0 1 0 1

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ I 2 3 4 5 2 3 4 5

技術員 40 37 35 77 1 4 1 5 13 2 8 15 54 43 44 97

ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰｱｼｽﾀﾝﾄ 7 7 7 0 0 7

ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｲﾀｰ 38 38 1 1 39 0 0 39

派遣職員 3 4 1 7 3 4 1 7

研究ユニット集計 137 259 218 396 4 8 2 12 21 3 8 24 162 270 228 432

総計 7 14 21 282 359 8 266 641 36 11 6 47 32 11 11 43 357 395 283 752

役職名称

総計非常勤派遣任期制定年制



添付資料#2.4-1　平成27年度　職位毎・国籍別の職員数

平成27年度　職位毎・国籍別の職員数 2016/03/31現在

国籍 アドミ ﾘｻｰﾁｻﾎﾟｰﾄ
研究部門
（研究者）

研究部門
（研究者以外）

合計

1 AR ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 3 0 3

2 AT ｵｰｽﾄﾘｱ 2 1 3

3 AU ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 4 4 0 8

4 BD ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 1 1 0 2

5 BE ﾍﾞﾙｷﾞｰ 1 2 0 3

6 BG ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ 1 1 1 3

7 BY ﾍﾞﾗﾙｰｼ 1 0 1

8 CA ｶﾅﾀﾞ 2 2 1 5

9 CH ｽｲｽ 1 0 1

10 CN 中国 1 17 5 23

11 CO ｺﾛﾝﾋﾞｱ 1 0 1

12 CR ｺｽﾀﾘｶ 1 0 1

13 CZ ﾁｪｺ 1 0 1

14 DE ﾄﾞｲﾂ 9 1 10

15 EG ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3 0 3

16 ES ｽﾍﾟｲﾝ 4 1 5

17 FR ﾌﾗﾝｽ 1 15 2 18

18 GB ｲｷﾞﾘｽ 5 15 2 22

19 GR ｷﾞﾘｼｬ 1 0 1

20 HK 香港 1 0 1

21 HU ﾊﾝｶﾞﾘｰ 1 0 0 1

22 ID ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 0 1

23 IE ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 1 1 4 0 6

24 IL ｲｽﾗｴﾙ 0 1 1



25 IN ｲﾝﾄﾞ 1 22 3 26

26 IR ｲﾗﾝ 1 1 0 2

27 IT ｲﾀﾘｱ 1 1 3 2 7

28 JP 日本 215 51 97 107 470

29 KE ｹﾆｱ 1 0 1

30 KR 韓国 1 4 0 5

31 LK ｽﾘﾗﾝｶ 1 0 1 2

32 LT ﾘﾄｱﾆｱ 1 0 1

33 MU ﾓｰﾘｼｬｽ 1 0 1

34 MX ﾒｷｼｺ 1 5 2 8

35 NZ ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 3 0 3

36 PE ﾍﾟﾙｰ 0 1 1

37 PK ﾊﾟｷｽﾀﾝ 2 0 2

38 PL ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 1 2 0 3

39 PS ﾊﾟﾚｽﾁﾅ 1 0 1

40 PT ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 1 0 1

41 RO ﾙｰﾏﾆｱ 1 1 2

42 RU ﾛｼｱ 1 7 2 10

43 SE ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 5 1 6

44 SG ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 0 1 1

45 TR ﾄﾙｺ 0 2 2

46 TW 台湾 3 2 5

47 UA ｳｸﾗｲﾅ 1 1 2

48 US ｱﾒﾘｶ 21 4 22 13 60

49 VE ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ 1 0 0 1

50 VN ﾍﾞﾄﾅﾑ 2 1 3

51 ZA 南ｱﾌﾘｶ 0 1 1

52 ZW ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 1 0 1

総計 258 62 276 156 752



様式 １　公表されるべき事項

学校法人沖縄科学技術大学院大学学園の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ②  平成26年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成26年度における改定内容

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する責任を鑑み、
国際的水準を加味した報酬支給水準を設定した。

国際的に卓越した科学的な教育研究における経験、職務の困難度、過去の実績等
を勘案して特に必要と認める場合に、常勤役員に対して特別調整手当を支給するこ
とができるものとしている。

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であり、
本俸及び特別調整手当の額は上限額の範囲内で、理事会において決定
する。
２．平成26年度における改定内容
常勤役員の総額約10％の給与削減を解除した。
国際的に卓越した大学院大学の経営および教育・研究全体を統括する
責任、また、「沖縄において本学等を核としたグローバルな知的・産業クラ
スターの形成を推進する」ために新たに担う役割に鑑み、国際的水準を加
味し、特別調整手当を増額した。

1. 役員報酬基準の内容

非常勤役員の報酬はその勤務形態を考慮し、職に応じて、理事会によっ

て定められる。
２．平成26年度における改定内容
改定なし

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であり、
本俸及び特別調整手当の額は上限額の範囲内で、理事会において決定
する。
２.平成26年度における改定内容
常勤役員の総額約10％の給与削減を解除した。

1. 役員報酬基準の内容
役員報酬は本俸（年額）、特別調整手当、通勤手当及び住居手当であ
り、本俸及び特別調整手当の額は上限額の範囲内で、理事会において
決定する。
２．平成26年度における改定内容
常勤役員の総額約10％の給与削減を解除した。

1. 役員報酬基準の内容

非常勤役員の報酬はその勤務形態を考慮し、職に応じて、理事会に

よって定められる。
２．平成26年度における改定内容
改定なし

添付資料#2.4-2　平成27年度　職員の給与水準



２　役員の報酬等の支給状況
平成26年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

60,000 30,000 30,000
（特別調整手当）

千円 千円 千円 千円

7,057 4,524 2,533
（特別調整手当）

6月22日

千円 千円 千円 千円

24,580 15,476 9,104
（特別調・通勤）

6月23日 3月31日

千円 千円 千円 千円

288 288
（　　　　）

11月1日

千円 千円 千円 千円

1,300 1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

288 288
（　　　　）

11月1日

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

11月1日

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,300 1,300
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

291 291
（　　　　）

10月31日

千円 千円 千円 千円

288 288
（　　　　）

11月1日

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

980 980
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

650 650
（　　　　）

10月1日

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

*

千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

291 291
（　　　　）

10月31日
O理事
（非常勤）

法人の長

I理事
（非常勤）

J理事
（非常勤）

K理事
（非常勤）

L理事
（非常勤）

M理事
（非常勤）

D理事
（非常勤）

その他（内容）
役名

H理事
（非常勤）

A理事
（非常勤）

B理事
（非常勤）

A理事

B理事

前職
就任・退任の状況

C理事
（非常勤）

G理事
（非常勤）

E理事
（非常勤）

F理事
（非常勤）

N理事
（非常勤）



千円 千円 千円 千円

1,380 1,380
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

691 691
（　　　　）

10月31日

千円 千円 千円 千円

15,288 15,000 288
（　通勤手当　）

◇

千円 千円 千円 千円

284
（　　　　）

5月31日

千円 千円 千円 千円

1,385
（　　　　）

6月9日

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。

注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。

　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

注３：特別調整手当は、国際的に卓越した科学的な教育研究における経験、職務の困難度、過去の実績等を勘案して特に

　　　必要と認める場合に、常勤役員に対して支給することができる手当。

３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　理事（非常勤）

　監事

　監事（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

P理事
（非常勤）

Q理事
（非常勤）

A監事
（非常勤）

B監事
（非常勤）

A監事

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性・職務の困難度、過去の実績、国際的水準に照らし妥当
である。

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性、「沖縄において本学等を核としたグローバルな知的・産
業クラスターの形成を推進する」ために新たに担う役割の困難性、過去
の実績、国際的水準に照らし妥当である。

国際的に卓越した大学院大学の経営及び教育・研究全体を統括する
責任の重大性、ノーベル賞受賞者等その識見に照らし妥当である。

国際的に卓越した大学院大学の監査業務の責任の重大性・職務の困
難度に照らし妥当である。

国際的に卓越した大学院大学の監査業務の責任の重大性・職務の困
難度に照らし妥当である。

学園の理事（法人の長を含む。）は、人格が高潔で学識に優れ、学
園の業務を適切かつ効果的に運営することができる能力を有する者
であることが求められていることから、その報酬については、国際
的な水準との均衡などを考慮した結果、妥当なものであると考えら
れる。



４　役員の退職手当の支給状況（平成26年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

6,133 2 8 6月22日 1.0

千円 年 月

1,813 0 10 3月31日 1.0

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

業績給に類似のものとして、国際的に卓越した科学的な教育研究におけ
る経験、職務の困難度、過去の実績等を勘案して特に必要と認める場合
に、常勤役員に対して特別調整手当を支給することができる仕組みを導
入済みである。今後も同仕組みを継続する。

法人での在職期間

判断理由
退職手当支給額は、「独立行政法人、特殊法人及び認可法人の役員の退職金について」（平
成15年12月19日閣議決定(平成27年３月24日一部改正)）に準じた方法により算出されており、
また、業績勘案率は理事会において、在職期間中の業績を勘案して決定されており、妥当な
ものであると考えられる。
退職手当支給額は、「独立行政法人、特殊法人及び認可法人の役員の退職金について」（平
成15年12月19日閣議決定(平成27年３月24日一部改正)）に準じた方法により算出されており、
また、業績勘案率は理事会において、在職期間中の業績を勘案して決定されており、妥当な
ものであると考えられる。

理事A

理事B

理事B

理事A



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成26年度における主な改定内容

（１）給与水準の適正化
　　業績評価を徹底し、昇給への反映を厳格に行うとともに、今後、定年制職員を採用する場合
　　において、能力に遜色ないときは、若年層から積極的に採用する。

　　準の抑制を図る。

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

20 43.3 8,380 8,380 121 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

20 43.3 8,380 8,380 121 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

2 36.5 7,142 7,142 0 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

423 40.4 6,859 6,859 86 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

40 50.8 13,707 13,707 47 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

147 38.2 6,742 6,742 61 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

236 40 5,771 5,771 108 0

注：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

１．給与制度の内容
　　給与の種類：年俸、超過勤務手当、その他の手当（通勤、住居手当等）
　　給与体系：年俸制（職種（教員、研究者、事務スタッフ等）と職層に基づく給与レンジを設定）

2.平成26年度における主な改定内容

研究職種

事務・技術

職種毎に、国家公務員や国内外の大学・研究機関等の給与水準の動向等を踏まえた適切な
年俸範囲を定め、その範囲内で個々の業績を反映した給与水準を決定する。

教員、事務職員等の職種の特性に応じた業績評価制度を導入し、公平性と透明性に配意しつ
つ適切に実施し、評価の結果について個々の給与に反映させる。

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

常勤職員

うち賞与平均年齢 うち所定内

（２）法人全体の職員の給与水準の抑制
　　上記（１）の取組に加え、任期制職員についても、若年層の採用を促進し、法人全体の給与
水

区分

事務・技術

平成26年度の年間給与額（平均）

総額
人員

在外職員

任期付職員

教員



② 年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）〔在外職員を除く。以下、④まで同じ。〕

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
注2：[20-23歳]の年齢階層において、該当者が4人以下であることから、第1・第3分位を表示していない。

③ 職位別年間給与の分布状況

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

14 52.5 14,910 20,866 11,507

22 47.5 10,059 12,386 7,706

21 40.8 6,851 8,443 5,800

66 43.0 5,807 8,454 4,393

133 36.3 4,094 9,959 2,511

④ 賞与（平成26年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

夏季（○月） 冬季（○月） 計
％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低 　　～　　 　　～　　

％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低 　　～　　 　　～　　 　　～　　

注：給与レンジに基づく年俸制を採用しており、賞与の支給は行っていない。

人員
最高～最低

一律支給分（期末相当）

平均年齢

係員

分布状況を示すグループ

区分

千円

年間給与額

部長相当

課長相当

課長補佐相当

主任相当

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員
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歳
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歳

４４－４７

歳

４８－５１

歳

５２－５５

歳

５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

第１四分位

国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職員）

千

人
千円



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

96.3

106.0

・年齢・学歴勘案 94.7

105.3

４　モデル給与

大卒初任給 年間給与 2,432,000 円
係員 年間給与 3,544,000 円
主任相当 年間給与 5,277,000 円
課長補佐相当 年間給与 6,860,000 円
課長相当 年間給与 9,041,000 円
部長相当以上 年間給与 12,991,000 円

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　本学園は、沖縄科学技術大学院大学（以下「大学院大学」という。）におい
て国際的に卓越した科学技術に関する教育研究を行うことを目的とする学
校法人である。
　大学院大学においては研究・教育は英語で行われ、また、教員・学生の
半数以上を外国人が占めるなど国際的な環境の下、①沖縄の振興と自立
的発展、②世界の科学技術の向上に資するため、世界最高水準の教育研
究を行う研究者の支援等を担う職員が採用されている。すなわち事務職員
にも高度な専門性及び高い英語能力を求められているため、指数が高くな
る傾向にある。
(参考：調査対象職員（256名）の専門能力）
　・修士以上90名（35％）、うち博士30名（12％）
　・大学卒以上197名（77％）（国家公務員（行（一））：54％）
　・英語の読み書きに関しては全職員がビジネスレベル以上

　また、本学園の全職員は、国家公務員の地域手当非支給地である沖縄県
に勤務していることから、地域勘案指数は高くなっていると考えられる。
  なお、平成26年度の年齢勘案指数は、96.3となっている。

　給与水準の妥当性の
　検証

講ずる措置

（法人の検証結果）
年齢勘案で、平成24年度111.7、平成25年度108.5、平成26年度96.3とラス
パイレス指数が減少している（他の勘案指数においても同様の傾向。）。こ
れまで講じてきた給与水準の引下げに向けた種々の取組により、給与水準
の適正化が図られている。

（主務大臣の検証結果）
学園においては研究・教育が英語で行われ、また、教員・学生の半数以上
を外国人が占めるなど国際的な環境の下、世界最高水準の教育研究を
行っており、そのような研究者の支援等を担う事務職員にも高度な専門性を
有することが求められ、優秀な人材の確保を必要としていると認識している。
こうした中、学園の給与水準の適正化のための取組が行われてきた結果、
対国家公務員指数については改善が見られたところであり、これらの取組が
引き続き着実に実施されるよう、今後とも適切に指導・監督していく。

　今後とも引き続き、
　①能力に遜色がない場合は、中堅・若年層を計画的に採用
　② 業務評価を徹底し、昇給反映の厳格化
を行うことで、適正な給与水準を保つ。

内容

・年齢勘案　　　　　

・年齢・地域勘案

・年齢・地域・学歴勘案

項目

対国家公務員
指数の状況



５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

(A)

(Ｂ)

(Ｃ)

(D)

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

特になし。

68,076                   
千円 千円

444,872                  
千円

4,772,439               4,198,014               

千円

4,248,644               
千円

10,847                   
千円

当年度
（平成26年度）

非常勤役職員等給与

福利厚生費

最広義人件費

区　　分

給与、報酬等支給総額

退職手当支給額

千円

67,209                   

教員、事務職員等の職種の特性に応じた業績評価制度を導入し、公平
性と透明性に配意しつつ適切に実施し、評価の結果について個々の給
与に反映させる。今後も同仕組みを継続する。

375,151                  
千円

千円

0

前年度
（平成25年度）

3,755,654               

千円

・職員等が前年度比117名増加したため、総人件費が増額になっている。
・「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24年8月7日閣議決定）を踏
まえ、役職員の退職手当について、平成25年4月1日から、国家公務員の退職手当の改正に
準じて、退職手当の算定額に調整率（平成25年10月から平成26年6月まで92/100、平成26年
7月以降は87/100）を乗じた額を支給することにより減額した。



添付資料#2.4-3-1　平成27年度　研修実績・人事

FY2015 Training Record

2015年度　職員研修
Date

実施時期
Training

研修項目
Eligibility

対象人数
Registration

登録者数
Participant

出席者数

1 4/24 Write Perfect E-mail Workshop     完璧な英文メール作成ワークショップ 40 30 29

2 5/14, 6/4 New Graduate Training   新卒研修 3 3 3

3 5/14 Practical Business Manner Seminar: Spoken Language    ビジネスマナー実践セミナー～話し言葉編～ 15 15 13

4 5/29 Common English Errors Workshop    コモン・イングリッシュ・エラーワークショップ 20 20 18

5 6/4 Practical Business Manner Seminar: Written Language    ビジネスマナー実践セミナー～ビジネス文書編～ 15 15 13

6 6/12 Write Perfect E-mail Workshop    完璧な英文メール作成ワークショップ 20 19 14

7 6/26 Japanese Law (Japanese)    日本の法律について（日本語）

8 6/26 Japanese Law (English)    日本の法律について (英語)

9 7/23,7/24 Access Individual Lessons    アクセス個別実習 2 2 2

10 8/19 Practical Business Manner Seminar : Written Language (Supplemental Lesson)     ビジネスマナー実践セミナー補講（ビジネス文書編） 15 6 4

11 9/10 Microsoft Access (Beginner)      Microsoft Access (初心者) 10 10 9

12 9/17 Microsoft Access (Fundamentals)    Microsoft Access (基礎) 10 10 10

13 9/18,9/25 Japan My Number ID System Explanation    「マイナンバー」（社会保障・税番号）に関する説明会（日本語）

14 9/18,9/25,9/28 Japan My Number ID System Explanation (English)   「マイナンバー」（社会保障・税番号）に関する説明会（英語）

15 10/6 Microsoft Access (Applied Course 1)    Microsoft Access (応用①) 10 8 6

16 10/16 Microsoft Access (Applied Course 2)    Microsoft Access (応用②) 10 8 5

17 10/22 New Graduate Follow up Training    新卒フォローアップ研修 3 3 3

18 10/23 Microsoft Consultation 1    Microsoft 相談室　① 10 5 5

19 10/27 Microsoft Excel (Applied Course 1)    Microsoft Excel (応用①) 12 15 11

20 11/13 Microsoft Excel (Applied Course 2)    Microsoft Excel (応用②) 12 15 12

21 11/20 Microsoft Excel (Practical Course)    Microsoft Excel (実務) 12 13 9

22 12/5 Common English Errors Workshop    コモン・イングリッシュ・エラーワークショップ 25 25 21

23 12/11 Microsoft Access (Advanced Practical Work)    Microsoft Access (実習) 5 5 4

24 12/18 Give a Killer Presentation    完璧な英語プレゼンテーション 25 23 21

25 1/22 Microsoft Word (Practical Course)    Microsoft Word (実務) 10 15 8

26 1/26 Microsoft Consultation 2    Microsoft 相談室② 10 6 5

27 2/5 Scientific Writing Seminar    科学論文の書き方セミナー 100 72 55

28 2/8 2016 Income Tax Filing Seminar (Japanese)     2016　確定申告セミナー（日本語） 20 21 14

29 2/8 2016 Income Tax Filing Seminar (English)     2016　確定申告セミナー（英語） 20 5 1

30 3/18  The seminar for New Employee Orientation English Presenters     オリエンテーションスピーカーのプレゼン技術向上セミナー 20 9 6

31 3/25  The seminar for New Employee Orientation Japanese Presenters     オリエンテーションスピーカーのプレゼン技術向上セミナー 13 10 9

467 388 310



添付資料#2.4-3-2　平成27年度　研修実績・外部研究資金

【外部研究資金課】 【Grants & Research Collaboration Section】

セミナー・会議・コース
対象者（記入例：アドミ、

研究者、業者等）
参加者数 Seminar/Meeting/Course

Participants (e.g. admin staff,

researchers, vendors etc.)

# of

participants

科研費事務処理説明会(1) 研究者、事務職員 12

Kakenhi fund use

administration seminar(1st

round)

Researchers/Admin Staff 12

科研費事務処理説明会(2) 研究者、事務職員 12

Kakenhi fund use

administration seminar(2nd

Round)

Researchers/Admin Staff 12

JSPS特別出張説明会（科研費等応募の
概要説明会）

研究者、事務職員 100

JSPS Special Seminar（General

Introduction of KAKENHI and

Fellowship application）
Researchers/Admin Staff 100

科研費申請書書き方セミナー（日本語） 研究者、事務職員 38
KAKENHI Seminar for Writing

Proposals（Japanese Session）
Researchers/Admin Staff 38

科研費申請書書き方セミナー（英語） 研究者、事務職員 30
KAKENHI Seminar for Writing

Proposals（English Session）
Researchers/Admin Staff 30

JSPS グラント・フェローシップ説明会 研究者、事務職員 100 JSPS Grant & Fellowship seminar Researchers/Admin Staff 100

研究費とキャリア　サロン 研究者、事務職員 38 Salon Grants and Career Researchers/Admin Staff 38

JST CREST/PRESTO説明会（4月） 研究者、事務職員 29
JST Explanatory session on

Research Grants

CREST/PRESTO

Researchers/Admin Staff 29

JST CREST/PRESTO説明会（7月） 研究者、事務職員 21

JST Over view of  Strategic Basic

Research Programs (CREST,

PRESTO)

Researchers/Admin Staff 21



添付資料#2.4-3-3　平成27年度　研修実績･安全衛生

Seminar/Training Results in FY2015 (excluding on-line training) April 18, 2016 

2015年度　セミナー及びトレーニング実績（オンライントレーニングを除く）

Period: From April 1, 2015 to March 31, 2016

期間：2015年4月1日から2016年3月31日 安全衛生セクション

Date
実施日

Nature of

Event
種類

Name of Seminar/Training
名称

Number of

Participants
参加人数

Remarks
備考

1
All through the year
通年

Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

Radiation Workers　　放射線を取り扱う者

(7 times in total)　　　(7回実施）
35

2
May 7, 2015

2015年5月7日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

Seminar on Regenerative Medicine
再生医療に関するセミナー

20

3
July and August, 2015

2015年7月及び8月
Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

General Safety Training for Field Activities

(2 times in total)
野外活動安全トレーニング（一般）
（2回実施）

50

Starting in September, the training has

been provided through e-learning

management system (LMS).

9月以降はオンラインで提供。

4
July and September, 2015

2015年7月及び9月
Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

Safety Training for Venders (Advanced Program)

 (3 times in total)
取引先向け安全ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）
（3回実施）

138

5
August 28, 2015

2015年8月28日

Training and

Seminar
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ及
びｾﾐﾅｰ

Update Session  　　アップデートセッション

(2 times in total)　　（2回実施）
211

The number of participant includes

external audience for the special guest talk.
参加者数には特別講演を聴講した学外
者を含む。

6
December 11, 2015

2015年12月11日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

Seminar on Earthquake Countermeasures
地震対策セミナー

97

7
February 11, 2016

2016年2月11日
Seminar
ｾﾐﾅｰ

Open seminar: Promotion of Research Integrity
公開セミナー：研究倫理の推進に向けて

144

8
March 30, 2016

2016年3月30日
Training
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

Laboratory Accident Drill
研究室事故訓練

38

Occupational Health and Safety Section

Note that this results only include lecture-style seminar/training.
注：本実績には、レクチャースタイルのセミナー及びトレーニングのみを含みます。



添付資料#3.1　外部資金・寄付金獲得状況

外部資金･寄付金獲得状況/External Funding 

H18～H25まで旧分類 H26から新分類

金額 金額 金額 金額 金額 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数

科研費/Kakenhi 3,800,000 10,293,000 17,225,000 58,923,142 68,281,464 160,041,305 26 185,570,000 30 168,017,777 40 科研費/Kakenhi 165,266,341 54 137,160,016 47

受託研究/Sponsored

Research
0 0 0 16,200,000 42,751,000 110,261,800 11 151,397,660 14 133,566,955 13

受託研究等（産学連携系）

Industry related grants
69,994,690 10 124,337,784 10

その他補助金/Other

Subsidy
0 0 0 0 0 0 0 19,120,000 2 39,161,300 3

その他国内助成金

Other domestic grants
22,635,500 11 20,989,419 6

共同研究/Joint Research
0 28,500,000 8,268,750 8,357,625 8,000,000 6,500,000 1 9,781,000 2 8,190,000 3

受託研究等（学術系）

Academic grants
104,967,000 5 120,758,500 7

民間・財団等/Private or

Foundations etc.
0 0 0 162,000 0 23,969,000 3 19,720,574 3 35,811,969 10

海外助成金等

Overseas grants
27,166,059 3 16,015,264 3

寄附金/Donation
0 0 0 0 0 10,822,000 6 14,793,155 11 8,353,825 12

寄附金

Donation
1,065,960 6 36,367,498 14

合計/Total 3,800,000 38,793,000 25,493,750 83,642,767 119,032,464 311,594,105 400,382,389 393,101,826 391,095,550 455,628,481
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添付資料#4-1　平成２7年度　受託研究等（産学連携）及びイベント

平成２7年度受託研究等（産学連携）及びイベント

受託研究等（産学連携）

No 事業名 新規・継続 委託者・交付元
連携機関
（研究分野）

事業内容 備考

1
知的クラスター形成に向けた研究拠点構築事業
（沖縄県）

継続 沖縄科学技術振興センター 沖縄の生物資源とネットワークを活用した医薬品探索研究 田中富士枝　准教授

2
亜熱帯・島しょエネルギー基盤技術研究事業
（沖縄県）

継続
ソニーコンピュータサイエンス研
究所

沖創工
ソニービジネスオペレーションズ

分散型DC給配電システムの構築 北野宏明　教授

3
知的産業クラスター形成に向けた研究拠点構築事業
（沖縄県）

継続 南西地域産業活性化センター
沖縄県農業研究センター
九州沖縄農業研究センター
琉球大学

生活習慣病を予防・改善する沖縄県産高機能米開発 佐瀬英俊　准教授

4
知的産業クラスター形成推進事業
（ベンチャー創出支援事業）（沖縄県）

継続 沖縄工業高等専門学校
シビランの免疫調節機構を活用した健康食品及び医薬品の開発・事
業化

山本雅　教授

5
戦略的製品開発支援事業
（沖縄県）

新規 クリエイトES 自主発電によって、稼働可能な廃水処理システムの開発 イゴール・ゴリヤニン　教授

6 沖縄県医療産業競争力強化事業 新規 沖縄県
次世代型多階層創薬・薬理学シミュレーションプラットフォーム開発に
よる創薬プロセスの効率化

北野宏明　教授

7 受託研究 継続 環境 Confidential 佐藤矩行　教授

8 共同研究 継続 創薬 Confidential 佐藤矩行　教授

9 共同研究 新規 医療機器 Confidential エイミー・シェン　教授

10 共同研究 新規 環境 Confidential 北野宏明　教授

11 共同研究 新規 自動車 Confidential 北野宏明　教授

12 共同研究 新規 エネルギー Confidential 銅谷賢治　教授

13 秘密保持契約 新規 創薬 Confidential 横林　洋平　准教授

14 秘密保持契約 新規 マテリアル Confidential ムックレス・ソーワン　准教授

15 秘密保持契約 新規 エネルギー Confidential ヤービン・チー　准教授

16 秘密保持契約 新規 情報処理 Confidential ウルフ・スコグランド　教授

17 秘密保持契約 新規 環境 Confidential イゴール・ゴリヤニン　教授



18 秘密保持契約 新規 解析技術 Confidential 新竹　積　教授

19 秘密保持契約 新規 エネルギー Confidential 新竹　積　教授

20 秘密保持契約 新規 エネルギー Confidential 機関として

21 その他国内補助金 継続 沖縄県 産学連携支援 機関として

展示会

No 事業名 開催日 場所 主催 内容 備考

1 国際バイオテクノロジー展 2015年5月 東京ビックサイト リード・エグジビションジャパン

2 BIO International Convention 2015 2015年6月
Pennsylvania Convention

Center

Biotechnology Innovation

Organization

3 医療機器開発・製造展（MEDIX）2015 2015年6月 東京ビックサイト リード・エグジビションジャパン ブース展示 沖縄県との共同出展

4 沖縄県ビジネス環境紹介セミナー＆商談会 2015年7月 Shangri-la Hotel Singapore 沖縄県 講演・ブース展示・商談会

5 沖縄県企業誘致セミナー 2015年7月
新阪急ホテル
ロイヤルパークホテル

沖縄県 ブース展示・商談会

6
Taipei International Electronics Show

(TAITRONICS)
2015年10月 南港エグジビションホール

Taiwan External Trade

Development Council
ブース展示 沖縄県との共同出展

7 BioJapan 2015 2015年10月 パシフィコ横浜 BioJapan 組織委員会 ブース展示・商談会

8 SEMICON Japan 2015 2015年12月 東京ビックサイト SEMI ブース展示 沖縄県との共同出展

9 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議 2016年1月 東京ビックサイト nano tech実行委員会 ブース展示・商談会

特許の評価会議開催回数 12 回

セミナー・イベント

No 演題 開催日 講演者 参加者

1 研修会：産学連携について 2015年4月6日
EnConnect

大津賀伝市郎
17

2 研修会：産学連携の人材について（前） 2015年4月15日
EnConnect

大津賀伝市郎
17

3 研修会：産学連携の人材について（後） 2015年4月22日
EnConnect

大津賀伝市郎
17



4 研修会：大学の知的財産について 2015年5月13日
EnConnect

大津賀伝市郎
17

5 ワークショップ：Okinawa Global Session 2015年5月23日 沖縄産業振興公社共催 15

6 研修会：企業との共同研究について 2015年5月27日
EnConnect

大津賀伝市郎
17

7 研修会：大学発ベンチャーについて 2015年6月3日
EnConnect

大津賀伝市郎
17

8 研修会：産学連携コーディネーター基礎講座 2015年6月5日
北陸先端科学技術大学院大学
山本外茂男

10

9 研修会：産学連携について（まとめ） 2015年6月10日
EnConnect

大津賀伝市郎
16

10 研修会：コミュニケーションワークショップ 2015年10月20日
HPO Creation

松井義治
16

11
イノベーションセミナーシリーズ１
学術研究における知財創出・管理
特許出願と各国移行

2015年11月16日
Kilburn&Strode

Gwilym Roberts
40

12 セミナー：産総研の知財活動について 2015年11月17日
産業技術総合研究所
加藤幹

10

13
イノベーションセミナーシリーズ２
基礎研究からの発明・スタートアップ

2016年1月18日
Nexeon

Scott Brown
67

14
イノベーションセミナーシリーズ３
大学から企業への転換

2016年2月23日
m-u-t

Nancy Hecker-Denschlag
43

15 コース：プロジェクトマネジメント研修
2016年2月24日～

2016年2月25日

Stanford University

Mike Hetrick
21

16 セミナー：大学研究と知財活動 2016年2月26日
津国
津国肇・塩見敦

13

17 セミナー：米国特許 2016年3月3日

Lucas&Mercanti

Donald C. Lucas

Shintaro Yamada

5

18 コース：リーンスタートアップ起業家育成プログラム

2016年3月18日～

2016年3月20日

2016年3月26日

The George Washington

University

Dan Kunitz/Jim Chung

15

19
国際シンポジウム
大学発のイノベーションを加速する

2016年3月22日
外部有識者16名

（講演者12名、モデレーター4

名）

75

448



添付資料#4-2　特許出願状況
特許出願状況

Calender Year 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

特許出願数 0 2 0 4 5 3 2 2 11 17 34 62

特許登録数 0 0 0 1 0 1 3 3 1 2 1 3
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